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プロローグ







　亜あ人じんと人間との間に横たわる因いん縁ねん。

　その始まりは実のところ、それ程ほど歴史が古いという訳ではない。

　戦乱の絶えない大地世界アースでは考古学的な学術研究が進んでいない為ため、確かな事は未いまだに闇やみの中だが、地球と似たような進化を遂とげたと仮定したならば、数万年は存在するであろう人間の歴史の中で、両者の確かく執しつが生まれたのは極きわめて最近の事でしかないのだ。

　少なくとも、世界の創成期から対立を創造主に命じられているという様な、ありがちな設定という訳ではなかった。

　いや対立どころか、歴史のある時点まで両者は上手うまく共存共栄を謳おう歌かしていたというのが真実だ。

　亜人達たちは種族の持つ様々な特性を利用して人間社会に利益をもたらし、自らも人間という種族をうまく利用してきた。

　そしてそれは人間側にも同じ事が言える。

　勿もち論ろん、異種族に対しての嫌けん悪おがまるでなかった訳ではないだろうが、少なくともそれを理由に戦を起こす程ではなかった。

　しかし、そんな絶ぜつ妙みような均きん衡こうの上に成り立っていた協力関係は、ある日突とつ然ぜん壊こわれてしまう。

　それは、今からおよそ四百数十年前の事。

　裏大地世界リアースとも呼ばれる地球より、とある二人の男がこの地に姿を現した事から全すべての歯車は狂くるいだしたのだ。

　彼かれ等らが何故なぜこの大地世界へとやってきたのか、その理由は定かではない。

　当時存在していたどこぞの国に召しよう喚かんをされた結果か、はたまた運悪く次元の狭はざ間まに迷い込んでしまった迷い人か。

　どちらにせよ、彼等が西方大陸の片かた田舎いなかで細々と信しん仰こうされていた土着の宗教組織でしかなかった光神教団に入り込み、その教義を歪ゆがめた事が全ての発ほつ端たんなのは確かだ。

　男達は人々に説いた。

　人は神の創つくり出だした唯ゆい一いつ無む二にの存在であると。

　人こそが、神に認められたこの世界の支配者なのだと。

　勿論、それが真実であるという証明は何処どこにもない。

　しかし、その教えは当時の人間達にとって、まさに麻ま薬やくの様に甘かん美びで魅み力りよく的てきな思想であったという事に違ちがいはないだろう。

　選民思想。

　自らを神や人を超ちよう越えつした何かによって選ばれた、特別な人間であるとする考え方。

　地球であれば白人至上主義やアジアの人間を蔑べつ視しする風潮などがその典型であろう。

　何故、彼等がそんな危険な事を言い出したのか、その理由を知る物は大地世界にはただ一人として存在しなかった。

　まぁ、地球でも選民思想が危険視され出したのは、あくまで二十世紀に入ってからの事である点を考こう慮りよすれば、それほど不自然でもないのかもしれない。

　なにしろ、人権にうるさいイメージのあるアメリカですら、２０００年代まで黒人をはじめとした有色人種に対しての差別を合法としてきたくらいなのだ。

　そういう思想を元々持っていたのか、はたまた何か別の目的からそんな事を言い出したのか。

　しかし、彼等の真意はどうであれ、結果は変わらない。

　繰くり返かえし繰り返し説かれる聞き心地ごこちの良い言葉は、やがて絶対の教義へと昇しよう華かし始め、人と言う種族は傲おごり高たかぶった。

　そして未み曾ぞ有うの大乱が起こる。

　エルフをはじめとしたドワーフや獣じゆう人じん達と言った亜人と目される存在と、人間との間で繰り広げられた血みどろの戦。

　その結果、元々数において劣れつ勢せいだった亜人達の多くは西方大陸から姿を消し、彼ら亜人種はウォルテニア半島をはじめとした大陸各地に点在する魔ま境きよう秘境に隠かくれ住すむようになり、細々とその命脈を繋つなぐ様になったのだ。




　ウォルテニア半島の東北部に生おい茂しげる密林地帯。

　その真っただ中にひっそりと隠される様に作られた村。

　そこは、周囲を強力な結界と空から堀ぼりによって守られた要よう塞さいである。

　住民達が多くの犠ぎ牲せいを払はらって創り出した小さな箱庭。

　その村にただ一つ設けられた会議室では、七人の男女が顔を突つき合あわせていた。

「ネルシオス……一体どういうつもりだ？　お前は、我らの父祖が人間によってどういう目にあってきたのか忘れた訳ではあるまいな……何故反対する。お前だって聖戦にその身を投じて来たではないか」

　透すき通とおった白い肌はだと黄金に輝かがやく髪かみを靡なびかせた男の問いが響ひびく。

　端たん整せいな顔立ちだ。

　個人の好みはさておき、彼の容姿を見て彼を醜みにくいと貶けなす人間は存在しないだろう。

　しかし今、そんな美しい顔を男は醜く歪ませていた。

　その低く敵意と怒いかりに満ち満ちた声に、周囲から賛同の声が上がる。

「そうだ、【狂きよう鬼き】とまで呼ばれたお前が、このまま黙だまってあの人間にこの地の支配を認めてやるつもりなのか？」

「何と情けない……駿しゆん馬めも年を取れば駄だ馬ばにも劣おとると言うが……」

　そこかしこから上がる非難と侮ぶ蔑べつ。

　十人ほどが腰こしかけられる円えん卓たくに座すわる誰だれもが、ネルシオスと呼ばれた銀ぎん髪ぱつの男へと鋭するどい視線を向けていた。

　しかし、そんな周囲の敵意に対して、当の本人はまるで気にするそぶりすら見せない。

　余よ程ほど自信があるのか、はたまた彼が太々しい性格なだけなのか。

　紫むらさき色いろの瞳ひとみには一いつ片ぺんの陰かげすらも浮うかんではいなかった。

　大おお柄がらな男だ。

　共に円卓を囲む周囲のエルフ達と比べて明らかに二回りは大きい。

　その端整な顔立ちとエルフ族特有の特とく徴ちよう的てきな耳がなければ同じ種族とはとても思えない様な体つきだ。

　それこそ、エルフや人間を遥はるかに超こえる身体能力を誇ほこる鬼人オーガ族の血を受うけ継ついでいるとでも言われた方が、よほど見る者を納なつ得とくさせるだろう。

「どう……と言われましてもね……私としては、逆に何がそれほど皆みなさんにとって問題なのか、理解しかねるというのが正直なところなのですがね？」

　そう言うと、ネルシオスは岩の様な拳こぶしを組んで顎あごを載せる。

　だが、そんなネルシオスの態度に周囲の視線が強みを増した。

　確かに、あまり褒ほめられた格好ではない事は確かだ。

　少なくとも、この種族の存続が懸かかった重要な会議の場で周囲から敵意を向けられている最中の行動としては、余りにも周囲を馬ば鹿かにしていると言えるだろう。

　だが、ネルシオスにも言い分はある。

　正直に言えば、ネルシオスは周囲に対して呆あきれていたのだ。

（実に無む駄だな時間だ……それこそ昼ひる寝ねでもしていた方がまだマシという物だな）

　そんな思いが心に浮かび、ネルシオスの口から小さなため息が漏もれる。

　今回の騒そう動どうの原因。

　それは、攫さらわれたエルフの娘むすめが人間の手によって救い出され送り返されてきた事から始まる。

　娘達の無事な姿を見て彼等は歓かん喜きし、そして彼かの女じよ達の口から聞かされた事実に恐きよう怖ふを抱いだいた。

（どうにも頭の悪い奴やつが多くて困る……まぁ、過去の歴史を鑑かんがみれば彼らの気持ちが理解出来ない訳ではないがね）

　ネルシオスを含ふくめ、この場に居る七人の男女はエルフと黒エルフの各部族を纏まとめる長おさ達。

　彼らの立場にしてみれば今回の一件を放置出来ないと考えるのは自然だろう。

　ましてや、此処ここにいる長達の何人かは、ネルシオスと同じ様に四百数十年前に起こった聖戦を直に体験した世代だ。

　雲うん霞かの如く押おし寄よせる人間達とひたすら殺し合いを続ける日々。

　当時の凄せい惨さんな戦場を知る彼らが人間に最大級の警けい戒かいを持つのは当然と言える。

　だが、ネルシオスとしてはそんな感情論はどうでも良かった。

　エルフという種族の未来を考え、最良の選せん択たくを取る事がこの場に居る長達の責任であり存在意義なのだから。

（放置は出来ないという……確かにその通りではあるだろう。だが、それでは他に何が出来ると言うのか……）

　武力行使。

　ウォルテニア半島という人の支配から外れた楽園を守る為に戦を起こすというのは、真っ先に思い浮かぶ解決案だ。

　しかし、それを選んだ先に待っているのは、文字通りエルフと言う名を持つ種族の存亡を賭かけた泥どろ沼ぬまの戦だろう。

　この円卓を囲むエルフの多くは目の前の敵しか見えていない。

　そう、あの汚けがらわしい海かい賊ぞく達を滅ほろぼし、ウォルテニア半島を領有すると宣言した御み子こ柴しば亮りよう真まと言う男の姿しか。

　会議の開幕当初から盛んに勢い込んで聖戦だと気勢を上げる周囲に対して、ネルシオスは冷めた視線を向けた。

（実に威い勢せいの良い事だがね……もし仮に御子柴亮真を打だ倒とうしたとして、その後の事を彼らは考えているのだろうか？）

　調べた限りでは、御子柴亮真という男の軍勢はそれ程数が居る訳ではないらしい。

　偵てい察さつに出た者の報告では、多くても五百人程度という話だ。

　少なくとも、この円卓を囲むネルシオス達七部族が総力を結集すれば、数の上では有利に立てるだろう。

　一部族あたり数百人の戦士が居る。

　それだけでも二千人近くにはなるのだ。

　地の利に関しても問題はない。

　何しろ数百年もの長きにわたって暮らしてきた土地なのだ。

　ウォルテニア半島内の地形に関して彼ら以上の知識を持ちうる存在はいない。

　だから、御子柴亮真との戦自体は十分に勝算があると言える。

　だが、問題はそれで戦が終わるとは思えないという事だろう。

　人間と言う種族の持つ欲望は非常に強きよう烈れつである。

　それに、ローゼリア王国より正式に封ふうじられた領主を討うち取とれば、次には国軍が攻せめ寄せてくるかもしれない。

　最終的には、四百数十年前の聖戦の時と同じ様に、多国間の連合軍が押し寄せてくる可能性も有るだろう。

　もしそうなった場合、ネルシオス達に抗あらがう術すべはないだろう。

　女子供を根こそぎかき集めても総兵力は三万にも届かないのだから。

（いや、そもそもあの男に戦で勝てるという目算自体が、かなり楽観視した見解だろう……な）

　数と地の利は確かにネルシオス側にある。

　そういう意味では御子柴亮真に勝つ確率は高いだろう。

　しかし、聖戦を生き残った歴戦の戦士としての勘かんが、しきりにネルシオスに対して警けい鐘しようを鳴らすのだ。

（戦に持ち込むのは悪手……となると……）
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　周囲から向けられる視線を他所よそに、ネルシオスの心は冷たさを増していった。




　会議を終えたネルシオスは自室で、一人思案にふけっていた。

　結局、会議は散々もめにもめた末にネルシオスへ御子柴亮真との交こう渉しようを一任するという形で幕を閉じている。

　まぁ、エルフ族最大の人口を誇り、【狂鬼】のあだ名を持つネルシオスが戦を避さける方向に動けば、周囲はその意向を無視する事は難しい。

　ネルシオスの助力なしに、人間との全面戦争を選ぶというのはかなり大きなリスクがあるのだ。

　だがその一方で、今後の御子柴亮真との交渉次し第だいでは、ネルシオスの亜人種に対しての影えい響きよう力りよくが大きく損そこなわれてしまう事も有り得るだろう。

　交渉を任されたという事は、その後の結果にも責任を負うのだから。

（ここはやはりこれしかない……か）

　正直に言えばネルシオス自身もあまり気乗りのしない選択だ。

　しかし、その一方でそれが有効な策であることをネルシオスは理解している。

（事の発端という事を考えれば、あの子以外には命じる事は出来ない。それに万が一の場合の対処が出来る実力を持つのは部族の中でもあの子くらいのものだ）

　愛まな娘むすめであるディルフィーナ。

　エルフ族の至宝とまで謳うたわれる美び貌ぼうを誇る彼女は、ネルシオスの率いる部族において族長である父親の次に手て練だれと言われた戦士でもある。

　そんな彼女が手も足も出ずに海賊達に捕つかまったのには、当然それ相応の理由がある。

　全ては、数人の子供達が好こう奇き心しんから村の外へと出てしまった事から始まったのだ。

　もっとも、子供と言っても体つきは大人と何ら遜そん色しよくない。

　エルフと言う種族は非常に長い時間、若さを保つ。

　一千年とも二千年とも言われる寿じゆ命みようの内、最初の数十年で体が成長しきってしまえば、後の人生は殆ほとんどの時間を人間でいうところの二十代半ばほどの外見で過ごすのだ。

　これは種族特性としてエルフという種族が、生気プラーナの量を人間より多く持って生まれる事が起因していると見られているが、本当のところは未だに不明だ。

　どちらにせよ、人間から見れば非常に羨うらやましい特性ではあるが、その一方で彼らは少なからぬ欠点も有している。

　全てにおいて完かん璧ぺきな生命体など神ですら創造する事は不可能であるという良い証しよう拠こだろう。

　エルフという種族が持つ固有の問題点は色々とあるが、その中でも特に大きい問題は二つ。

　一つは繁はん殖しよく力りよくの低さ。

　エルフは数年に一度訪おとずれる繁殖の期間でしか子を儲ける事が出来ない。

　長命種族であるが故ゆえの欠点なのだろう。

　もし彼らが人間と同じような繁殖力を持っていれば、今いま頃ごろ西方大陸はエルフ族の支配する土地であっただろうから。

　だが、問題なのはもう一つの欠点。

　精神の発達の遅おそさだ。

　外見的な肉体の成長が五十歳さい前後で止まるのに対し、精神的な成長は極きよく端たんに遅くなる。

　人間を例に出して言えば、十代半ばの肉体に対して幼よう稚ち園えん児じか小学校低学年並みの精神発達だという事だ。

　好奇心が強く、自制心は極めて低い。そんな、体は大人で心は子供という期間が百年近くも続く。

　勿論、それはエルフという種族において極めて自然な成長の過程であり何ら問題視するようなものではない。

　しかし、往々にしてその時期の子供は大きな問題を引き起こしやすいのだ。

　そう、今回起こった一連の騒動の様に。

（まぁ、無理もないか……私も彼らぐらいの頃ころは外に出たくて仕方がなかったからな。良く両親にも怒おこられたものだしな）

　ネルシオスの子供時代は聖戦前なので今程制約は多くなかったが、それでも窮きゆう屈くつさを感じ、同じ年頃の仲間達と連れ立って良く村の外に冒ぼう険けんへと出かけたものだ。

　普ふ段だんであれば、多少小言を言う程度で済ませる。

　だが、今回はあまりにタイミングが悪すぎた。

　彼等は海賊達の奴ど隷れい狩がりに鉢はち合あわせしてしまったのだ。

　そんな彼らを無理に救おうとした結果、ディルフィーナと彼女の仲間は逆に捕まった。

　御子柴亮真が海賊達を殲せん滅めつし、囚とらわれていたディルフィーナ達をネルシオスの下へ送り返してこなければ、二度と二人が生きて会う事はなかっただろう。

「失礼します、父上。お呼びと聞きましたが」

　数度のノックの後、ディルフィーナの声が聞こえた。

「入れ」

　その声と同時にディルフィーナが扉とびらを開ける。

　どんな話なのか大よその想像が付いているのだろう。

　ネルシオスには、ディルフィーナの顔が普段より強こわばって見えた。

（すまん……）

　ディルフィーナの顔を見た瞬しゆん間かん、ネルシオスの心に罪悪感が沸わき上あがってくる。

　一人の父親としては、愛娘に人間の下へ行けなどとは口が裂さけても言いたくはない。

　だが、族長と言う立場であるネルシオスは自分と自分の家族の安全だけを考えていれば良いという訳にはいかないのだ。

　ディルフィーナに種族の存亡という途と轍てつもない重荷を背負わせてしまう事を理解していながらも、ネルシオスには他に手段がなかった。

　小さくため息をつくと、ネルシオスは愛娘を傍そばに招き寄せた。

　エルフという種族の未来を救う為に。







第一章　忍しのびよる戦雲の影







　凪ないだ大おお海うな原ばらを、アタランタ号と名付けられた一隻せきのガレオン船が北東へ向かって疾しつ走そうしていた。

　まるで順風を帆ほいっぱいに受けているかのような船足である。

　いや、事実その船の帆は風を受け大きく膨ふくらんでいた。

「報告！　北東にセイリオスの港が見えまさぁ」

　水平線上にうっすらと陸地が見え始めた。

「分かったぁ。今、ブラス船長を呼ぶ」

　見張り番の船員が大声で叫さけぶと、下にいた船員が艦かん内ないへ飛び込んだ。

「ふむ、確かにセイリオスの街だ……おい！　もうすぐ港に着くからな。停てい泊はくする準備を始めろ」

　手にした望遠鏡で港街を確かく認にんすると、日に焼けた黒い肌の船長が船員達に命じる。

（風待ちをしなくて済む上に、常に追い風を受けるのに等しい訳か……速い訳だ）

　ブラスは伸のばした望遠鏡を畳たたみながら一人心の中で呟つぶやいた。

　エルネスグーラ王国東とう端たんの貿易都市であるミスポスを出港したのが九月の末だから、四日程でセイリオスの街まで着いた計算になる。

　前回の航路とは異なり、沿岸部を航行するのではなく大海原をまっすぐ突っ切る航路を選択したのだが、それにしても大地世界アースの常識から考えてかなり速い。

（初めはどうなるかと思ったが、あの男の提案を呑んで正解だったという訳だ……ど素人しろうとのくせに舐なめた口をきくと思ったが、どうやらこっちの負けらしい）

　ブラスの顔に苦笑いが浮かんだ。

　それは今回の航海に出る三日前の夜の事だ。

　長年海の男として生きてきたブラスに、あの若造は一定の敬意を示しながらも、航路を指定し航海日数の短縮を命じた。

　今までの常識で言えば、風待ちの日数を含めると、場合によっては十日から半月は掛かって当然な距きよ離りだ。

　それをいとも簡単に七日で行ってこいと言われた時には、ブラスは心底御み子こ柴しば亮りよう真まと言う男の正気を疑ったものだ。それは、素人の浅はかさと笑い飛ばすにしても、余りに荒こう唐とう無む稽けいな要よう請せいだったから。

　だが、確かにこれならば納得する事が出来る。

　ブラスは船せん尾びにいる一団へ視線を向けた。

　セイリオスからミスポスへ戻もどる航海では、初めての船旅と言う事もあって全員が船ふな酔よいとなり全く何の役にも立たなかったのだが、今回は違った。

　彼らは皆、一様に若い。

　十五歳に手が届くかどうかといったところだろうか。

　その上、彼らは船乗りではない。

　黒く染められた革の鎧よろいに身を包つつんだ彼らは、御子柴男だん爵しやく家の兵士。

　船に乗った経験すらないど素人しろうと達たちだが、今は熟練の船乗り以上に大切な存在だ。

「ブラス船長、風はどうですか。もう少し強めますか？」

　ブラスの視線に気がついたのだろう。

　一団から一人の少女がブラスに声を掛けた。

「いや、これ以上強めると帆が破れる可能性が有るかもしれない。それに、もうすぐセイリオスの港だ。今の速度で十分だ。ありがとうメリッサ殿どの」

　ブラスは自分の娘と言ってよいほど年の離はなれたメリッサに丁てい寧ねいな言葉を返した。

　この船において、ある意味では船長以上に重要な役割をこの年とし端はもいかない少女が担になっている証拠と言えるだろう。

「分かりました。じゃあこのままの風速を維い持じしますね」

　明るい笑えみを浮かべて頭を下げたメリッサに、ブラスは慈愛に満ちた視線を向ける。

　まるで自分の娘を見るかの様に……

　大地世界で使われる船は帆はん船せんかガレー船のどちらかである。

　どちらにも異なる利点があるのだが、積せき載さい量りようの多さや航続距離の関係から貿易船や輸送船には帆船が多く使われている。

　その帆船の中でも、最大級の積載量を誇るのがガレオン船と呼ばれる物だ。

　船体は細長で吃きつ水すいが浅いため速度が出やすく、積載量も多いという何とも利便性の高い船なのだが、そのガレオン船をはじめとした帆船全ぜん般ぱんの最大の欠点が風頼だのみと言う点だ。

　ガレオン船を含め、全ての帆船は幾いくつもの帆で風を受け前に進む。

　中には帆船にオールを付けた物も存在するのだが、漕こぎ手てを別に乗せる必要が出てくる。

　そうなれば当然、漕ぎ手の分の食料や水が必要となり、その分だけ交易品を積み込める量が減るという事になると、どうしても帆船が主流となってくる訳だ。

　そうなると重要なのが天気や風向きという事になる。

　幸いな事に地球と同じく大地世界でも横帆や縦帆などとは別に、様々な補助帆も開発され逆風でもある程度動く事が出来る様に改良されている。

　だが、対応するにも限度という物がある。

　風が完全に止やんだ凪なぎの状態になってしまえば、オールを持たない普ふ通つうの帆船は波に揺ゆられながら風が吹ふき出すのを待つより他に術はない。

　天候を制せい御ぎよする事など人間には不可能なのだから、そうなってしまった船乗りに出来る事は神に祈いのる事だけだ。

　そう、これまでは……

　メリッサ達は何も難しい事をしている訳ではない。

　突とつ風ぷうを起こす術は文法術の中でも初級に属する。

　通常は圧縮した風を一気に解き放つ、風属性の術の中では基本中の基本と言える攻こう撃げき方法。

　これを一度に圧縮して放つのではなく、範はん囲いを拡散させ少しずつ放つだけだ。

　攻撃力は皆かい無むだが、船に必要なのは適度な風。

　帆を破いてしまうような強風では逆に使えない。

　術者として未熟である彼女達だが、だからこそ意味があるのだ。

　そして、未熟な自分達の術が目に見える形で意味を持つ事にメリッサ達の胸は躍おどった。

　術者の錬度を上げるにはもってこいの方法と言えるだろう。

　自分達が必要とされているという自信が彼女達の表情に表れていた。

　それにおよそ一ヶか月げつぶりにセイリオスへ戻る事が出来る喜びも、メリッサ達の気持ちを高こう揚ようさせているに違いない。

　他人からは魔境と恐おそれ忌いみ嫌きらわれていても、セイリオスの街は間ま違ちがいなく彼女達の第二の故郷なのだから。

「良いか！　シモーヌお嬢じよう様さまからも言われているが、ここで見た事を他で絶対にしゃべるな。分かったな？」

　普段の穏やかな態度とは裏腹に、ブラスは厳しい口調で船員達へ命じた。

　船長の言葉に船員たちは無言で頷うなずき、錨いかりを下ろす準備を始める。

　既すでにミスポスからセイリオスへの船旅は四回目。

　くどい位に念ねん押おしされ船員達はいささか食傷気味ではあるものの、同時に何故口止めされているのかを嫌いやというほど理解している。

　そして、この口止めを無視すればどうなるかも彼らは理解していた。

　それだけ、セイリオスの街へ初めてやって来た時の航海は彼らに驚おどろきを与あたえていた。

　きちんと区画整理された街並み。

　道路はかなり余よ裕ゆうをもった道みち幅はばを保ち、全て石材で舗ほ装そうされている。

　城じよう壁へきはかなり高く、街全体をぐるりと取り囲んでいた。

　勿論それだけならば驚くには値あたいしない。

　同じ規模の街なら大陸の少し大きな貴族領に行けば見ることが出来るから。

　しかし、それがウォルテニア半島に造られたとなれば誰もが驚くことになる。

　それも、わずか数ヶ月で造られたと知らされれば尚なお更さらだ。

「船長……俺おれの目がどうかしたんですかねぇ？」

　次第に大きくなっていくセイリオスの街並みに、一人の船員が目をこすりながらブラスへ話しかける。

　何がとは、ブラスは問い返さない。

　彼自身もまた、自らの前に広がる光景が信じられなかった。

「安心しろ。お前の目が狂ったわけじゃない」

「じゃあ。やっぱり」

　絞しぼり出すような声を出した船員に、ブラスは頷いた。

「あぁ。街がでかくなってやがる」

　ブラス達が初めてセイリオスへやって来たのは今から半年ほど前の事だ。

　港こそ使用に耐たえられる程度に出来上がってはいたものの、その時はまだどこかの片田舎にある漁村程度の規模だった筈はずだ。

　だが、ブラス達が航海から帰ってくる度に街の様子は一変している。

　時と共に、街の規模が明らかに大きくなっているのだ。

　海岸線に造られた港の規模だけでも初期の倍は大きい様に見える。

　いや、今ではミスポスの街に匹ひつ敵てきする港こう湾わん施し設せつと言って良いだろう。

（こんな話、誰にも言えないな。鼻先で笑われるのがオチだ……最悪……）

　そんな思いがブラスの脳のう裏りに過よぎる。

　場所が場所だ。

　何万何十万といった人間を湯水の様に使い潰つぶせば可能かもしれない。

　だが、ウォルテニア半島という場所がその選択を不可能にする。

　数ヶ月前、シモーヌが所有するメラニオン号と名付けられたもう一隻のガレオン船と共に、ブラスは千人の奴ど隷れいをミスポスからセイリオスの街へと運んだのだが、それを計算に入れても目の前の光景はありえない。

　ましてや、運んだ奴隷は皆、体の出来上がっていない若い少年少女達。

　奴隷商人達によって過か酷こくな扱あつかいを受けた彼らは、皆みんな衰すい弱じやくしていて、とても労働に使えるような状態ではなかったはずだ。

　船内ではそれなりにまともな食事を与えてはいたが、急に体力が回復する筈もない。

（お嬢様が他言無用を念押しするはずだ……な）

　ブラスの視線が船尾にいるメリッサ達へ向けられる。

　彼はおぼろげながら、目の前に広がるこのありえない光景のカラクリに気がついていた。

「何をボヤっとしている。さっさと錨を下ろす準備でもしないか！」

　沸き上がる好奇心に蓋ふたをして、ブラスは呆ぼう然ぜんと行く手を見つめる船員達を叱しかり飛とばした。

　好奇心は猫ねこをも殺すと知っていたから……

　その街の名はセイリオス。

（ギリシャ語で「焼き焦こがすもの」「光ひかり輝くもの」という意味を持つ）街だ。




「亮真様。先さき程ほど、ミスポスの港よりアタランタ号が到とう着ちやくしました」

「あぁ、分かった。ようやくついたのか……取り敢あえず帰き還かんが遅おくれた理由を何かブラス船長は言ってきたか？」

　亮真の問いに、羊皮紙へ視線を落としながらサーラが報告を始める。

　地球ならそこまで気にする必要はないのだが、残念な事に大地世界では事情が違い過ぎる。

　それこそ、亮真では思いもよらないとんでもない理由での遅れも無い訳ではないだろう。
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「ブラス船長の報告ですと、ミスポス行きの航海ではメリッサ以下全員が船ふな酔よいの為役に立たなかったとの事です。ですが、戻りは船酔いも改善され十分に役目を果たしたそうです」

「船酔い？　それで予定より遅くなった訳か……確かにそこまでは計算してなかったな」

　確かに、いきなり船に乗せて仕事をさせるのは無理だろう。

　体質的に船酔いを起こしにくい人間は存在するが、今回ブラスの船に乗せた兵士達にその体質の持ち主は居なかったようだ。

　いや、戻りの航海で全員が船酔いを克こく服ふくしたという事の方が驚きとさえ言える。

（まぁ、生まれて初めて船に乗ったんだ。動どう揺ようもするか……乗り物酔いは精神的な部分が大きいって言うからな）

　亮真は軽く苦笑いをして報告をうながした。

「積み荷の方は問題ありません。幸い天候にも恵めぐまれ、波をかぶった結果に因る積荷の破は棄きなども無いそうです」

　嵐あらしに遭そう遇ぐうすれば、荷に崩くずれが発生する場合もあるし、船倉に水が入り積み荷をだめにしてしまう事があるのだが、今回は運にも恵まれたようだ。

「分かった。引き続き武器と保存の利きく食料を中心に運ばせてくれ。代金の支し払はらいはいつもの様に怪かい物ぶつ共から狩かり取った牙きばや皮で大だい丈じよう夫ぶだな？」

「代金としては足りるようです。でも、シモーヌさんの手紙に依ると、取引先からの皮や牙の注文が多く在庫が足りないので、もう少し量を増やしてくれないかとの事でした。勿論、差額は金貨でお支払いいただけるとの事です」

　サーラの言葉に思わず亮真は考え込んだ。

「取引の増加……か」

　ウォルテニア半島に生息する怪物は高位のものが多く、市場に流せばかなり良い値段がつく。

　今、ミスポスの地にて拠きよ点てんの構築を始めているシモーヌとしてもウォルテニア半島に生息する怪物達たちの牙や皮は非常に有効な商品なのだろう。

（何とかしてやりたいところではあるんだが……）

　本来なら取得した全ての牙や皮をシモーヌに専任して卸おろしてやりたいところではある。

　ましてや、シモーヌ自身が現地で海千山千の商人達と商戦を繰り広げているのだ。

　一いち蓮れん托たく生しようを誓ちかい合った仲間としては出来る限り便べん宜ぎを図はかったやりたいところではある。

　だが、今現在イピロスの商人に売っている分をいきなり減らす訳にもいかないのが現実。

　実際には出来ない訳でもないのだが、それを強行した際の反発が怖こわいのだ。

　それに、急に取引量を減らせば、販はん売ばい経路がイピロスの商人以外にも存在するとザルツベルグ伯はく爵しやくに気付かれる恐おそれがある。

「訓練の方はどうなっているんだ？」

「まだ訓練を始めて半年にも満たないですから」

　使える兵士が増えれば狩る量も増やせると考えた訳だが、ある程度まで訓練が終わっていなければ狩るどころか逆に怪物へ餌えさを与える結果にしかならない。

「なら、もうしばらくシモーヌには待って貰もらうしかないか……仕方ないな」

　拡大する需じゆ要ように供給が追い付かないのだから仕方がない。

（まぁ、調子に乗って売りまくっても値ね崩くずれしちまったら意味がないし……シモーヌにはもうしばらく我が慢まんしてもらうしかないか）

　亮真は一人頷く。

　そんな亮真にサーラはもう一つの懸け念ねんを口にした。

「それと……ちょっと気になる事が」

「何だ？　改まって……」

　サーラの言葉に亮真は顔を顰しかめて見せる。

　こういう言い方をサーラがした時にはたいてい碌ろくな事にはならない。

　別に彼女が悪い訳ではないのだが、思わず身構えてしまうのも仕方のない事だった。

「亜人に関係する話か？」

「いえ、シモーヌさんの手紙に書かれていた事でちょっと……」

　その言葉に、亮真の顔に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。

　今、亮真の持つ最大の問題は亜人達の動向である。

　先日、海賊達の手から救い出した三人の女性達を族長の一人に引ひき渡わたしたのだが、そこに行きつくまでに、亮真は散々苦労させられた。

　小説などでは助け出された事に感謝し急速に仲が良くなると言う展開が多いが、現実はそれほど甘あまくはなかった。

　いや、彼らは感謝していない訳ではない。

　だが、その一方で、御子柴亮真という人間を信じきれないでいるのも事実なのだ。

　いや、正直に言えば今の段階で御子柴亮真という人間を信じろと言う方が無む茶ちやなのだろう。

　人間達による長い迫はく害がいの歴史。

　その歴史の重さが彼らの心を縛しばり付つけていた。

　彼らの本心は、人間とは関かかわり合いになりたくない。

　その一言に集約されてしまう。

　それを亮真はかなりの時間をかけて説得した。

　亮真にとって亜人は決して放置することが出来ない問題だ。

　最低でも不ふ可か侵しん、出来れば彼らの勢力を吸収したいのだ。

　そうしなければ、僻へき地ちであるウォルテニア半島を拠点にする意味がない。

　制海権さえ維持してしまえば、ウォルテニア半島への侵入経路はイピロス側だけ。

　南へ戦力を集中させる事が出来る。

　それが大陸の隅すみに位置する半島を拠点とする最大の利点だ。

　それなのに、半島内で自分に対して友好的ではない勢力が存在しては意味がない。

　これは、明確な敵対ではなくとも。友好的でないというだけで問題だった。

　一定以上の戦力を保険として常にセイリオスに確保しておく必要があるからだ。

　だから、亮真は先日の海かい賊ぞくが誘ゆう拐かいしたエルフ族の女性を送り返した際に、部族長であるネルシオスに対して一つの提案をした。

　彼が提案したのは、ネルシオスや他の部族長達が半月毎ごとにセイリオスの街を訪おとずれ亮真と共に食事をするという事。

　定期的に会い、共に食事をすることで人間に対する不信感を少しでも払ふつ拭しよくしようと言うのだ。

　迂う遠えんな対応ではあるのだが、それ以上の要求をすれば交渉自体が決けつ裂れつしてしまう程ほど、彼ら亜あ人じんの人間に対する不信と恐怖は強かった。

　だからこそ、亮真は亜人に対して神経を遣っているのだが、逆にいえばそれ以外で問題になるような事こと柄がらはないはずだった。

　シモーヌの手紙に書かれた内容を読むまでは……

「エルネスグーラ王国に動きあり。近々ザルーダ王国へ新たに数万規模の軍勢を向かわせる可能性あり……ねぇ」

　最後までシモーヌより届けられた手紙を読み終え、亮真は鋭く舌打ちをすると手紙を握にぎり潰す。

（おいおい、いよいよ北の巨きよ獣じゆうが本格的に介かい入にゆうする気か？）

　手紙には剣けんや鎧と言った武具や食料の値段が高こう騰とうしている事。西部でキルタンティア皇国に対する備えとして配備されていた幾つかの騎き士し団だんが東部方面に転戦してきている事から、遅くとも一ヶ月以内に何らかの動きがある筈であるとの報告が書かれている。

　そして、文末には引き続き情報収集に努めるという言葉で終わっていた。

「諜ちよう報ほう組織としても、かなり形になってきたようですね」

　シモーヌの役目は交易を行いながら資金を貯ため物資を調達する事と、諸外国の動向を探さぐる諜報活動の二つだ。

　これは、厳げん翁おうやその孫まご娘むすめである咲さく夜や達、伊い賀が崎さき衆に求められている役割とはまた異なる物。

　厳翁達が半島に入り込む密みつ偵ていを始末する防ぼう諜ちようや、敵対者の暗殺と言った仕事を担うのに対し、シモーヌ達に求められるのは大陸の大まかな情勢を逐ちく一いち知らせる事だ。

　飢き饉きん、疫えき病びよう、戦争、反乱。

　これらが発生した前後には必ず何らかの動きが市場経済に起こる。

　飢饉の時には食料が高騰し疫病が発生すれば医薬品の値が上がる。

　経済活動は国や領地の情報を余す所なく映し出す鏡と言えるだろう。

　今回のように武具や食料の購こう入にゆうから軍事計画を予測するのは容易たやすい。

　そういう意味で、シモーヌは其その役目を十分に果たしたと言える。

「あぁ、頑がん張ばってくれているみたいだな」

　サーラの言葉に亮真は静かな声で頷いた。

　だが、その表情は言葉とは裏腹に険しい。

　そんな主の心中をサーラはゆっくりと口にする。

「時機が悪い……ですね」

　数ヶ月前に行われたノティス平原での戦。

　そこで勝利を収めたオルトメア帝てい国こくが、その余波で怒ど涛とうの如くザルーダ王国へと侵しん攻こうしなかった理由は、ひとえにエルネスグーラ王国がザルーダとの国境付近へ軍を送り込んできたからだ。

　今現在、ザルーダ王国が西方大陸の地図から消えていないのも、オルトメア帝国が北の巨獣の動向を気にして侵攻を躊躇ためらっている事に因る。

　だが、この手紙が本当であれば状じよう況きようは一変しかねない。

「まぁ、愚ぐ痴ちを言っても仕方がないけれど……な」

　亮真はサーラの言葉に表情を緩ゆるめ、肩かたを竦すくめて苦笑いを浮かべる。

　戦争は静かな水面に投げ込まれた大きな岩に等しい。

　投げ込まれた岩は激しく水面を波打たせ、波は紋もんが何処どこまでも広がっていくのと同じ様に、戦争は近きん隣りん諸国に様々な影えい響きようを与えるだろう。

　良いか悪いかは立場によって変わるが、一つだけはっきりとしている事が有る。

　必ず何らかの影響を受けると言う事だ。

　そして問題なのは、その影響が何処に出るか予測がつかないという事。

　物資の値段が上がるだけで済むかもしれないし、状況によってはローゼリア王国からザルーダ王国へ援えん軍ぐんを出す事になるかもしれない。

　もし仮に兵を出す事になった場合、ルピス女王が一体どんな決断をするか。

　一番可能性が高いのはエレナ・シュタイナーに軍を率いさせる事だろう。

　だが、エレナの出しゆつ陣じんだけで済むかどうかは微び妙みようなところだ。

　最悪の場合、亮真自身が出陣しなければならなくなるかもしれない。

　それは、領内の開発と統治を優先させたい亮真にとって最悪の未来。

　しかし、だからこそルピス女王やその取り巻き達が画策しないとも言えないのだ。

（俺の杞き憂ゆうで済めば良いけどな……）

　亮真はもう一度深いため息をついた。

　考え過ぎなのは亮真自身も理解している。

　だがその一方で、現実は常に予想外の連続だ。

　備えられるのであれば事前に備えを講じておきたい。

（ついこの間、ボルツから任せた仕事は順調って報告を受けて一息つけると思っていたが……全く次から次へと頭の痛い事だぜ）

　ボルツは今、領内警備の責任者として、ウォルテニア半島の付け根に連なるティルト山脈の麓ふもとに建造された砦とりでへ、精兵五十名と共に赴おもむいている。

　先日行われたザルツベルグ伯爵との会談で許可を受けて建造されたこの砦は、表向きはウォルテニア半島よりイピロス方面へ南下する怪物の侵攻を阻はばむ為ための防衛設備と言う名目で建てられた。

　だが、実際の所はその反対。

　ウォルテニア半島内へ侵入しようとするイピロスからやって来る冒ぼう険けん者しやや密みつ偵てい達を排はい除じよする為の関所だ。

　怪物は通常ならば害がい獣じゆうであり討とう伐ばつ対象なので冒険者の存在はありがたいのだが、こと現在のウォルテニア半島では大切な産業の一つ。

　同じ駆く除じよするにしてもフリーの冒険者に行わせるくらいならば、自分の兵に狩らせた方が遥はるかに得なのだ。

　更さらにウォルテニア半島には亜人の問題もある。

　亜人との信しん頼らい関係構築の為には、御子柴亮真と言う人間を信じてもらう必要がある訳だが、冒険者がウォルテニア半島内でどんな行動を取るかは予測が不可能だ。

　それこそ、海賊と同じ様に亜人を奴隷とする為に半島へやってくる冒険者が居る可能性は否定しきれない。

　それらの行こう為いは、ネルシオス達との信頼関係が築けていない現在の状況では致ち命めい的てきな障害となりかねない。

　亜人達にしてみれば同じ人間という括くくりでしか見ないだろうから。

　だから、今の状況において冒険者達の勝手な行動を許す訳には行かないのだ。

　そして亮真の狙ねらいどおり、ボルツの働きによって冒険者達の侵入は目に見えて減ってきていた。

　街かい道どうを使用せずに侵入しようとする者もいるが、そちらの処分は厳翁やその一族に任せており、そちらも軌き道どうに乗っている。

　出足は悪くない。

　だが、その大切な時期に隣りん国ごくの戦が拡大するかもしれない。

　いや、確実に戦火は広がる事になるだろう。

　そして、それはウォルテニア半島開発に力を注ぎたい今の亮真にとって、決して歓かん迎げいする事の出来ない事態だった。

　人から見れば平民から貴族へと成り上った英えい雄ゆうであっても、実情はこんなものだ。

　いや、はっきり言って余よ程ほど運命の女め神がみから嫌われている。

　もし好かれているのであれば、大地世界に召しよう喚かんなどされていないであろうから。

「ですが、主戦場はザルーダ王国。私達に直接的な影響はあまりない筈です……」

　その問いに、亮真は思わず苦笑いを浮うかべた。

　確かに、サーラの言葉は正しい。

　影響が出る事は間違いないが、仮にローゼリアがザルーダへ援軍を出す事になったとしても、亮真がその援軍に従軍するような事態にさえならなければ、直接的な影響を受ける事は先まずない筈だ。

　しかし、サーラの言葉に亮真は頷けなかった。

　漠ばく然ぜんとした不ふ吉きつな物が亮真の胸中を過よぎるのだ。

　今現在の亮真の保有する兵数は少ない。

　先日、厳翁の一族が合流し多少増えたとはいえ、今すぐに戦力として数えられるのは四百名にも満たない。

　シモーヌより届けられた奴ど隷れい達がモノになるにはまだ少し時間がかかる。

　それに、彼かれらの訓練が終わったと仮定して計算しても、亮真が動かせる兵力が千を超こえる事は無いだろう。

　上手うまくいって八百から九百。下手をすれば六百程度と言ったところだろうか。

　通常の一騎士団が二千五百名ほどで構成されているから、半分にも満たない程度の戦力という事になる。

　勿もち論ろん、一地方領主の持つ常備兵数としては破格の戦力ではある。

　全員法術を使えるとなれば尚更だ。

　領地の防衛力としてはかなりのものだと言えるだろう。

　だが……

（多少ハードルを下げてでも増員するしかないな。シモーヌには早急に千人程追加するように伝えるとして……後は、アレの準備を急がせるか）

　亮真の生存本能が今の兵数では危険だとしきりに訴うつたえかける。

　この大地世界に召喚され、命のやり取りを経験していく中で磨みがかれたそれに亮真は従った。

　事前に準備が出来るかどうかこそが、自分と仲間達の生死を決めるのだと理解していたから。




「ふぅむ……厳翁殿どのより話には聞いていたが、これはまた随ずい分ぶんと凝こった造りの街のようだ。道の脇わきに溝みぞがあるがアレは雨水を逃にがす為の物かのぉ？」

　窓の外に広がる光景に、甚じん内ないは眼めを細めながら呟いた。

　月明かりが、街並みを照らし出す。

　先日、亮真より伊賀崎一族に与えられた区画。

　その中心に建てられた屋や敷しきの一室で、五人の男女が卓たくを囲んでいる。

　伊賀崎一族の意思を決定する長老衆の面々だ。

「そうじゃ。御お屋や形かた様の発案でな。街道にも同じ細工がされておる」

「お若いにも拘わらず、色々と工く夫ふうされておるようじゃなぁ」

　厳翁の答えに甚内は感心したかのように頷いて見せる。

「武骨じゃが、なかなか機能的な街じゃ。それに驚くほど発展が早い」

　竜りゆう斎さいが感かん嘆たんの言葉を漏もらした。

　窓の外に広がる街の風景は、日を追うごとに変化していく。

　拡大していく街。

　それも乱雑に発展している訳ではない。

　綿密な計算の下、きちんとした区画整理を行いながら発展しているのだ。

「ただ、少しばかり雅みやびさには欠けるねぇ」

　お冴さえが竜斎の言葉にからかうような口調で返す。

　お冴の言葉どおり、セイリオスの街は機能性と言う点では十分に考こう慮りよされた造りだが、芸術的な美意識に関しては完全に無視されている。

　人工的で無機質な感じを受けるのだ。

　木材をメインにした日本家屋ならまた印象も違ちがうのだろうが、火事を警けい戒かいした亮真は石材をメインにして建物を建てていた。

　それが余計に、このセイリオスの街を武骨に見せているのだろう。

「まぁ、今は戦乱の世じゃぁ。雅さなど何の役にも立ちゃせんわ」

「そうは言うが甚内さん。昔婆ばあ様さまに昔語りで聞いた京の都の様に、少しは雅さってものも必要じゃぁないかね？　何せ、御屋形様には辺境の一領主で終わってもらっては困るんじゃからなぁ」

　雅さの重要性を軽視するかのような甚内の言葉をお梅うめは軽く窘たしなめた。

　雅さ。

　雅という言葉が上品さや風流である事を指す言葉である事を考えると、それは文化の香かおり、もしくは洗練された芸術性と言う言葉で言い表すと良いのかもしれない。

　勿論、武骨さが悪い訳ではない。だが、それだけではダメだ。

　文化は力。

　暴力とはまた違う、重要な国の力だ。

　これは国くに盗とりをする上で武力と並んで重要な要素の一つと言える。

「それは確かにそうかもしれんが……わし等には雅さなんぞ欠片かけらもありゃせんぞ？」

　勿論、忍びという職業の特性上、歌か舞ぶ音曲の造ぞう詣けいが全くない訳ではない。

　他の土地に潜せん入にゆうするには旅の芸人と言う設定は非常に汎はん用よう性せいが高いからだ。

　だがその一方で、忍びである彼らは、本当の意味で芸術性を追求している訳ではない。

　素人を楽しませるには十分でも、目の肥えた観客を満足させる力はない。

　技量としては、精々が並みかそれより少し上だ。

「甚内殿。いっそ和歌でも始めて見るか？　確か家に平安時代の歌集があったような気がするが」

　甚内が困ったように頭を掻かくのを見て、竜斎がからかう。

「ふむ……それも一つの手かのぅ」

　真ま面じ目め腐くさって返す甚内の言葉に周囲の空気が緩んだ。

「まぁ、冗じよう談だんはさておき、その辺は今後の話じゃろうて。少なくとも、今の段階で雅さを追い求めるような御お方かたでは逆に不安じゃしな」

　文化は国にとって大切な要素の一つだが、それに傾けい倒とうするあまりに国を滅ほろぼしたとされる人間は数多い。

　竜斎の言葉はもっともな意見だ。

「御屋形様はどうも亜人共の文化に興味があるようだが。まぁ、それもこれもあの者達の心を盗ってからの話じゃ。ずいぶん先の事になるじゃろうて」

　そんな厳翁の言葉に周囲が首を傾かしげた。

「ほう、亜人のぅ……ワシらが聞いた限りでは連中からは相当に警戒されているという話じゃった筈だがな？」

「いや、その通りよ」

　甚内の問いに厳翁が深く頷いた。

　厳翁の脳裏に亜人達が自分達へ向ける怯おびえと敵意の入り混じった表情が浮かぶ。

　斥せつ候こうとしてウォルテニア半島の探たん索さくを命じた配下の忍びが初めて彼らと森の中で接せつ触しよくした際には問答無用で攻撃を受け、少なくない損害を出した。

　海かい賊ぞく達たちから贈おくり物ものとして送られてきたエルフ族の娘むすめを彼かれ等らの下へ送り返すのにも、大変な労力を必要としたものだ。

　幸いな事に粘ねばり強づよい交こう渉しようを行った結果、両者の関係は当初の出会った瞬間に戦せん闘とう態勢に突とつ入にゆうする様な緊きん迫ぱくした状況下からは徐じよ々じよに脱だつしている。

　だが、とても打ち解けた関係とは言い難がたいだろう。

　唯ゆい一いつの救いは、自分達人間側に亜人に対しての嫌けん悪お感が見られない事だ。

　セイリオスの街に住む人間の年ねん齢れいは十代前半がほとんどだったし、傭よう兵へい達も光神メネオースを狂きよう信しん的てきに信しん仰こうしてはいない。

　勿論、亜人達が敵対する事を選べば容よう赦しやなく排除する事になるだろうが、宗教的な理由で亜人と言う存在を敵視する意思がない事は御子柴亮真にとってかなり幸運な事だった。

　このまま御子柴亮真の思おも惑わく通りに事が進めば、後は時の流れが人間と亜人達の間に横たわる溝を埋うめてくれるだろう。

（後は……）

　ローゼリア王国で起こった内乱の最中から今まで御子柴亮真という男の傍に仕え、彼の価値はある程度見定める事が出来たと言える。

「ワシはやはり、御屋形様こそが初代様の求めた御方だと思うんじゃが、皆みなの衆はどうじゃ？」

　厳翁の言葉に誰だれもが無言のまま黙だまり込んだ。

　初代伊賀崎衆頭領の願い。

　その為に、一族は五百年もの長きに亘って自らの一族に伝わる業わざを磨き続けてきたのだ。

　主を持たず放ほう浪ろうし、彼らは探し求めた。

　異い邦ほう人じんとして蔑さげすまれ、時には迫害されながらだ。

　そして、遂ついに見つけたのだ。

　御子柴亮真と言う名の男を。

「儂わしは賭かけるに値すると思うぞ」

「竜斎殿の言われる通りじゃな。儂も賛同する。先日の事もあるし……な」

　竜斎と甚内の二人が口を開く。

　その言葉を聞に、お冴が無言のまま頷いた。

「呼び集めた分家の衆にも話をする時期かもしれん……後は御屋形様にアレが抜ぬけるかどうか……じゃなぁ」

　呟くようなか細い声がお梅の口から洩もれる。

「それは分からん。だが、先日あれが哭ないたのは確か。抜ける確率は高いじゃろう」

　五人の視線が神かみ棚だなの前に祭られた一本の刀に注がれた。

　鬼き哭こくと名付けられたその刀は、白しら鞘さやに納められ眠ねむり続ける。

　己おのれを使うにふさわしき主を待ちわびながら、ただ静かに……




　御子柴亮真がシモーヌからの手紙を受け取っていたちょうどその頃ころ。

　西方大陸の東端に位置するとある国では、王国宰さい相しようオーウェン・シュピーゲルは主の執しつ務む室しつで対オルトメア帝てい国こく戦に関しての密談を繰くり広ひろげていた。

「陛下……例の書状はかねての手て筈はず通りに……今いま頃ごろはザルーダからも使者が向かっている事でしょう」

　その言葉に初老の男性が深く頷く。

「軍の方はどうか？」

「エクレシア・マリネールが率いる一万がローゼリア王国との国境付近に」

「そうか、色々とご苦労だったなオーウェン……これでようやくザルーダ王国への道が開ける事だろう」

「恐れ入ります。陛下」

　その言葉にオーウェンと呼ばれた男が深く頭を下げる。

　もっとも、彼の顔に浮かぶのは不安だ。

「ですが、あの女王がこちらの要請を素す直なおに聞き入れますかどうか」

　オーウェンが不安に思うのはローゼリア王国の女王であるルピス・ローゼリアヌスの決断力の無さだ。

　西方大陸に犇ひしめく国々の位置関係を思い浮かべれば、ザルーダ王国の次に狙われるのがどの国なのか想像に難かたくないだろう。

　本来であればローゼリア王国側からミスト王国へ援軍の要請がきて当然だ。

（確かに内乱で国内が乱れたのは理解出来るが……）

　その事を考慮しても、未いまだに国内勢力をまとめ切れていないルピス女王の対応はお粗そ末まつとしか言い様がない。

　これでは、比ひ較かく的てき軍事的な才能に恵まれているという噂うわさも眉まゆ唾つばものと言わざるを得ないだろう。

　もし仮に軍事的な才能に恵まれていたとしても、決断が出来なければどんな才能も無む駄だでしかないのだ。

「無論、その可能性も有り得はする。その際には分かっているな？」

「無論です。エクレシアへもその点は十二分に言いい含ふくめております。ですが……本当によろしいのでしょうか？」

「お前の言いたい事は分かる。無論、私だって無駄な戦を好き好んでするつもりはない。だがな……これ以上は如何いかに精強と謳うたわれたザルーダの騎き士しでも耐える事は難しいだろう。ベルハレス将軍の三男もそこそこやるようだが、父親を超えたとはとてもいえまい？」

　如何に地の利があったとしても、ザルーダ王国とオルトメア帝国では土台国力が違い過ぎる。

　その上、護国の守護神とも目されるベルハレス将軍が初戦で討ち取られてしまったのも大きな痛手だ。

「それに、北の女め狐ぎつねがいつ何時その意を翻ひるがえさないとも限らんしな」

「それは確かに……」

　その言葉にオーウェンは小さく頷いた。

　エルネスグーラ王国を治めるグリンディエナ・エルネシャールは決して巷ちまたで噂される様な欲深な女ではない。

　過去に一度だけ直接会談したことのあるオーウェンはその事を十二分に理解している。

　無理に領土の拡張を図る様な無む謀ぼうさとは無む縁えんだが、その一方で勝てる勝負を見み逃のがすほど甘い存在でもない。

（今はまだどちらに転んでも良い様に様子を見られているのだろう……問題は、エルネスグーラがザルーダ王国を滅ぼすと決めた時だ……）

　その時、ミスト王国はどんな道を選ぶべきか。

　オーウェンの口から思わず深いため息が漏れた。







第二章　隣国よりの使者







　その日、ローゼリア王国の首都ピレウスにそびえ立つ王城は重苦しい空気につつまれていた。

　上級官かん僚りよう達たちは顔を真っ青にしながら関連部署へと走りまわり、軍部の主だった隊長格は有う無むを言わさず会議室へと強制招集をされた。

　末まつ端たんの騎士も、当番非番の区別なく所定の宿舎に待機し、自分が使う武具の手入れを命じられている。

　誰もが慌あわただしく、王宮内を動きまわる。

　しかし、彼らの多くは命じられた事をそのまま行っているに過ぎなかった。

　実際のところ、極ごく限られた一部の有力者のみが状況を把は握あくしているに過ぎないのだ。

　いや、その彼らですら事態を正確に把握しているとは言い難かった。

　彼らは王宮のとある一室の前を通る時、足早に通り過ぎながらも不安げな視線を扉とびらへ向けた。

　堅かたく閉ざされた分厚い鉄製の扉で……




「そう……書状の内容は分かったわ……でも、無理よ……」

　深いため息がルピス女王の口から洩れる。

　メルティナの説明は、彼かの女じよの心をさらに暗くするものだった。

　いや、この一室に集まった誰の顔にも憂うれいと不安の色が浮かんでいる。

　女王であるルピスを筆頭に、側近であるメルティナやミハイル。

　軍部からは責任者として将軍のエレナ。文官からはベルグストン伯爵を筆頭に数名の有力貴族が顔を並べている。

「ですが陛下……今回の要よう請せいを無視するのは……」

「分かっているわ……けれども、今の我わが国くににそれだけの力があるの？」

　メルティナの言葉に、ルピス女王は諦あきらめにも似た口調で尋たずねた。

　ルピス女王としても決して無視して良いと思っている訳ではない。

　いや、それどころか、無視出来るような問題ではないというのが彼女の結論だ。

　ルピス女王は情に流され易やすいと言う欠点を持ってはいたが、決して無能ではないのだから。

　王族として、彼女は大地世界アースでも最高水準の教育を受けている。

　冷静さを失わなければ、彼女はそれなりに現実を見る事が出来る支配者であった。

　そのルピス女王から見て、今回持ち込まれた難題はローゼリア王国を抜ぬき差さしならない状態へと追い込んでしまった。

「いいえ、とても無理です……貴族派の動向にも注意が必要な今は特に……ですが……」

　言い淀よどむメルティナに続き、ベルグストン伯爵が口を開く。

「ですが、今回の要請を無視する事は出来ません……内乱中や鎮ちん圧あつ直後ならともかく、終結してから一年近くが過ぎようとしています。勿論国力の復興という観点では、まだまだ時間がかかりますが、それを言い訳にするのはもう無理でしょう……それに今回は」

　ベルグストン伯爵の視線が卓たく上じように置かれた二通の書状へ向けられる。

　内乱時に王女派に鞍くら替がえした彼は終戦後、卓たく越えつしたその政治的手しゆ腕わんを買われ側近の一人として重用されていた。

　特に、政治的なパワーバランスに対しての嗅きゆう覚かくは鋭するどく、諸外国の動向に目を向けるだけの器量も備わっている。

　もう少しルピス女王の信頼を得られれば宰相職すらも見えてくるのだ。

　その彼から見て、今回この国にもたらされた難問は、解答の無い迷めい宮きゆうへの誘さそいと言えた。

（恐らくどちらをとってもこの国の未来さきは……）

　そんな思いが彼の脳裏に浮かぶ。

　ルピス女王の前に置かれた二通の書状。

　一通はオルトメア帝国がザルーダ王国へ侵攻して以来、頻ひん繁ぱんに送られてきているザルーダ国王ユリアヌス一世よりもたらされた援軍の求め。

　ノティス平原での戦でオルトメア帝国に敗れたザルーダ王国はその防衛線を国内へと押おし込まれていた。

　この状況を打開するためにザルーダが同じ東部地方にあるローゼリア王国、ミスト王国に援軍を求めるのは当然と言えるだろう。

　西方大陸中部を支配するオルトメア帝国の領土は広大であり人口も多く、その軍事力はザルーダ一国で防ぎきれるものではない。

　だが、西方大陸東部の三国。

　ローゼリア、ミスト、ザルーダが連合すれば対たい抗こうする事は決して不可能ではないのだ。

　事実、過去の戦でオルトメア帝国の侵攻を防いでいるのだから。

　ただ、それは別に義ぎ侠きよう心しんや友情などというものではない。

　単純に三ヶか国こくが唇しん歯し輔ほ車しやの関係だと言うだけの事。

　ザルーダという防ぼう波は堤ていが無くなってしまえば、ローゼリアは直接波を被かぶることになる。

　そしてローゼリア王国が亡ほろべば、次に波を被るのは当然……

　自分の利益を守る為に、両国はザルーダへ援軍を派は遣けんしたと言うだけの話でしかない。

　しかし、ルピス女王はこの一年の間、ユリアヌス一世よりもたらされる援軍の求めを国内の鎮ちん静せい化かと国力回復を理由に断ってきた。

　いや、派遣したくても今のローゼリア王国に他国へ兵を向かわせるだけの力が無いというのが実情だろう。

　長年軍部の実権を握ってきたアーレベルク将軍を排除した結果、騎士団の再編成という作業が発生し、それがローゼリア王国の戦力を大きく低下させている。

　今まで目の上のたん瘤こぶだった名門出身の騎士が居なくなった結果、大量に役職が開いた訳だが、今度はそれを巡めぐって今まで冷や飯を食わされてきた人間が椅い子す取りに興じているのだ。

　既すでに役職を賭けて真しん剣けん勝負を行う騎士すらも出始めている。

　エレナもそんな状況を改善しようと色々と手は打っているものの、一度火が付いた野心は中々に鎮ちん火かしないのだ。

　いや、せっせと薪まきをくべる人間が居ては鎮火しないのも当然。

　そこに来て貴族派が再び活動を始めたとなれば国外に兵を出すなど自殺行為とすらいえる。

（やはり、恭きよう順じゆんなど認めずゲルハルト公こう爵しやくを始末しておくべきだった……いや、今は子爵だったか。どちらにせよ、爵位が下がったことなどゲルハルト子爵には関係ないのだ。だから、アイツはあっさりと条件を呑のんだのだ）

　ベルグストン伯爵の心にそんな思いが浮かんだ。

　実際、爵位を公爵から子爵にまで落とされていながら、ゲルハルトが持つ貴族達への影えい響きよう力りよくに陰かげりは見えない。

　いや、それどころか、ラディーネ王女が正式に王族として認められたことにより、ルピス女王へ不満を持つ貴族達は強固な団結を結び始めている。

　ルピス女王は自らが主体の権力構造を作り出す為、内乱終結と共に多くの貴族が王宮内から追われた。そんな彼らがゲルハルトとラディーネの下へと向かうのはある意味当然と言えるだろう。

　ルピス女王にしてみれば、ゲルハルトに尻尾しつぽを振ふってきた人間を切り捨てることは当然の選せん択たくと言うだろうが、切り捨てられた人間がそれで納なつ得とくする筈はずもないのだ。

　それでも、ゲルハルトを殺していれば不満を持ってはいても結束は出来なかっただろう。

　ゲルハルトの持つ実力と、ラディーネの持つ大義名分。

　それが今、ルピス女王の前に立ちふさがる。

（たとえミハイル・バナーシュを見殺しにしたとしても、あの交渉は止めるべきだった……今いま更さら言っても遅おそいが……な）

　ベルグストン伯爵の視線が、メルティナの横で腕うでを組んだまま黙り込んでいるミハイルへと向けられる。

　彼が悔くやむのはそこだ。

　完全な勝利を手に入れることが出来た筈なのだ。

　あの時、ゲルハルトの恭順を受け入れさえしなければ。

（他に選せん択たく肢しがなかったとはいえ……御み子こ柴しば殿どのも何か手を考えて下されば良かったものを）

　当時の状況はベルグストン伯爵も理解している。

　彼自身も会議にも参加していたし、エレナから説明を受けてもいた。

　致いたし方かたない事だったとは思っている。

　だが、この状況下では何も反論せずにルピス女王の言いなりになってゲルハルトの恭順を肯こう定ていした御子柴亮りよう真まを恨うらんでしまう。

　それが逆さか恨うらみであると理解していてもだ。

　少なくとも、あの時ゲルハルトの恭順を認めず、ラディーネを騙かたりとして処しよ刑けいしていれば、ローゼリア王国が今持っている問題の半分は解決していただろう。

　国内の不ふ穏おん分子は表面的にでもルピス女王に従ったはずなのだ。

　そうなれば、もっと早い時点でザルーダへの兵を派遣することも可能だった。

（己の分を知ったという訳か……それがせめてもの救いか……）

　過去のミハイル・バナーシュと言う男であれば、考えもなくただ騎き士し道どうがどうのと愚ぐにも付かない事を言い立てて会議を混乱させていただろう。

　だが、今日のミハイルは今までただの一度も口を開くことなく沈ちん黙もくを守っている。

　そんなミハイルの態度にベルグストン伯はく爵しやくは小さくため息をついた。

　今のローゼリア王国が直面している危機の代価がミハイルの人間的成長というのでは笑うに笑えない。

　そんな思いを内に秘ひめながら、ベルグストン伯爵は話題を元に戻もどす。

「最大の問題はミスト王国の動向です。既に東の国境に援軍を終結させており、我々が国内の通行を認めれば直すぐにでも向かうとなれば……我が国はそれを拒こばめない……拒めばミスト王国と戦になる。それにザルーダを救える可能性も今が最後でしょう」

　ベルグストン伯爵の言葉に室内の空気が更に重くなった。

　皆の視線が卓上に置かれたもう一通の書状へと注がれていた。

（ミスト王国は絶対に引かないだろう）

　ベルグストン伯爵にはこの書状に込められたミスト王国の苛いら立だちと覚かく悟ごが手に取る様に分かっていた。

　ザルーダ王国を見捨てれば、何いずれオルトメア帝国の軍勢が雪崩なだれのように東部地方を蹂じゆう躙りんするのは分かり切っているのだ。

　そして、三国が個々に立ち向かっても勝機はない。

　個々の国力はオルトメア帝国の足元にも及およばないのだ。

　逆に、良く今までローゼリアの態度に我が慢まんしてきたとすら言える。

「この書状には書かれておりませんが、ミスト王国の要請ははっきりとしています……陛下はミスト王国との開戦を望まれますか？」

　ミスト王国軍の領内通過を認めないという選択肢は初めから無い。

　問題なのは、素す通どおりさせるのか共に援軍を派遣するのかという点だ。

（いや、それも選択肢など有って無い様な物か）

　仮にミスト王国の軍隊にローゼリア国内を通過させたとして、ザルーダへの援軍を出さなければどうなるか。

　今はオルトメア帝国という脅きよう威いの所為せいで、直ぐに開戦とはならないかもしれない。

　だが、確実に東部三ヶ国間に亀き裂れつが生じるだろう。

　それも二度と修復出来ないであろう程に深い傷が。

　それは、東西からローゼリア王国が攻せめ滅ぼされるという形で表面化する。

　ミストにせよザルーダにせよ、この火急の状況で頼たよりにならない友好国の存在など認める筈もないのだ。

　ベルグストン伯爵の問いにルピス女王は力なく頭を振った。

「我が国も兵を派遣するしかない……わね」

　血を吐はく様な声だ。

　だが、他に選択肢はない。

（その程度の事は理解していたか……だが、問題は……）

　ベルグストン伯爵はメルティナへと視線を向ける。

「どれほど出せるかね？」

「エレナ様のお力もあって大分編成は進んでいますが……ですが、国内の情勢から考えると、一個騎士団を派遣するのが精いっぱいかと。無論貴族達の力を借りる事が出来れば数を増やすことは可能ですが、我々だけの力でとなると……」

　メルティナの言葉に落らく胆たんの空気が室内を覆おおった。

「国の存亡がかかった戦に出せる兵が二千五百……か」

　呆あきれたようなベルグストン伯爵の呟つぶやきはその場にいる全すべての人間の気持ちを代弁していた。

　一国が派遣する援軍としてはあまりにも少なすぎる数だ。

　最低でも五千。

　現状を考えれば一万は出したい。

　無論、全てを王国直属の騎士だけで編成する必要はないのだが、貴族達の協力は見込めない。

　誰もが、ローゼリア王国を覆う不穏な空気を感じており、ゲルハルトの動向に注目している状態なのだ。

　この場合、派は閥ばつは問題ではない。

　ルピス女王の側近として重用され始めているベルグストン伯爵やゼレーフ伯爵といった貴族達でも兵を出すことは出来ない。

　他国へ出兵している間に再び内乱が起これば、その貴族の領地は灰かい燼じんに帰す事になるのが目に見えているのだ。

　ローゼリア国内ならともかく、他国の手伝い戦いくさに参加する余よ裕ゆうはない。

「貴族達は動けません。後は農民達を徴ちよう兵へいするしかないのですが……正直に言って大して数が集まるとは思えません。無論、脅おどせば別ですが……」

「かえって足を引っ張ることになるわね」

　メルティナの言葉にルピス女王はため息混じりに首を振った。

　徴兵すれば兵数はそろうだろう。

　二万でも三万でもお望みのままだ。

　いや、十万でも可能だ。

　だが、戦力としてと言う意味でなら、はっきり言って徴兵した兵など何ら期待は出来なかった。

　いや、それどころか逆にお荷物になりかねない。

　問題は、今回の戦が侵しん略りやく戦争ではないという点だ。

　侵略戦争ならば、徴兵された民は喜んで戦に参加する。

　村や町を略りやく奪だつし女を犯おかすことが許されているからだ。

　そして、生き残った住民を奴ど隷れいとして売うり払はらう。

　命を賭けるに足る確かな利がそこにはある。

　だが、今回は援軍。

　好き勝手に略奪暴行を許可するわけにはいかない。

　それを許可してしまったら、何のための援軍だかわからなくなる。

　確かに衣食住は保証されるがそれも最低限のもの。

　戦場で敵の指揮官でも討うち取とることが出来れば別だが、そんな幸運はそうあるものではない。

　殆ほとんどの兵は国が支し払はらうスズメの涙なみだの様な金だけが褒ほう賞しようだ。

　とても命を賭けるだけの価値があるとは言えない。

　兵の士気は最低になるだろうし、もめ事も多くなる。

　一番怖こわいのは、不満が爆発してザルーダの街を襲おそうことだ。

　国内での短期的な運用ならまだしも、とても他国への援軍に徴兵した兵を差し向けることは出来なかった。

「となれば……両国が納得する指揮官を差し向けるしか有りませんな」

　ゼレーフ伯爵の言葉に誰もが頷うなずいた。

　絶対に負けられない戦。

　もし負けてしまえば、オルトメア帝てい国こくの牙きばがローゼリア王国へ向けられることは目に見えている。

　そして、ザルーダ、ミストの両王国に侮あなどられないだけの戦果が求められる戦。

　散々援えん軍ぐんを出だし渋しぶり、いざ援軍に出したかと思えば極きよく端たんに兵数が少ないと来れば、両国のローゼリア王国への印象は最悪だろう。

　そんな状じよう況きようで、もし戦に貢こう献けん出来なかったら、ザルーダ、ミストの両国は決してローゼリアを許さない。

　交易関係で大おお幅はばな譲じよう歩ほを求めてくるだろうし、下手をすれば戦になるだろう。

　そうなってしまえば、援軍を無理して送り出す意味がなくなってしまう。

「私が行きましょう」

　会議が始まって以来、ずっと沈黙を守っていたエレナがようやく口を開いた。

　誰もが無言のまま、室内に沈黙の幕が下りる。

「良いの？　エレナ」

　ようやくルピス女王が口を開いた。

　その顔には、戸と惑まどいと罪悪感が浮かんでいる。

　それはある意味当然だった。

　援軍に出せるのは僅わずか二千五百。

　その上、ただ援軍に向かえばいいというものではない。

　両国を納得させるだけの戦果を求められる。

　正直に言って貧びん乏ぼうくじも良いところだ。

　だが、エレナは躊躇ためらわなかった。

「無論です、陛下」

　頷くエレナの目には強い意志の光が宿っていた。

　ローゼリア王国を救う為ためには、他に手段がないのだ。

　今この場に居る人間で、援軍の将として軍を率いることの出来る人物はエレナしかいない。

　これは能力云うん々ぬんの問題というよりは、実績や名声の問題だろう。

　ルピス女王の側近ではあっても、メルティナやミハイルでは他国に名が広まっていない。

　僅わずか二千五百の兵に指揮官が無名の青二才では、誰も納得はしないだろう。

　余計な軋あつ轢れきを生む事が目に見えていた。

　その点、【ローゼリアの白き軍神】と諸国に謳われたエレナならば誰もが納得する。

「ならば、主将はエレナ様にお願いするとして、誰か副将格の補ほ佐さをつける必要がありますね」

　誰もがエレナの言葉に頷くのを見て、メルティナは口を開いた。

　エレナの実績は類まれなものだが、それは決して彼女一人で積み上げて来た訳ではない。

　それに、他国への援軍となれば、向こうでどんな状況が起こるか分からない。

　ここはどうしても、エレナの代わりが務まる程度の副将が欲ほしいのだ。

「確かにそれは道理ですな……誰か有能な補佐が必要でしょう……ですが、一体誰をつけるのです。ミハイル殿どのですか、それともメルティナ殿ですかな？　今動かせる人材の中で補佐役が務まりそうな人間と言えばお二人位だと思うのですが、何年も国を空けて大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　ゼレーフ伯爵の疑問は当然だった。

　今のローゼリア王国に、名のある武官は数える程ほどしかいない。

　また、そういった人間程、代わりの利きかない仕事を担になっていた。

　それに、一度援えん軍ぐんとしてザルーダ王国へ派遣されれば、ローゼリアに戻れるのは早くても半年後。戦せん況きようによっては何年も先の事になるだろう。

　とても、そんな余裕はないのだ。

　だが、だからと言って死地にも等しい戦場へエレナ一人を向かわせる訳にはいかない。

　誰もが、無言のまま黙り込んだその時、一人の男が沈黙を破った。

「御子柴殿にお願いすればよいのではありませんか？」

　誰かが息を呑む音が室内にやけに大きく響ひびく。

　それは誰もが一度は脳のう裏りに浮かびながらも口にできなかった禁句。

　数秒の沈黙の後、ベルグストン伯爵の怒ど声せいが室内に響き渡わたった。

　「馬ば鹿かな！　一体何を言っているのだ、ミハイル。自分が何を言っているのか分かっているのか？」

　礼れい儀ぎを完全に忘れた叫さけびには、怒いかりが含まれている。

　ベルグストン伯爵はミハイルを呼び捨てにしたが、誰もその事を咎とがめようとはしない。

　ミハイルの言葉があまりにも予想外であると共に恥はじ知しらずな提案だったからだ。

（コイツ……謹きん慎しんが解かれて大人しくしていると思ったら）

　会議が始まってからずっと黙り込んでいたので、己の分を弁わきまえるだけの思し慮りよ深ぶかさを身につけたのかと思っていたが、どうやらベルグストン伯爵の思い違いだったらしい。

「ミハイル殿……一体どういうおつもりですか？」

　ゼレーフ伯爵は深く息を吸い込みゆっくりと吐き出した。

　そしてミハイルへ探さぐるような視線を向ける。

　その言葉にはミハイルに対しての警けい戒かい心しんがにじみ出ていた。

「どうもこうも、他に選択肢がありますか？　私は御子柴殿の実績から考えても最善の選択だと自負しているのですが」

　そんな周囲から向けられる視線を他所よそにミハイルは堂々と己の考えを口にして見せた。

　確かに能力だけを考えるのであれば、ミハイルの提案は正しいと言えた。

　圧あつ倒とう的てきに劣れつ勢せいだったルピス女王に勝利をもたらしたのは、間ま違ちがいなく御子柴亮真という男の力なのだから。

　本来なら真っ先に彼の名前が挙がって当然といえるが、今まで誰もその名を口にはしていない。

　いや、意図的に頭の中から彼の名前を削さく除じよしていたとも言えるだろう。

「もし本気でおっしゃっているのなら、貴公の見識を疑いますな」

　低く怒りに満ちた声だ。

　ゼレーフ伯爵の目には怒りが浮うかんでいた。

　普ふ段だんはベルグストン伯爵の陰かげに隠かくれていて、あまりこういった場で発言する事がない人物であるだけに、その言葉は重い。

　だが、そんなゼレーフ伯爵の怒りを真正面から向けられながらも、ミハイルは冷たい光を瞳ひとみに浮かべながら、笑えみを浮かべて言い放った。

「そうでしょうか。平民出身の御子柴殿を貴族に叙じよしたのです。ローゼリアの危機にその力を使ってもらうのは当然ではありませんか。それに、恐おそらく今が最後の機会でしょう。今を逃のがせばこの国は遠からず滅ぼされる事になる。違いますか？」

　間違ってはいない。

　確かに、御子柴亮真は元平民だ。

　それも、どこの馬の骨とも分からない傭よう兵へい上がりの人間。

　そこだけに注目したのなら、確かにミハイルの言葉は正しい。

　それこそ王家の恩に報むくいるため、死と引ひき換かえに国を守って当然とすらいえる。

　そう、ルピス女王が御子柴亮真の力を恐れ排はい除じよする為に、怪かい物ぶつの徘はい徊かいする魔ま境きようとも言えるウォルテニア半島を押しつけたと言う事実を無視するのであれば……だ。

（恥知らずめ……己が国王にでもなったつもりか）

　そんな思いがベルグストン伯爵の胸中に沸わき上あがってくる。

　全ての原因を作っておきながら、それを他人に尻しり拭ぬぐいさせて恥はじ入るそぶりすら見せないミハイルの態度に、周囲の視線も厳しい。

　しかし、そんなベルグストン伯爵の憤いきどおりに対して、ルピス女王はミハイルの言葉に無言だった。

　だが、彼女の顔に浮かんでいるのは罪悪感と恐きよう怖ふ。そして、一いち抹まつの希望だ。

　誰の目にもルピス女王の心の内が手に取るように分かった。

　ルピス女王自身、心の片かた隅すみではミハイルと同じ事を考えていたのだろう。

「良いでしょう。確かにミハイル殿の言うように名目があるのは認めます……ですが、果たして彼かれが納得するかどうか」

　ベルグストン伯爵が首を振りながら疑問を口にした。

　そして、その口ぶりには鋭い棘とげが含まれていた。

　どこか人をバカにしたような口調だ。

　だが、そんなベルグストン伯爵の言葉をミハイルはあっさりと受け流して見せる。

「ですが、彼がエレナ様に匹ひつ敵てきする力を持つのは事実です。それに、どれほど素す晴ばらしい剣けんでも持っているだけでは意味が有りません……違いますか？」

　その問とい掛かけにベルグストン伯爵は言葉を詰つまらせる。

　勿もち論ろん、ベルグストン伯爵自身は御子柴亮真に頼たのみたいと考えてはいた。

　内乱時の彼の手腕を考えれば、今のローゼリア王国にとって切り札的存在とすら言える。

　そして、今のローゼリア王国の状況を考えれば、切り札を温存する余力は無い。

　ザルーダ王国がオルトメア帝国に屈くつすれば、次は必ずローゼリアへ攻め込んでくる。

　そして、その時にはろくな抵てい抗こうも出来ずに滅ぼされる事になるだろう。

　ローゼリア王国の大半は平野である。

　水利にも恵めぐまれ農業に向く土と地ち柄がらから人口は多いが、天然の要害と呼べるような防衛に向いた地形は数が限られている。

　そうなると主戦場は平野という事になるが、野戦は兵の数が大きくものをいう。

　そして、一度国内に侵しん攻こうされれば、ミスト王国からの援軍も恐らく意味がない。

　仮に、ザルーダ王国との国境に位置する西の山脈地帯を越こえられれば、圧倒的な兵数に蹂じゆう躙りんされローゼリア王国は瞬またたく間まに滅ぼされる事になるだろう。

　だから、王国の都合だけを考えるのであればミハイルの提案は正しい。

　彼の言葉は的確に時勢とローゼリア王国の国力を捉とらえている。

　最強の札カードも勝負の場に出さなければ意味がないのだから。

　だが、御子柴亮真に頼めるならば初めから悩なやみはしない。

　ベルグストン伯爵の言葉に嫌いやみが含まれていたのも当然だった。

　全ての原因は何を隠そう、ミハイル・バナーシュその人から始まっているのだ。

　彼が戦功に固こ執しつし、ゲルハルトに捕とらえられるような事にさえならなければ、こんな状況にはならなかったのだから。

「それに、御子柴殿を納得させる必要などありません。ただ命じればいい。そして、万が一にも断ったその時は謀む反ほん人にんとして討ち取ればよいだけの事です。国家存亡の危機に際して王命を断るなど貴族として失格ですから……ね」

　その言葉にはおよそ人らしい感情が欠片かけらも存在してはいない。

　ただ冷たく無機質な声が室内に響いた。

「馬鹿な……貴様正気か？」

　ベルグストン伯爵はルピス女王の前である事を忘れ、思わずミハイルの正気を疑った。

　だが、当のミハイルは不思議そうな表情を浮かべて問いかける。

「おや……ベルグストン伯爵、何かおかしなことを言いましたか。王家への忠誠心がない貴族を生かしておいてどうするのです？」

「何を言っている。大体、貴族の義務がどうのと言うのならば、この国にいる貴族の大半が対象になるではないか」

「えぇ、だからこそ、御子柴亮真という男を上手うまく使うのですよ」

　二人の声は興奮し、互たがいに敵意をむき出す。

　今のローゼリア貴族の大半は王家に対して無条件の忠誠など持ち合わせてはいない。

　もし持っていれば、ラディーネという神み輿こしがあるにせよ、これ程までに非協力的な態度はとらないだろう。

　勿論この場に居る面子メンツだって事情はさほど変わりはしない。

　確かにベルグストン伯爵はルピス・ローゼリアヌスへ忠誠を誓ちかった。

　だが、それは無条件の忠誠という訳ではない。

　ベルグストン伯爵がルピス女王に忠誠を誓うのは、内乱終結後にルピス女王が自分を重用しているからというだけの話だ。

　日本風に言えば御ご恩おんと奉ほう公こうと言ったところか。

　一年前の内乱時、ベルグストン伯爵は中立派だった。

　幾いく度どとなくメルティナや王女派と呼ばれる人間から助力を求められたが承しよう諾だくはしなかった。

　それは彼かの女じよ達たちがただひたすらに王家への忠誠を求めたからだ。

　王家への忠誠。確かに心地ここちよい響きだし、それに命を賭ける人間が居るのも確かではある。

　だが、それだけで大多数の人は動かない。

　利という何かがなければ人は動かないのだ。

　その事をミハイルは嫌いやという程理解させられた筈だ。

　一年前、御子柴亮真と言う男が姿を現すその日まで、ルピス女王達に味方する人間などほとんどいなかったのだから。

「何をそんなに焦あせっているの？」

　突とつ然ぜん、二人のやり取りを黙ったまま見守っていたエレナの口が開いた。

「焦る？　当然でしょう。我々に残された時間は少ない。御子柴男だん爵しやくを見せしめに処刑し貴族の意思を統一させるのが一番早いのではないでしょうか？」

　思わぬところから突然向けられた問いに、ミハイルは思わず動どう揺ようし、つい言葉にするべきではない本心を曝さらけ出してしまう。

　その言葉を聞きエレナの目が鋭さを増した。

「そう……それがアナタの本音なのね」

　その問いにミハイルの顔が歪ゆがんだ。

「いや……私は何も……その……」

　思いがけない問いに、思わず言わなくても良い事まで言葉にしてしまった事をミハイルは自覚していた。

　確かに見せしめは国内の意思統一という観点で見れば有効な策ではあるだろう。

　だが、それだけなら何も御子柴亮真を標的にする必要は無い。

　他に幾いくらでも生いけ贄にえの候補は居るのだから。

　御子柴亮真を最強の駒こまであると言いながら、敵にぶつけるのではなく味方への見せしめに使おうというのは明らかに別の狙ねらいがあると見て良い。

（コイツ……やはり自分の恨みを）

　ベルグストン伯爵は瞬しゆん時じに悟さとった。

　確かにミハイルの主張は一見するとスジの通ったものだ。

　だが、それは真実を知るものにとっては難なん癖くせでしかない。

「御子柴殿が憎にくいかね？」

「何の事だか私には分かりかねます」

　ベルグストン伯爵の問いにミハイルは自らの動揺を隠す様にゆっくりと答える。

　どうやらとぼける事にしたようだが、正直に言って今いま更さら遅おそい。

　先ほどの態度を見ればミハイルの狙いが何処どこにあるのかなど、この場に居る全員が知っているのだ。

　だが、それでもミハイルは己おのれの本心を隠す。

「それほど御子柴殿が憎いかね？　アレは君の失態だ。彼を恨むのは筋すじ違ちがいだと思うがね」

　もう一度同じ質問が繰くり返かえされた。

「何の事だか私には分かりかねます」

　再び繰り返される茶番劇。

　だが、再びそう言い放ったミハイルの目を見た瞬しゆん間かん、ベルグストン伯爵の背中に冷たいものが走るのを感じた。

（なんて目だ……）

　暗い暗い底なしの闇やみ。

　ミハイルの目に浮かんでいるのは憎ぞう悪おと妄もう執しゆうに彩いろどられた暗い炎ほのお。

　少なくとも、ベルグストン伯爵が知るミハイル・バナーシュと言う人間は、そこに存在してはいなかった。

　確かに思し慮りよの浅い人間ではあっただろう。

　だが、周囲の視線も顧かえりみず、これ程までに一個人に対して敵対心を露あらわにするミハイルの姿を目にした事はない。

　ただ、ベルグストン伯爵としても、ミハイルが御子柴亮真を心の底から恨む気持ちが分からないでもないのだ。

　彼が居なくなればと考えてしまうのも致し方ないのだろう。

　だが、それは道理の無い逆恨みなのだ。

　そして、そんな個人的な欲望を優先させ、このローゼリア王国を更さらなる苦境に追い込む訳にはいかない。

（哀あわれだが……な）

　両者の間に火花が散った。

「止めなさい！」

　室内にルピス女王の叫びが響く。

「もういいわ……王命を下します。まずはエレナ。御子柴男爵に直ぐ王都へ出向くように連れん絡らくをしなさい。必ず断られると決まっている訳でもないのだから、彼に事情を話した後で断られた時に改めてどうするか決めればいいでしょう……それでいいわね？」

「陛下……」

　唖あ然ぜんとするメルティナの呟きを無視するかのように、ルピス女王は矢や継つぎ早ばやに命を下す。

　これ以上、無む駄だな議論をする余裕はない。

　その思いが迷い続けてきたルピス女王を決断させた。

　いや、恐らくそれだけではないだろう。

　室内を覆うミハイルへの冷たい感情を感じ、彼を守ろうとしたのだ。

　それとも、彼の手が一いつ瞬しゆん、腰こしの剣へ伸のびたのを見た結果だろうか。

「ザルーダには援軍を派遣すると使いを。遠えん征せいの準備が必要だから向かうのは一ヶか月げつ後。それと、国境で待機中のミスト王国の軍勢には通行の自由を与あたえると伝えなさい。良い？　ベルグストン伯爵、一ヶ月で全ての準備を整えるのよ」

「一ヶ月ですか……ギリギリですな。それにミストの軍勢を国内に入れてよろしいので？」

　如何いかに同じ敵を持つ仲間とは言え、今までの事情が事情だ。

　低い確率ではあるが、ミスト側は既にしびれを切らしており、ローゼリアの制圧を先に決断したという可能性も無い訳ではないのだ。

　そういった懸け念ねんに対処するという意味でも、出来ればミストの軍にはローゼリア側の準備が整うまで国境付近で待ってもらうのがベストと言えるだろう。

　そんな思いから出た問いだが、ルピス女王はベルグストン伯爵の言葉に首を振った。

「仕方ないでしょう。ただでさえ今まで動かなかった所為で両国の印象は良くないのだから。それに、こちらの準備が整ってから国境を越えさせたら時間が余計に掛かってしまうし……もしその所為でザルーダ王国が滅めつ亡ぼうでもしてしまえば援軍を出す意味がなくなるもの」

　軍を動かすには時間が掛かる。

　特に国外へ派兵するとなれば食料から武具の予備まで膨ぼう大だいな物資が必要だ。

　ベルグストン伯爵が顔を顰しかめるのも当然だったが、何しろ時間が足りない。

　だが、もうこの国に残された時間は限られている。

　ザルーダから届けられた書状の文面から見ても、それは明白だった。

「皆みんなもそれでいいわね？」

　どんな理由にせよ、王が決断したのだ。

　ルピス女王の問いに臣下としてはただ頷くよりほかに無い。

「「「かしこまりました。陛下」」」

　椅子に腰こし掛かけていた全員が立ち上がると、一いつ斉せいに腰を折り王命に服する。

　全てはローゼリア王国を守り抜ぬく為に。




　会議が終わり、殆ほとんどの者が退室した部屋に三つの人ひと影かげが残っていた。

「何故なぜあんな事を言ったの？」

　ルピス女王の問いに、ミハイルは躊ちゆう躇ちよする様子を見せず落ち着いた声で答える。

「臣下としてこの国を守る為に最善の策を提案したに過ぎません」

　それは、過去のミハイルからは考えられないほど冷たい声だ。

「本当にそれだけ……なの？」

「そのお言葉はいったいどういう意味でしょうか？　私の忠誠を信じて頂けないという事なのでしょうか？」

　ルピス女王の探るような視線を受けてもミハイルの表情は変わらない。

　まるで感情を置き忘れた人形のように揺ゆるがないのだ。

「ミハイル殿！　そのような態度は陛下に対して」

　そんなミハイルの態度を見てメルティナが色めき立った。

　会議からミハイルの態度に苛立ちを溜ため込んで来たのだろう。

　場合によっては剣を抜く事すらも辞さないという態度だ。

　だが、そんなメルティナをルピス女王が抑おさえる。

「いいの。メルティナ！」

「ですが！」

　如何に長年仕えて来た最側近といえど、ミハイルの態度は臣下の礼を完全に逸いつしている。

　これを見み逃のがせばルピス女王の権けん威いに深い傷が残ってしまうのだ。

　それはルピス女王に忠誠を誓うメルティナにとって決して容よう認にんできない傷になるだろう。

　だが、自分に注がれるルピス女王の目が滲にじんでいるのを見て、メルティナは言葉を飲み込んだ。

「お願い……」

　それは、いったいどれほどの覚悟をもって放たれた言葉だろうか。

「失礼しました」

　小刻みに震ふるえるルピス女王の肩かたを見て、メルティナは小さく頭を下げると、部屋の壁かべ際ぎわにまで下がった。

　そんなメルティナへ小さく頷いて見せると、ルピス女王は悲しい目をミハイルへと向ける。

「ご苦労様でした、下がって頂ちよう戴だい」

「分かりました。それでは、失礼いたします」

　そう言うとミハイルは、頭を下げて踵きびすを返す。

　その背中が全てを雄ゆう弁べんに語っていた。

　ミハイル・バナーシュという男の心に巣食ってしまった妄執と深い深い闇を。

　最後まで表情を崩くずす事なく部屋を出て行くミハイルの背を、二人は悲しそうな目で見送るしかなかった。

「何故こうなったのかしら……」

　ルピス女王の呟くような問いにメルティナは答える事が出来なかった。

　理由はハッキリしている。

　だが、それを言葉にする事は出来ない。

　事実は時に人の心を容易たやすく壊こわしてしまう諸もろ刃はの剣だ。

　それを言えばルピス女王の心はガラスの様に砕くだけ散ちってしまうだろう。

「陛下は何も間違ってはおりません」

　メルティナはただ、そう言うより他に言葉がなかった……




　王都ピレウスの城に与えられたミハイルの私室で、深夜にも拘かかわらず二人の男が卓たくの上に置かれたランプの明りを挟はさんで対たい峙じしていた。

　一人はこの部屋の主。

　そして、もう一人はこの部屋にいる筈のない人間だった。

「予定どおり出兵が決まったようですねぇ」

　思いがけない須す藤どう秋あき武たけの言葉に、対面のソファーに深く腰掛けていたミハイルは思わず顔を顰めた。

「何故それを貴様が知っている。まだ公にはしていない話だぞ？」

　昼間の会議で決められたザルーダ王国への援軍。

　公職に就ついている人間へは既に通達済みだが、目の前の男は公職に就いてはいない。

　須藤の表向きの立場は、あくまでゲルハルト子爵からラディーネ王女の下へと派遣された使用人の一人という扱あつかいでしかないのだ。

　何れは伝わるにせよ、決定したその日の夜に洩もれているとなればミハイルが顔を顰めるのも当然だった。

　だが、そんなミハイルの態度を見て、須藤は楽しそうに笑う。

「幾ら皆さんが隠したいと思っても、隠そうとすればするほど、こういった話は直ぐに洩れるものですよ……直ぐに……ねぇ」

　人を食ったような須藤の言葉にミハイルは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「相変わらず大した耳の良さだな。須藤」

　一見、褒言葉のようにも聞こえるが、ミハイルの目は明らかに須藤を見下していた。

　卑いやしい平民が城の中でこそこそとまるでネズミの様に嗅かぎ回まわりおって。

　言葉には出さなくても、ミハイルの目がそう須藤に告げている。

「手厳しいお言葉ですなぁ。ですが、私には他に能がありませんからねぇ」

　だが、そんなミハイルの態度を気にする様子もなく、須藤は肩を竦すくめて見せる。

「フン。貴様の様な奴やつを何故ラディーネ様が側近にしているのか分からんな」

　のらりくらりとした態度にミハイルは若じやつ干かんの苛立ちを感じて、鼻を鳴らす。

「ミハイル様と同じく、裏表の無い王家への忠誠心を評価して頂いているのでしょう」

「戯ざれ言ごとを……貴様などにローゼリア王国への忠誠心など有るとは思えんがな」

　不機嫌そうにミハイルは言い捨てる。

　それを見て、須藤は心の中で嘲あざ笑わらった。

（全く愚おろかな男だ。そんな虚きよ勢せいを張らなくては心を保てないとは）

　昨年の内乱以降、ミハイルの評価は下降線を辿たどっていた。

　いやはっきり言えば、最低どころかマイナスにまで落ち込んでいたのだ。

（この馬鹿も大分追おい詰められてきたようですね……後は仕上げを残すのみ。さて、どう転ぶか見ものですなぁ）

　ローゼリア一の剣の使い手にして、ルピス女王の信しん頼らい篤あつき側近。

　かつてミハイル・バナーシュの名は栄光と称しよう賛さんに包まれていた。

　その忠誠心はまさにローゼリア王国の宝とすら言える。

　無論、幾つかの欠点は持っていたが、それでもミハイルはローゼリア王国の未来を担う若手であった事に間違いないだろう。

　だが、その栄光と称賛は今や過去の遺物だ。

　功を焦って捕ほ虜りよになった上に生いき恥はじを晒さらし、数ヶ月の謹慎を命じられたミハイルの周囲からの目は冷え切っていた。

　その後、謹慎を解かれたミハイルは、ルピス女王の命令で編成中の親衛騎き士し団だん長に取り立てられはしたが、部下にも同どう僚りようにも白い目を向けられる始末だ。

　その上、ルピス女王がエレナを解任してローゼリア王国の将軍位をミハイルへ与えたいという意向を示しているという噂うわさが立ち、彼の立場はますます苦しい物になっている。

　無論、ルピス女王にすれば身近に信しん頼らいできる側近を配するのは当然の事なのだが、周囲の人間にはそれが分からない。

　周りから見れば、ミハイルはルピス女王に取り入る君側の奸かんでしかなかった。

　そして、須藤の手によって真実と嘘うそを絶ぜつ妙みような配分で混ぜ合わされた噂が、王城の内外に広められたことにより、ミハイルの評判は今や地に落ちている。

　同僚や部下からの蔑さげすみ。貴族からの嘲笑。

　誇ほこり高たかいミハイルにとっては、まさに生いき地じ獄ごくに等しいと言えるだろう。

　彼が本当に愚かな人間ならば、そんな周りの評価など気にはしない

　彼が本当に卑ひ劣れつな人間ならば、もっと上手く自分の立ち位置という物を調整しただろう。

　だが、残念ながらミハイル・バナーシュと言う男は愚ぐ直ちよく過ぎたのだ。

　そして、善悪を知り、道理を知り、真に誇り高き人間だからこそ、今の現実が耐たえられない。

　理想と現実の狭はざ間ま。

　そこに陥おちいった人間の多くは己の心を見失ってしまう。

　そして、苦しさから逃れる為に他人を貶おとしめ、呪のろい始めるのだ。

　今ある目の前の苦しさから逃れようとする為に。

　それが自分の首を絞しめる事になると理解していながら……

　それを理解しているからこそ、須藤はミハイルの心に甘あまい甘い言葉の毒を注ぐ。

　それは、少しずつミハイルの心を侵おかし正常な判断を奪うばってゆく。

　そして、何時いつしか彼の心から真実は消え去り都合の良い虚きよ構こうだけが残るのだ。

「無論、私などミハイル様の足元にも及びません。ただ、ラディーネ様は庶しよ子し。王族として認められたとはいえ、未いまだに心から忠節を奉げている臣下は少ないですから。私のような卑しい人間でも評価してくださるのですよ」

「なるほどな」

　須藤の答えにミハイルは満足そうな笑みを浮かべる。

　須藤の言葉に含ふくまれた毒が、再びミハイルの自尊心をくすぐる。

　目の前でにやけた笑みを浮かべる男の言葉が、見みえ透すいたお世辞である事をミハイルは十分に理解している。

　だが、部下や同どう僚りよう達たちから浴びせられてきた嘲笑と侮ぶ蔑べつにさらされ、すっかり弱くなってしまったミハイルの心にはその言葉だけが唯ゆい一いつの癒いやしなのだ。

　嘘だと分かっていても縋すがりたくなるほどに……

「ところで……貴様の言うとおりに会議で提案はしてみたが、本当にこれで良かったのか？」

　卓たく上じように置かれたワイングラスを手に取りながら、ミハイルは探る様な視線を須藤へと向けた。

「無論です。失礼ではありますが、ミハイル様には他に手がございましたか？」

　ミハイルの問いに須藤は悠ゆう然ぜんと頷いて見せた。

　その自信に満みち溢あふれた姿に、ミハイルは一瞬言葉を失う。

「それは……だが、素す直なおに従うとは思えん」

「それはそうでしょう。ですが、その場合はあの男を処しよ刑けいしてしまう口実になります」

「確かにそれは聞いた。あの場でもそう説明しはした。だが正直に言って、あの男は底の知れないところがある。どんな手を打ってくるか分からんぞ？」

　極きわめて妥だ当とうな状じよう況きよう分ぶん析せきと言えるだろう。

　流石さすがに、御子柴亮真への憎しみの念に凝こり固かたまっていても、そのくらいの判断力は未だに残っていたらしい。

　そんな、ミハイルの言葉に須藤は内心呆れていた。

（矛む盾じゆんですねぇ）

　そう、まさに矛盾だ。

　御子柴亮真という男が唯い々い諾だく々だくとこちらの要求を呑のむ筈はずがないのだ。

　無理に強制すればどんな奇き策さくで反はん撃げきしてくるか分かりはしない。

（そこまで分かっていながら会議の場で提案したと言うのだから、この男の頭のつくりはどうなって居ると言うのか……人というのは追い込まれるととんでもない行動をとると言いますが……まぁ、操あやつり人にん形ぎようには丁度いいですがねぇ）

　沸わき上がる侮蔑と嘲笑を押おし隠し、須藤は柔やわらかな笑みをミハイルへ向けた。

　自分がそうなるように仕向けたとはいえ、ミハイルの思考に一いつ貫かん性せいはない。

　あるのは、自分の置かれた立場への嘆なげきと、その元げん凶きようとなった御子柴亮真への恨うらみだけ。

　焦り、憎しみ、嫉しつ妬と、憎悪。

　ざわめく心がミハイルの心を縛しばりつけ、正常な判断を失わせていく。

「それならそれでよいではないですか。陛下の傍そばから奸かん臣しんが除かれミハイル様のような忠臣が再び日の目を見る事になりましょう」

「だが！」

「正義を行うのに血を流す事を恐れてはなりません」

　須藤の目が暗く怪あやしい光を放つ。

「だが……本当に上手くいくのか？」

　ミハイルの顔が不安で歪んでいた。

「ミハイル様。恐れてはなりません。周囲の者も何いずれはミハイル様が正しいと気がつきます。つまらぬ罪悪感にとらわれていては国家の運用など不可能なのです。時には不条理な事を行ってでも国を守らなければならないのです。そして、今それが出来るのはミハイル様のみ。どうかローゼリア王国を、ルピス女王陛下をお救いください！」

　須藤の強い言葉にミハイルは黙だまり込んだ。

　一分、二分。両者の視線が卓上の上で交差する。

「分かった……貴様を信じよう」

「結構でございます。では、後は計画どおりに」

　そう言い放つと、須藤はミハイルに頭を下げ部屋を出て行く。

　ミハイルは無言のままその背中を見送った。

　ミハイルの部屋を退室した須藤は、人目を避さけるように自室へと足早に向う。

（仕込みにかなり時間を取られましたが……まぁ、良く踊おどってくれたと褒ほめて差し上げるべきでしょうねぇ）

　先ほどの会談を思い出し、須藤の顔に暗い笑みが浮かんだ。

　人は信じたいものを信じる生き物。

　内乱終結後、ミハイルは自分の能力と人格を周囲から否定され続けてきた。

　だからこそ、須藤の口から出た肯こう定ていの言葉はミハイルの心を侵していく。

　彼の心の奥おく底そこにあった御子柴亮真への恨み。

　無論、それは逆さか恨うらみでしかない。

　だが、一年近い時間を費やし、須藤はミハイルの根こん拠きよ無き恨みを正義とすり替かえた。

　ローゼリア王国を守るという正義と。

（しかし、国を想おもい、王家に忠節を尽つくせば尽くすほど国を蝕むしばむとはねぇ。クックッまさに喜劇という奴ですか）

　ルピス女王のミハイルへ向ける信頼も裏目に出ている。

　彼かの女じよが庇かばえば庇うほど、ミハイルは周囲の視線に追い込まれ暴発する。

　それをまたルピス女王が庇う。悪あく循じゆん環かんも良い所。

　まぁ、そうなるように王城内に噂を流したのは須藤自身なのだから当然の事だ。

（君臣の絆きずなも度が過ぎれば害になるということですかねぇ）

　皮肉な話だ。

　忠節に篤あついミハイルにはその力は無く、忠誠の欠片も持たない御子柴亮真がこの国の行く末を担うのだから。

（後は、御子柴君がどう動くかですが……彼は予測しにくいですからねぇ。ですが今度で三度目……流石にそろそろ消えてもらいたい所ですが。さてさて、どうなりますかねぇ）

　御子柴亮真がこの大地世界に召しよう喚かんされ、既すでに二年近くが経過しようとしている。

　オルトメア帝国の宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであったガイエスを殺し、ローゼリア王国の内乱に絡からみ、御子柴亮真と係わり合いになるのは今度で三度目だ。

（参加しないでくれた方が我々にはありがたいのですが、その可能性はかなり低いでしょうね……となると）

　ザルーダへの援軍に赴おもむきたいか否いなかで答えるならば否だろうが、情勢がそれを許さない。

　援軍への参加を断った場合、援軍の勝敗に拘わらず御子柴亮真は危険な立場におかれる。

　戦争終結までに独立の準備が整うのならば話は別だが、常識的に考えればまず不可能だろう。

　となれば、後の問題はタダで参加するか、交こう渉しようによって何かを得ようとするかの二択たくになるが、御子柴亮真の性格とルピス女王の今までの行いから考えてまず条件を付けてくるはずだ。

（金を求めるか、領地を求めるか……意表をついて爵しやく位いの可能性もありますか……）

　ウォルテニア半島の開発が終わっていない今の段階で、新たに領地を追加されても管理しきれなくなるのが目に見えている。

　それに半島に隣りん接せつする領地ならまだしも、飛び地になれば目も当てられない。

（たしか、半島に最も近いのはザルツベルグ伯はく爵しやくのイピロスだったはず……あそこはザルーダとの国境が近くですし、伯爵はローゼリア北部の貴族を纏まとめる盟主。それをわざわざ動かすとなれば……天地がひっくり返っても、新参の男だん爵しやく等などには与えられる事はないでしょう。となれば、爵位か金ですが、彼の性格を考えると爵位はまずないでしょうねぇ。彼は何れローゼリアを捨てるつもりの筈ですから、そんな国の爵位をわざわざ求めはしないでしょう）

　御子柴亮真がローゼリア王国に骨を埋うずめる覚かく悟ごを持っているというのであれば話は変わるが、その可能性は極めて低いと須藤は見ている。

　須藤自身が仕向けたとはいえ、内乱終結後の御子柴亮真に対してのルピス女王の仕打ちを考えればまずありえない。

　そうなると選せん択たく肢しは極めて限られてくるだろう。

　自分の国を興おこすにせよ、他国の庇ひ護ご下に入るにせよ、ローゼリア王家の与えた爵位など何の価値も持たない事になる。

　それに、ウォルテニア半島の開発には莫ばく大だいな金が掛かかる筈だ。

（そうすると金ですか……さて、どれくらい求める気ですかねぇ）

　その金額によって、御子柴亮真の今後の動きが予測できる筈だ。

（求める金額が数千万なら十年以上と言うところですが、もし億を超える金額を求めるとなると……こちらの予定も少し繰り上げないといけませんねぇ）

　須藤は楽しくて仕方が無かった。

　この世界に召喚された時は、生活環かん境きようの落差に嘆くしかなかったが、どうやら彼はこの世界の方が向いていたらしい。

　人を操り、策さく謀ぼうをめぐらす。

　日本でのぬるま湯に浸つかった人生からは考えられないほどの充じゆう実じつ感。

　特に、今回のように自分の策略によって戦争の勝ち負けとは別のところで、既に勝利が確定しているとなれば尚なお更さらだ。

（さてさて、どうなりますかねぇ）

　須藤の顔に浮かんだそれは、勝利を確信した人間の笑みだった。







第三章　理想と現実の狭間







　セイリオスの街は活気に満ち溢れていた。

　先日新たに運ばれてきた奴ど隷れいの子供達は、自分達が掴つかんだ幸運を手放すまいと必死で剣を振ふるっていたし、数すうヶか月げつに及およぶ訓練を終えて奴隷の身分から解放され自由を手にした子供達は皆、己の新たな故郷を造る為ために汗あせを流した。

　誰だれもが己の持てる力の全すべてを惜おしみなく使い、着実に街を育はぐくんで行く。

　奴隷の身分に落とされた時に奪われた人としての尊厳。

　類まれな幸運と自らの努力によって再び勝ち取ったそれを胸に抱いだきながら。

　しかし、彼らは知らない。

　南西から新たなる戦の影が自分達のすぐ後ろにまで差さし迫せまっている事を。




　先日に続いての非常招集だ。

　此処ここにいる筈のない客人が同席している事もあり、円えん卓たくを囲む面子メンツの表情は皆一様に険しい。

「以上だ……皆の意見を聞きたい」

　亮りよう真まが王都ピレウスより送られてきたエレナの手紙を読み上げると、部屋の空気が変わった。

　手紙の日付を見ると三日前のもの。

　王都とウォルテニア半島の距きよ離りを考えるとかなり早いだろう。

　最重要機密扱いで、使者が各地で馬を乗り換えながら駆かけ抜けた成果だろう。

「坊ぼうやから事前に聞いていたから今いま更さら驚おどろきはしないけど、予想どおり過ぎて笑えないねぇ」

　リオネはそう言うと、苦笑いを浮かべる。

　この部屋にいる誰もが同じ心境だったのか、彼らの顔にも呆あきれの色が浮かんでいた。

　いや、苦笑いを浮かべる以外に為なす術すべがないというのが正直なところか。

　唯一、穏おだやかな笑みを保っているのは、御み子こ柴しば亮真だけだ。

「せっかく街の拡張も軌き道どうに乗ってきて、いざこれからと言う所で……ルピス・ローゼリアヌス陛下にも困ったものですな」

　窓の外から部屋の中へと飛び込んでくる喧けん騒そうに目を細めながら、厳げん翁おうが呟つぶやく。

「まぁな。だが、どちらにしても行くしかない。それこそ呼んでくれただけまだマシさ。連中のつまらない意地や面子に固執されて、俺おれ達を呼ばずに援えん軍ぐんに向かった揚あげ句くに負けましたじゃ、こっちまで巻まき添ぞえを食くらう訳だしな」

　亮真はそう言って嘲笑を浮かべる。

　酷ひどいと言えば、これほど酷い言葉もないだろう。

　今の王宮に居る政府首しゆ脳のう陣じんを無能だと罵ば倒とうしたに等しいのだから。

　その言葉に室内にいる誰もが頷うなずいた。
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「エレナ様が率いられたとしてもですかな？」

　厳王の疑問に亮真は首を横に振る。

「エレナさんが全権を率いてというのなら負けないだろう。仮に負けたとしてもそこまで被ひ害がいは出ない筈だ。だが……」

　亮真から分かるだろうと視線を向けられたリオネが頷いた。

「成なる程ほどね……確かに有り得そうなこったねぇ」

　船頭多くして船山に上るという、ことわざがある。

　分かりやすく言うと、複数の人間がリーダーシップを発揮する事に因って、物事が見けん当とう違ちがいの方向を向く事への戒いましめ。

　物事を進める上で議論は大事だ。

　互いに意見を出し合い修正し、すり合わせを行う。

　子供でも分かる理り屈くつ。

　実に民主的な思考方法だし。その効果は高い。

　だがその一方で、常にこの方法が最適とは限らないのも事実だ。

　最終的な決定権を持つ人間が複数いる場合は特に問題が多い。

　過去の功績や内乱時の功績によってローゼリア王国の将軍位を任されているとはいえ、エレナ・シュタイナーの今の立ち位置は決して安定している訳ではない。

　いや、ルピス女王の思おも惑わくを考え合わせれば、薄はく氷ひようの上に佇たたずんでいるのと大差はない。

　そういう状じよう況きようでエレナがザルーダへの援軍を率いた場合、彼女の統制力は弱いものになってしまうだろう。

　副将に付く人間がエレナに協力的であればいい。

　だが、もし仮に主導権争いを辞さない様な馬ば鹿かがあてがわれた場合、最悪、敵と戦わないうちに軍が分解してしまう可能性だって出てくるのだ。

　勿もち論ろんそれは最悪の中の最悪。

　ここまでひどい事になる可能性は低いてみて良いだろうが、反はん抗こうを表に出さない場合でも軍の士気は間ま違ちがいなく低下する。

　ただでさえ劣れつ勢せいであるオルトメア帝てい国こくとの戦では余りに致ち命めい的てきと言えるだろう。

「そうなると、若が出るしかないと？」

「まぁ、エレナさんの手紙にも、そう書いてあるからな」

　ボルツの問いに亮真はため息をつきながら肩を竦めて見せた。

「貧びん乏ぼうくじですな」

「あぁ、厳翁の言う通り、こいつは特大の貧乏くじだ」

　理由をつけて要よう請せいを断る事は可能だ。

　だが、その後の結果を考えるとそう簡単には行かない。

　ローゼリア王国は沈しずみかけている船と同じだろう。

　それは否定の余地がない事実だ。

　ルピスの目指す権力構造は、決断力の欠けた彼女にとってはマイナスにしかならない。

　確かに、長い間実権をホドラムやゲルハルトに奪われてきた王家の人間にしてみれば、国王を中心とした運営を考えて当然ではある。

　だが、理想が常に現実になるとは限らないのが世の常。

　問題なのはルピス・ローゼリアヌスと言う人間の持つ性格なのだ。

（悪い奴じゃない。いや、善人だと言える。頭も悪い訳じゃない。知識もそれなり。民への配はい慮りよも出来るから、本来なら支配者として及きゆう第だい点てんを貰もらえる筈だ）

　亮真のルピスに対しての評価はそれほど悪い訳ではなかった。

　側近にいるメルティナやミハイルといった騎き士し達たちも、欠点はあるもののそれなりの人物だと言える。

　王家に対しての忠誠心は高く、武力もこの国では第一級の水準を誇る人材。

　学者とはいかずとも、読み書きや簡単な計算もこなすのだ。

　少なくとも彼かれらは無能ではないだろう。

（結局、己を知らない事が最大の問題かねぇ……）

　孫子の兵へい法ほうにこんな言葉がある。

　彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず。

　この言葉は、孫子の兵法を知らない人間でも一度は聞いたことが有る程有名な言葉だが、これには以下の続きがある。

　彼を知らずして己を知れば、一勝一負す。

　彼を知らず己を知らざれば、戦う毎に必ず殆し。

　何が言いたいかといえば、戦う前に情報を集めなさいと言うことだ。

　そして、自分自身の事を理解しなさいと言うこと。

　自分を知り相手を知ってから戦えば、勝機があるかどうかが分かる。

　そして、勝機があるか無いかの判断がつくなら、戦いに勝つことも容易だ。

　もし勝機が無くても、事前に勝敗が分かるのなら、戦いを避け別の道を探さぐる事も出来るだろう。

　だが逆に、敵の力も自分の力も理解出来ていなければどうだろう。

　それは素人しろうとが目め隠かくしをして将しよう棋ぎやチェスを指すようなものだ。

　結果、戦う度に負ける事になる。

　大切なのは、自分がどんな人間か。

　優すぐれている点は何か。

　欠点はどこにあるか。

　それらを理解する事だ。

　もし、ルピスが自分の欠点を理解していれば、自分を中心にした政治体系にはしなかった筈だ。

　王の重要な仕事は物事に対して決断し責任を取る事だが、彼女はその心が優やさしく情に篤い人間である反面、決断力に欠ける性格なのだから。

　宰さい相しようや大臣達の権限を強化した上で合議制を導入し、ルピスは拒きよ否ひ権けんを維い持じした形で大臣達の決定を追つい認にんするような政治形態が良かったのではないかと亮真自身は考えている。

　勿論、ゲルハルトの時のように専横される可能性は残るが、近衛、親衛の直属騎士団の兵権を確保していればそこまで大きな問題にはならない。

　実際、もしルピスが余計な策謀を行わずにスジを通したうえで亮真へ相談したら、彼はそう答えていただろう。

「巻き添えはご免めんだけど、やっぱり行くしかないのかい？　アタシは正直に言って、あまり気乗りがしないんだけれどもねぇ」

　普ふ段だんと変わらない軽い口ぶりではあったが、リオネの目は真しん剣けんだった。彼女にしてみれば他人ひと事ごとでは済まないのだから。

　リオネとボルツの二人は、奴隷として売られてきた子供達の管理と教育を一手に担になっている。

　戦となれば駆り出されるのは彼らであり、最も命の危険が高いのも彼らだ。

　勿論、このセイリオスの街を守る為というのであればリオネは彼らに死ねと命じる。

　だが、この下らないローゼリア王国の為に彼らが死ぬのは納なつ得とくがいかないのが正直なところなのだろう。

（リオネさん自身も恩義を大事にするからな）

　この炎の様な赤い髪かみを持つ傭よう兵へいは、実に姉あね御ご肌はだな性格をしている。

　荒あらくれ者もの揃ぞろいの傭兵団を女の身でまとめて来たのはそれだけの器量があったればこそだ。

　基本的は非常に付き合いやすく頼たよりがいのある人間なのだが、一点だけ注意が必要だった。

　それは、恩義を非常に重要視するという事。

　まぁ、戦場で命のやり取りをする上で、義理を欠く様な人間と共に戦えないと考えるのは極めて当然の事だろう。

　だから、内乱時にあれだけ力を貸してもらっておきながら、ウォルテニア半島などという魔ま境きようを押し付けて来たルピス・ローゼリアヌスをリオネは心底軽けい蔑べつしている。

　勿論、リオネが自分の心の内を口にした事はない。

　形式上はルピス女王を主君として仰あおぐ亮真の立場に配慮しての事だろう。

　だが、表情や仕草から亮真はリオネの心の内を理解していた。

　しかし、今回ばかりはそんなリオネの個人的な想いを優先させる訳にはいかないのだ。

「リオネさんには悪いけれどそこは譲ゆずれないな。さっきは貧乏くじだと言ったが、今回の戦はローゼリア王国やルピスの為に行くんじゃない。俺達が生き残り、今よりも力を伸ばす為には絶対に避けられないんだ」

「オルトメア帝国の侵しん攻こうに対たい抗こうする為……ですな」

　厳翁の言葉に亮真が頷く。

「今いま更さら言うまでもないが、ザルーダが滅ほろべば次はローゼリアに攻せめ込んでくるだろう。国土や国力を考えると、東部三ヶ国が連合してやっとオルトメアの侵攻軍に対抗出来るんだ。ミスト、ローゼリアの二ヶ国だけじゃオルトメア帝国の侵攻を遅おくらせるのがやっとだろうな」

「だろうねぇ」

　リオネが首を振りながら答える。

　彼女自身も現状を理解していない訳ではない。

　ただ、ルピスを結果的に助ける事になるのが納得出来ないだけだ。

「まぁ、そういう事だ……でも、俺だってあの女に都合よくつかわれるつもりはないんだ。これを機会にルピスからかなり毟むしる予定だよ」

　亮真は唇くちびるを吊つり上あげて嗤わらう。

　実に悪い顔だ。

「毟る？　金でも出させるつもりかい？」

　言葉の意味が掴めなかったのか、リオネが怪け訝げんそうな目を亮真へ向けた。

「いや、金よりももっと価値のある物さ。大分、街の形が出来て来たんで、ここらで本格的にウォルテニア半島の開発を進めたいと考えていてね。具体的にいえば、農民と特とく殊しゆな技能を持った職人の移住。後は、文官を何人か派は遣けんして貰おうと思っている」

　亮真の言葉にリオネとボルツは顔を見合わせた。

「援軍に参加する条件にするって訳ですかい？」

　ボルツが首を傾かしげながら問いかける。

　それは金で戦をして来た傭兵にとって想像したこともない提案だ。

「あぁ、何しろ人口を増やそうにも奴隷だけじゃ足りないしな。受け皿が幾いくらデカくても中身が無いんじゃ仕方ないだろう？」

「それは確かに……城じよう壁へきや道の整備は終えてやすし、家も出来てやすから、何時でも受け入れは出来やすが……」

　ボルツの言葉には戸と惑まどいが混じっている。

　事実、今のセイリオスには伊い賀が崎さき衆の他に居るのは、奴隷として各地から買い集められてきた子供達か傭よう兵へい達だけだ。

　兵士に傭兵、それに忍にん者じやとその家族。

　忍者達の中には鍛冶かじの技能を持つ人間がいるので武具の修しゆう繕ぜんには困らないが、商人も農民もいない兵士だけの異質な街と言えるだろう。

　唯一の例外はザルツベルグ伯はく爵しやく家けより送られた数人のメイドくらいか。

　勿論、何時までもこのままでいけるとはボルツ自身も考えてはいない。

　何れは、農地を開かい墾こんし、産業を興さなければ税もとれないのだから。

　だから、亮真の要求は決して的外れではない。

　だが問題は、何故今なのかと言う事。

　その疑問がボルツの脳のう裏りに浮うかんだ。

（第一、あのルピス女王がそれを認めるとはとても……）

　そんな思いがボルツの脳裏を過った。

　だが、亮真の見方は正反対らしい。

「今なら、多少無理してでもこっちの条件を呑むから。たとえ俺達の勢力が拡大することを警けい戒かいしていてもね」

　基本的に、大地世界アースでは人の移動は極めて制限されていると言っていい。

　機械化の進んでいない大地世界では、何かを生み出すには必ず人の手が必要となる。

　つまり、人口がそのままその領主の力に直結してくる訳だ。

　そうなると、領主は当然ながら人口の移動を抑よく制せいしようとしてくる。

　より正確に言えば、他領からの受け入れはしても、自領から出ていく人間は絞しぼろうとする訳だ。

　当然、自分が産まれた土地から自由に離はなれる事の出来る人間は限られてくる。

　特に、人口の少ない村々を治める貴族の領地程、その傾けい向こうは強い。

　特に技術者の移住は、貴族達が一番制限を掛ける項こう目もくだ。

　技術は一いつ朝ちよう一いつ夕せきで習得することは出来ないし、物によっては秘ひ匿とくされている。

　それは身につけさせるまでに時間と費用がかかるからだ。

　自分の権益を損そこなってまで、他人に利を与あたえようとする人間はいない。

　だが、切せつ羽ぱ詰つまった今の状況なら、普段呑まない条件も呑ませる事が出来る。

　いや、ルピス女王ならば下手に亮真が金や領地を求めるよりも簡単に承しよう諾だくするだろう。

「なるほど……これを機会に半島の開発を一気に進めるってことね」

　リオネの言葉に亮真は冷たい笑えみを浮かべる。

「せっかくの御お誘さそいだからな。精々毟ってやらないと……な」

　御子柴亮真にとって、ルピスは既にただの獲え物ものでしかなかった。この大地世界で彼が飛ひ躍やくするための糧かてだ。

　そして、亮真は笑みを浮かべたまま、この会議を開いて以来ただの一度も口を開こうとしない一人の男へ視線を向けた。

「ところでネルシオスさん。何か疑問でもお持ちですか？」

　その問いに、男は顔に困こん惑わくの色を浮かべながらも椅い子すから立ち上がった。

　青みがかった黒い肌はだに金色の瞳ひとみ。

　日の光を受け白銀の髪が光ひかり輝かがやく。

　彫の深い顔は、誰が見ても彼を絶世の美男子だと褒め称たたえるだろう。

　彼はまさに生きた彫ちよう刻こくであり、人々がエルフ族という亜あ人じん種しゆに対して持つイメージの具現と言って良い。

　ただ一つ、御子柴亮真に引けを取らない程、大おお柄がらで筋肉質であるという点を除ければ……だが。

「一つだけ……何故なぜ、私をこの場に呼んだのですか？」

　低く落ち着いた声だ。

　彼の外見は三十歳前後といったところだが、声の感じではもっと年配の人間のように感じさせる。

　普段であれば威い厳げんと自信に満ちているのだろう。

　だが、今の彼から感じるのは困惑だった。

「ご迷めい惑わくでしたか？」

　亮真の問いにネルシオスは静かに首を横に振った。

「いいえ、実に貴重なお話をお聞かせいただけたと思っています……ですが、不思議に思ったのは確かです。なぜ、亜人である私をこの場に呼んだのかと」

　ネルシオスが戸惑うのも当然だった。

　この場にいるのは、御子柴男だん爵しやく家の中ちゆう核かくを担う人間ばかり。

　その中でただ一人異質な存在が彼だ。

　ネルシオスは御子柴男爵家とは全く関係の無い他人。

　いや、他人と言うよりも潜せん在ざい的てきな敵というのが妥当だろう。

　確かにネルシオスと御子柴亮真はウォルテニア半島における今後について、数日前から話し合いを繰くり広ひろげている。

　ネルシオスがこのセイリオスの街に滞たい在ざいしているのも、それが理由だ。

　二人は共に人と亜人種がウォルテニア半島の覇は権けんを賭かけて戦う事を望んではいない。

　そういう意味では、両者が同じ認にん識しきを共有する仲間と言えなくもないだろう。

　だがその一方で、種族という括くくりはそう簡単に飛とび越こえられるものでもないのだ。
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（何かの援えん助じよを行えとでも要求するつもりなのだろうか？）

　少なくともネルシオスはそう考えていた。

　だが、当の御子柴亮真は、ネルシオスの問いに微笑ほほえみを返す。

「あぁ、あまり気にしないでください。勿論、何かをあなた方へ要求するつもりもありません。とりあえず今回は、ネルシオスさんにこの場に来ていただく事が目的ですからね」

　亮真の言葉にネルシオスは首を傾げる。

「はぁ？　それはいったい」

　意見を求められた訳でもない。

　何か物資の援助を求められた訳でもない。

　ただ、この場に呼ばれたネルシオスは、ひたすら周囲の話に耳を傾かたむけていただけだ。

　何らかの要求を伝えられるのではないかと考えていたネルシオスにとって、予想外の展開と言えるだろう。

　裏があるのではないかと疑うネルシオスの視線を真っ向から受け止めながら、亮真は大きく頷いて見せた。

「まぁ、何れ時機を見て……ね」

　亮真のこの言葉を最後に、会議は終わった。




（不思議な男だ。我らを恐おそれる素そ振ぶりがまるでない……いや、不思議なのはあの男だけではない……か）

　数日前から寝ね起おきに使っている家へ向かいながら、ネルシオスは先さき程ほどの会議の様子を思い返していた。

（だが、それにしても何故あの男は私を呼んだのだろう）

　あの部屋にいた誰もがネルシオスに嫌けん悪おを向ける事がなかった。

　亜人である彼を見ても顔を顰しかめる事も、侮蔑の目を向ける事もない。

　当初から薄うす々うすとは感じていた事だが、このセイリオスの街に暮らす彼らに亜人に対しての偏へん見けんは少ないのだ。

　勿論、全くないとは言わないが、少なくとも命の奪うばい合あいを繰り広げる程ではないのは確かだ。

（先日の宴うたげも、かなりの待たい遇ぐうでもてなしてもらったしな）

　共に語りあい、飲み食いをする事である程度実感してはいた。

　だが、心のどこかでいまだ信じきれていなかったのだろう。

　今日の朝、使いの人間から会議に出てくれと伝えられた時、ネルシオスの心に落らく胆たんが広がったのは確かだ。

　こいつもやはり人間だったかと。

　だが、彼は今日もただ笑みを浮かべただけだ。

　エルフや黒ダークエルフが保有する付ふ与よ法術の知識。

　それは、はるか昔より連綿と伝わる英知だ。

　また、彼らエルフは生まれながらにして、並みの騎き士しを問題にしないだけの力を持つ。

　彼らの持つ潜せん在ざい能力は高い。

　戦力として利用したいと思うのは当然の事だ。

　だが、ネルシオスが御子柴亮真と初めて会ったあの日。彼はそのどちらも欲ほしがる素振りを見せなかった。

　技術を提供しろとも、兵を出せとも彼は言わない。

　海かい賊ぞくに捕とらえられていたディルフィーナ達を送り返してきた御子柴亮真がネルシオスに求めたのは、半月に一度、彼がセイリオスの街を訪おとずれる事だけだ。

　初めはただ来ただけだった。

　話しかけられても、ただ機械的に受け答えをするだけ。

　だが、数を重ねるにつれ、少しずつではあるが冗じよう談だんを言い合い、物をやり取りし、共に食事をする仲になった。

　初めに取とり交かわした半月に一度の訪問も今では形だけ。

　最近では、宿しゆく泊はく用の家を与えられ、常時数人がこの街に留とどまる様になっている。

　部族の中でも若手と呼ばれる二百歳さい未満の者達は、人間によって迫はく害がいされた歴史は知っていても実際に体験した者はいない。

　ネルシオスが当初考えていた以上のスピードで両者の交流は活発化してきているのだろう。

（中々に信じがたいが、ディルフィーナからの報告でもそれは裏付けられている……）

　亜人が自らの尊厳と存在を賭けて人と矛ほこを交えたのは、今から四百数十年も昔の話だ。

　勿論、部族の中には人間を敵視し憎ぞう悪おする者達が居る。

　家族を殺され、美しかった故郷を追われた恨みはそう簡単には消えない。

　特に、他の部族を率いる長おさの中には、ネルシオスの事を人間にすり寄る卑ひ怯きよう者ものと罵倒する者達も存在するのだ。

（そうか……私をあの場に呼んだのは、私に見せる為か）

　ネルシオスはそのことに思い至ると、思わずうめき声を上げた。

（自分達は何も隠かくすつもりはない。そういうことか）

　それは、御子柴亮真という人間が亜人である自分達と主に歩みたいという表明だった。彼はそれを言葉ではなく、態度で示したのだ。

　ネルシオスはもと来た道を戻もどり始めた。

　このまま、あの男の思い通りにさせる訳にはいかなかった。

（良いだろう……お前の思惑に乗ってやろう）

　ネルシオスは自分の口元が自然に緩ゆるんでいくのを感じた。

　恨みには恨みで返すのが道理であるならば、信しん頼らいには信頼で返すのが道理。

　彼は誇り高き黒エルフの部族長の一人なのだから。

　人への恨みを忘れることは出来ない。

　それは彼自身にも言える。

　だが、目の前に広がる未来を無視する事も出来なかった。

　もしかしたら、人と亜人が共に暮らしていた、あの忌いまわしき聖戦が起こる前の時代へと戻れるかもしれない。

　その思いが、ネルシオスの背中を押した。




　エレナの手紙を受け取り一週間ほど過ぎたある日、御子柴亮真は一年数ヶ月ぶりにローゼリアの首都ピレウスを訪れていた。

　久しぶりの大都会。

　まぁ、人口や街並みは東京や大おお阪さかといった都市とは比べるまでもないが、それでもこの大地世界では屈くつ指しの大都市といえる。

（流石にローゼリア王国の首都ってだけの事はあるんだろうな）

　ローゼリア王国の北の守りの要であるイピロスも、貴族が支配する城じよう塞さい都市としては破格な規模を誇ほこるが、王国の首都と比べれば数段見み劣おとりしてしまうのは当然だった。

「だが……あんまり空気は良くないな……」

　第一の城門を抜ぬけ、街の中に入った亮真は周囲を見ながら顔を顰しかめた。

　ただし、空気が良くないと言っても、悪あく臭しゆうがするとかそういう話ではない。

　無論、注意深く嗅かげばほのかに汚お水すいの臭においが鼻をつくが、それはどこの街でも同じだし、大都市の表通りならそれなりに整備されているため声を大にして言うほどのものでもない。

　日本人特有の清潔感を基準にするなら言いたいことは色々とあるが、そこまで劣れつ悪あくな環境とも言えないのだ。

　では、亮真がここで言う空気とは何なのか。

　それは、ピレウスの街を覆おおう重苦しい雰ふん囲い気きの事だ。

　周囲を二十名程の兵士に守られながら、亮真は王城に向かって馬を進めた。

「何処どことなく落ち着きが無い感じですかね？」

「露ろ天てん商しようも活気があまりないようです」

　サーラとローラも主と同じ事を感じたのだろう。

　どこか訝いぶかしげに周囲を見回す。

「問題はどうしてこうなっているのかって事だな」

　亮真の視線が通りの先を見み据すえる。

　亮真が知る限り、内乱終結直後の王都はもっと活気と希望に満ちあふれていた。

　通りは人込みで溢あふれ、街の広場に作られた露天商は声の限りに客の呼び込みをしていたのだ。

　本来なら、その客を呼び込む声が此処まで響ひびいてくる。

　それが少しも聞こえて来ないと言うことは、露天商が店みせ仕じ舞まいをしたか、商売をする熱意を失っているかのどちらかだ。

　統治が上手うまくいっているならこんな状況にはなっていないだろう。

　それでも、表面上は通りに人が出てにぎわっている様には見える。

（だが、流民の数は間違いなく増えてるな）

　亮真は横道裏に蹲うずくまっている女や子供達にチラリと視線を向けた。

「ルピス女王の統治があまり上手くいっていないのかもしれませんね」

「だろうな……」

　サーラの言葉に亮真は鋭するどく舌打ちをすると忌いま々いましげに王城を睨にらむ。

（自分で主導権を握にぎると言っておきながらこの体ていたらくか……つくづく救われないねぇ）

　政治には理想が必要だ。

　それを否定するつもりは亮真にもない。

　だが、何よりも重要なのは理想よりも結果だと亮真は考えている。

　どんな理想も実現出来なければ害悪でしかないのだ。

「だがまぁ、これなら住民の確保はそれほど困らないだろうな」

　流民は家や土地を捨てた人間の総そう称しようである。

　難民とほぼ同じ意味合いだが、戦争や宗教弾だん圧あつによって自分の国を追われた民を難民と言うのに対し、流民は経済的な理由で家や土地を奪うばわれた人間に使う場合が多い。

　まぁ、どちらも帰る家を失い行く当てもない人々だ。

　彼らの前には二本の道しかない。

　奴隷として売られるか、誰かに顧みられる事もなく道みち端ばたで死ぬかだ。

　残念ながら現代社会と違ちがい、この大地世界には国家からの生活保護も、ＮＰＯからの援助も存在しない。

　弱者は自らの力で自分を救うより他に、この困難から助かる方法はないのだ。

　そんな彼らなら、たとえウォルテニア半島という未開の土地でも、移住を選せん択たくする可能性は大いにあるだろう。

「ルピス女王も厄やつ介かい払ばらいが出来ますからね。特に反対はしないと思います」

「あぁ。俺達には好都合だな。だがなんでこんなに悪化してるんだ？」

　ローラの指し摘てきどおり、ルピス女王は喜んでピレウスに屯たむろする流民がウォルテニア半島へ移住する事を許可するだろう。

　彼ら流民の存在は治安の低下を生む。

　王都に留まられるくらいなら、彼らを半島に追いやったほうがルピスにとっても得なのだ。

　ここで問題になるのは、何故この一年余りの間に流民が増えたのかだ。

　無論、どんな世界でも運の悪い人間は存在する。

　博打ばくち好きで借金をこしらえる人間も居るし、病気や怪我けがで働けなくなり家を失った人間も居るだろう。

　一年前にもそういう人間はこの王都に少なからず存在した。

　しかし、路地裏で座すわり込んでいる人間の数は確実に一年前より増えている。

　未いまだローゼリア国内に戦火は及んでいない。

　それにもかかわらず流民の数が増えているとなれば、ルピス女王の政治に問題が有る何よりの証しよう拠こであろう。

「可能性としては、貴族が税の搾しぼりをきつくしたか、官かん僚りようの汚お職しよくってところだろうな……」

　他に原因が有るのかもしれないが、一番可能性が高そうなのはルピスが政治の実権を握ったせいで逆に現場レベルで混乱をきたしている可能性だ。

（日本でも野党が政権を取った際には、随ずい分ぶんと省庁で混乱が起きたって話だったからな）

　この世界へと召喚される前に自宅で見たニュースが亮真の脳裏に過る。

　当時は、これで全てが良くなると国民は野党の勝利に酔よいしれた。

　だが、現実はそんな理想論など簡単に吹ふき飛ばす。

　理想を掲かかげた改革者が、既き得とく権益を守りたい人間と衝しよう突とつするのは良くある事。

　そんな状況に直面した人間に残された手段は二つ、理想を実現する為に力でねじ伏ふせるか、理想を捨て現実を選ぶかのどちらかしかない。

　それは結局、民衆の支持を得るためというお題目で、耳に心地ここち良よい言葉を並べる候補者が選挙に勝つという民主主義の弊へい害がいなのだろう。

　たった数年で、そんな理想しか言わない無責任な野党の姿を知った国民が、選挙でかつての与よ党とうに投票したのは当然の事だ。

　まぁ、日本の政治の話はさておいて、どちらにせよ、今のイピロスの状況を見るにルピスの統治は上手くいっていないのだろう。

（かなり孤こ立りつしてるな、こりゃ）

　王国の首都でこの有り様ならば、地方の貴族領がどんな状態かは想像するに難かたくない。

　そうなると一つ大きな問題が出てくる。

　ラディーネ王女の動向。

　こういった政情不安の状態の時には、現状を打破しようと言う勢力が必ず台頭してくるだろう。

　そして必ず乱が起こる。

　戦いくさにまで発展するか、穏やかな政権交代で済むかは別にしてだ。

　こればかりは王政を敷しくローゼリア王国では避さけようがない。

　内乱終結時、亮真はローゼリア王国の寿じゆ命みようを五年と予想したのだが、どうやらそれよりも短くなりそうな気配だ。

（こっちに飛び火してこなけりゃいいが……無理だわな）

　いくら距きよ離り的てきに離れ、長年放置されてきた辺境の土地であろうと、ウォルテニア半島はローゼリア王国の一部だ。

　同じローゼリア王国という船に乗っている以上、影えい響きようを受けないと言う訳にはいかないだろう。

（まぁ、その辺もボルツと厳翁に任せるしかないか）

　エレナの手紙を読んだ後、既すでにある程度の対応方法は相談済みだ。

　本来ならば側近全員を連れ援軍に参加したいところだが、セイリオスの街を空には出来ない。

　今の人員で内政を任せる事が出来そうな人材というと、長年、傭兵団【紅べに獅じ子し】の裏方としてリオネをサポートしてきたボルツくらいだろう。

　亮真は集団の最さい後こう尾びで周囲に目を配っているボルツへと視線を向けた。

　ボルツ自身は戦場に出られない事が不満のようだが、亮真は彼の人ひと柄がらと内政的な手しゆ腕わんを高く買っている。

　確かにボルツは教育を受けていない。

　平民として生まれた以上、この大地世界では致いたし方かたのない事だ。

　だが、世間というものを実体験で知っており、その経験を活いかすだけの知ち恵えが彼にはある。

　長年の傭兵稼業の合間に文字の読み書きや計算も会え得とくしている。

　武人型の多い今の状態で、専門ではないにせよ内政的な能力を持つ人間は実に貴重だ。

（成り行きとは言え、そういう意味では感謝するしかないな）

　亮真はボルツと出会えた幸運を噛かみ締しめながら城の跳はね橋ばしを渡わたった。

　城内に入り案内された一室で一息入れていると、サーラが声をかけて来た。

「亮真様……少しよろしいですか？」

　周囲に人がいない事を確かく認にんした上で話しかけてきたところを見ると、あまり他人に聞かせたくない話らしい。

「あぁ、どうかしたのか？」

　亮真は穏やかな笑みを浮かべながらサーラへ視線を向ける。

「いえ……ただ、何故亮真様がネルシオスさんの言われた援助を断られたのかが少し気になって……」

　先日の会議の後の話だ。

　戻ってきたネルシオスは室内に残っていた亮真に対して、かなり好条件といえる提案を行った。

　具体的に言うと、人間とエルフの融ゆう和わを目指し、若手のエルフ達を半島の守備に回すと言ったことがメインだったのだが、亮真はその場で断ってしまう。

　そして亮真は、それ以降誰にもその話をしてはいなかった。

　ただ一人、その場で成り行きを見ていたのはたまたま室内に残っていたサーラだけだったが、彼かの女じよには何故断ったのか理由が分からない。

　あの時から一人で考えていたのだが、どうしても答えが出ないのだ。

「あぁ、この前の話か」

　亮真は納得したかのように大きくうなずくと、静かに問いかけた。

（なるほど、一人で考えて答えが出なかったか）

　一人思おもい悩なやむサーラの姿が頭に浮かび、思わず顔がにやける。

（実に良い傾向だな）

　亮真はサーラに高い期待をしている。

　最終的には、自分の補ほ佐さ役やくとして姉のローラと共に今以上の力を発揮して貰いたいと考えていた。

　その為ためには、自分で考えるという姿勢が必要不可欠なのだ。

「サーラが気になっているのは、俺があの場でネルシオスさんの提案を断った事。そして、みんなにその話をしなかったことの二点かな？」

　亮真はサーラの感じた疑問を確認した。

「はい。その通りです」

　サーラがその場で聞いた限りでは、かなり有利な条件だった。

　若手のエルフが半島警備に回るのも、エルフの持つ技術の提供も今の亮真達にとっては大きな助けとなるはず。

　特に、セイリオスの街へ若手を移住させるという提案は亮真の理想を実現するためには、とても魅み力りよく的てきなように思える。

　実際、亮真が亜人との融和を目指していることは誰だれもが知っていた。

　融和を目指さないのであれば、今いま頃ごろ亮真は亜人達たちを攻めているだろう。

　海かい賊ぞく達を滅ぼしたのと同じようにだ。

　だから、せっかくのネルシオスからの提案をその場で断った意味がサーラには分からない。

　それに、結果的に断わるにせよ、その場での回答は一いつ旦たん保留にし、ローラやリオネ達全員の意見を聞くのが今までのやり方だった筈はずだ。

　それをしなかったという事は、周囲の意見を聞くまでもない事案だと亮真が判断したという事になるのだが、サーラにはその理由が分からないのだ。

「簡単さ。あれはネルシオスさんが俺おれを試ためしたんだよ」

　何でもないことのように言い放った亮真の言葉にサーラは困惑を隠せなかった。

「試した……ですか？」

　少なくとも、サーラが聞いた話に亮真を試す様な要素があったとは思えなかった。

「あれはね、俺っていう人間がどこまで本気で亜人との融和を考えているのかを探ろうとしたのさ。サーラは何故なぜ俺がネルシオスさんをあの場に呼んだか分かるかい？」

　亮真の問いにサーラは躊躇ためらいがちに自分の考えを口にした。

「人間と亜人の融和……その思いを伝える為ですね？」

　サーラの言葉に無言で亮真は深く頷うなずいた。

　彼女は亮真の思いを確実に理解している。

「でも、それならばネルシオスさんの提案は渡りに船だったのではないでしょうか？」

「確かにね……だが、それが実現してしまうと逆に俺達が困ったことになる」

「困る……ですか？」

　サーラの困惑した表情に苦笑いを浮かべながら亮真は静かに頷いた。

（まぁ、まだ理解出来ないのも仕方ないか）

　それは経験の差なのかもしれない。

　あるいは才能か。

　どちらにせよ、それは支配者にとって絶対に必要な能力の一つだ。

　ルピスなどはそれが欠けているために全すべてを失いかけているのだから。

「簡単さ。俺達は亜人に対して何の忌き避ひ感もない。だが、それは今セイリオスに居る人間だけの事情だ。今後ウォルテニア半島に移住してくる平民がどう思うかまでは予想出来ない。違うかい？」

「それは……」

「それに、問題は俺達だけじゃすまない」

「というと？」

「南にはめんどくさい連中が居るだろう？　神の名を騙かたるとんでもないのが」

　その吐はき捨すてる様な侮ぶ蔑べつの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、サーラは亮真が一体何を気にしているのか瞬しゆん時じに悟った。

「光神教団……」

　サーラの中で、独立していた様々な事こと柄がらがパズルのピースの様に嵌はまっていく。

（そうか、私も姉様も中央大陸出身だからあまり気にしていなかったし、今、亮真様の下にいる人間のほとんどは傭兵か奴ど隷れい出身。それほど厳格に光神メネオースを信しん仰こうしている訳ではない。でも、新たに移住してくる農民がどうかまでは分からない……）

　光神教団の本ほん拠きよ地ちである聖都メネオースは南部諸王国とキルタンティア皇国の境目辺りにある。

　距離的な問題で、西方大陸東部や北部では比ひ較かく的てき緩ゆるやかな信仰ではあるものの、信仰の度合いは個人差があるだろうし、下手をすれば武装蜂ほう起きが起こるかもしれない。

　無論、所しよ詮せんは平民だから武力鎮ちん圧あつは容易たやすいだろうが、亜人達の人間に対する感情は確実に悪化するだろう。

「それに、ネルシオスさんの話は元々ありえないんだ。あの人は確かに黒ダークエルフ族の部族長だが、独裁者じゃない。ディルフィーナに聞いた限りでは、合議制の様な制度で運営しているらしいから、あの人の考えだけで亜人全体が動くなんて事はないのさ」

　ネルシオスは確かに有力者だろうが、独断で兵を動かすことは難しい。

　ましてや、亜人達の迫害の歴史はそう簡単に拭ぬぐいされるものではないのだ。

「ネルシオスさん個人の感情はともかく、人間への恨うらみが捨てられない奴やつもいるだろうから、歩み寄りには当然時間が必要さ。勿もち論ろん俺達の方にもね」

「それじゃ、ネルシオスさんの提案は……」

「俺が現実を見ているか試したって訳さ。俺の理想は認めても、それを実現するだけの資格と覚かく悟ごが有るのかをね。もし俺がネルシオスさんの提案に飛びついていたら、あの人は二度と俺を信じなかっただろうな」

　そう言って静かに笑みを浮かべる亮真を見たサーラは、自分の背中に冷たい物が滑すべり落おちるのを感じた。

（この人の目は何を見ているのだろう。遠くの理想？　近くの現実？）

　そんな思いが、サーラの心に浮かぶ。

「失礼いたします。謁えつ見けんの間へどうぞ」

　突とつ然ぜん部屋の扉とびらを軽く数度叩たたかれ、鎧よろいに身を固めた近この衛え兵へいが亮真を呼びに来た。

「さて……それでは行きますかね」

　そう言うと亮真は浮かんでいた笑みを消し去り、椅子から立ち上がった。

　重苦しい空気が謁見の間を覆う。

　赤い絨じゆう毯たんを挟はさんで左右に立ち並ぶ警護の騎き士し達の顔には緊きん張ちようの色が浮かんでいた。

　それもある意味当然の事だろう。

　これから内乱を終結に導いた救国の英えい雄ゆうと、それを排はい除じよしようとした支配者が久しぶりに顔を合わせるのだから。

　衛兵や文官、そして有力貴族の面々。

　この場に立ち並ぶ全ての人間の視線が、跪ひざまずいて女王の入室を待つ男とその背後の側近達へ注がれていた。

　玉座の前で亮真が跪き顔を伏せていると、衣きぬ擦ずれの音と共に頭の上からルピスの声が響いた。

「顔を上げなさい」

　鈴すずの鳴る様な声。

（相変わらず美しいが……少しやつれたようにも見える……か）

　そんな思いが胸中を過よぎる中、視線をルピス女王の側へとずらす。

（こっちも相変わらずだな）

　ルピス女王の左手に立つメルティナが挑いどみかかるかのような鋭い視線を向けているのを感じ、亮真の唇が軽く歪ゆがんだ。

　傍かたわらにメルティナを控ひかえさせているのは、初めて会った時と同じだ。

「久しぶりね、御子柴男爵」

「お久しぶりでございます。陛下」

　ルピスの声に従い、跪いたまま亮真は穏おだやかな笑みを浮かべながら顔を上げた。

　彼かれの顔には、ルピス女王への嫌悪も怒いかりも侮蔑も何も浮かんではいない。

　完かん璧ぺきな貴族の作法。

　そして、人の良さそうな穏やかな笑み。

　その姿を見て、謁見の間を覆う空気が緩んだ。

　表立っては言葉にしないものの、上層部のほとんどがルピス女王と御子柴亮真の間にある確かく執しつを理解していた。

　この場に居る彼かれ等らは、この会談がかなり刺とげ々とげしい展開になるのではと心配していたのだが、思いの外に和なごやかな滑すべり出だしである。

　彼らが胸を撫なで下おろしたのも当然だった。

　だが次の瞬間、ルピスの口から放たれた言葉に彼らの顔が一いつ斉せいに強こわ張ばる。

「状じよう況きようはエレナの手紙にも書かれていたと思うから単刀直入にいうわ。貴方あなたにはエレナの補ほ佐さとしてザルーダへ援えん軍ぐんに参加して貰もらいたいの」

　その言葉に成り行きを見守っていた周囲の人間達は一斉に息を呑む。

　彼らは皆みんな、ある程度形式的な挨あい拶さつを交わした上で用件を切り出すものだとばかり思っていた。

　何しろこれまでの経緯いきさつが経緯だ。

　だが、ルピスの選択は違ったようだ。

　単刀直入。

　形式を重んじる貴族にとってはあまり好ましい手段ではないのだろうが、無む駄だな形式を嫌きらう亮真にとっては好印象だった。

　周囲が固かた唾ずを呑んで見守る中、亮真は穏やかな笑みを浮かべるとしっかりとした声で答えた。

「喜んでお引き受けいたします」

　それは予想外の言葉。

　周囲はもとより、頼たのんだルピス女王自身が驚おどろきを隠せなかった。

「本当に良いの？　勿もち論ろん、事前に伝えている様にこちらでも食料や武具をはじめとして、出来る限りの援助はさせてもらうつもりだけれども……」

　衝しよう撃げきから立ち直ったルピス女王が、亮真へ探さぐる様な視線を向けて来た。

（そんなに信用がないかねぇ……）

　自分に向けられる周囲の視線にも疑ぎ惑わくの色が混じっているのを敏びん感かんに感じとり、亮真は心の中で軽く舌打ちをする。
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　とはいえ、今回は亮真の方が間ま違ちがっているだろう。

　何しろ今までの自分の行動を顧かえりみれば、周囲からどんな目で自分が見られているかなど分かりそうなものだ。

　だが、続けて言い放った亮真の言葉に周囲がどよめく。

「勿論です陛下。必ずや陛下のご期待に応こたえて見せます」

「本気……なの？」

　ルピス女王の目に不安の色が浮かんだ。

　確かに、彼女が心配するのも道理。

　どう考えても無む茶ちやな話なのだ。

　それが分かっているからこそ、ルピス女王は自ら亮真に対して食料や武具の援助を申し出たのだから。

　御子柴亮真という人間を知っている者ほど、目の前の光景が信じられないだろう。

　そう思われる理由は彼の性格的な部分に因るところも大きいが、何よりウォルテニア半島などという未開の辺境を領地にしている事が最大の理由だ。

　長年王国から見捨てられた魔ま境きようにして税を納める民すらいない土地。

　現実的な問題として、あんな土地を押おしつけられてから、この短時間で兵を出すだけの力を蓄たくわえられる訳がないのだ。

　当然、この謁見の間に立ち並ぶ殆ほとんどの人間は亮真がルピスの要よう請せいを断ると思っていた。

　そう思わなかったのはエレナを筆頭に、御子柴亮真と個人的な交流を持っており、より良く彼の性格を知る一ひと握にぎりの人間のみだ。

「ただ、幾つか陛下にお願いがございます」

　亮真の言葉に、再びどよめきが謁見の間を包つつむ。

（まぁ、当然でしょうね……）

　ルピス女王は大きく息を吸い込むと、心を落ち着ける。

　表面上は落ち着いて見えてはいたが、ルピス自身、内心では自らの頼みを拒きよ絶ぜつされると覚悟していたのだ。

　逆にあまりにもあっさりと受じゆ諾だくされてしまい一旦は毒気を抜かれたが、流石さすがに目の前の男は甘あまくは無い。

　人の良さそうな笑みを浮かべた老ふけ顔がおの男だ。

　体格は良いが、どちらかといえば凡ぼん庸ような容姿。

　だが、ルピスはイヤと言うほど理解している。

　目の前の男が血肉を貪むさぼる凶きよう獣じゆうである事を。

　当時公こう爵しやくだったゲルハルト子し爵しやくが、前の国王でありルピスの父であるファルスト２世の子としてラディーネ王女を担かつぎ出したのは、僅わずか一年半ほど前の事。

　当時、ルピス女王は無力な裸はだかの王でしかなかった。

　近衛と親衛の二つは、共に王家の盾たてと矛として王権を支える切り札的存在である。

　その騎き士し団だんの八割方をホドラム将軍に牛ぎゆう耳じられていたルピスにとって、頼たよれるものは長年自分の警護役として仕えてきたミハイル・バナーシュと、メルティナ・レクターの二人だけだ。

　希望の光すらない状況。

　そんな時だ。

　ルピス女王の前に彼は現れた。

　最初、貴族派の策さく謀ぼうによって窮きゆう地ちに立たされたという目の前の男を、ルピスは信じなかった。

　亮真の提案を受けたのは、彼の言葉を信じたというよりは、このまま何もしなくては自分の未来がない事を知っていたからに過ぎない。

　何かの役に立てばいい。

　そんな消極的な気持ちからの行動だったのだ。

　だが、あの会談の後、亮真は瞬またたく間まに状況をひっくり返して見せた。

　中立派と呼ばれる貴族達を切きり崩くずし、テーベ河では橋きよう頭とう堡ほを造る為に数千の敵兵を溺でき死しさせてみせた【イラクリオンの悪あく魔ま】。

　狡こう猾かつで残ざん忍にんで冷れい酷こく……必要ならどんな手段でも取れる男だ。

　だが、その一方で彼はルピスに対して真摯で誠実だったと言える。

　何しろ、彼は一度としてルピス女王に嘘うそを告げたことはなかった。

　少なくとも、後背定かならぬ貴族等などより余よ程ほど信じられたのだ。

（それなのに、私は彼を裏切った……）

　確かに表向きは戦功の褒ほう美びとして貴族に叙じよし、ウォルテニア半島と言う領地を与あたえ厚こう遇ぐうした。

　だが、それが目の前の男に対しての恐きよう怖ふ心しんから出た行動なのは、ルピス女王自身が一番理解している。

　いや、長年王国から放置されてきた税収も期待出来ないような未開の辺境を領地として与えておきながら、厚遇も糞くそもないだろう。

　実際、ローゼリア王国の支配階級では公然の秘密だ。

「言ってみなさい」

　ルピスは覚悟を決めた。

　決断したのは自分。

　だから、責任は全て自分にある。

　ルピスは国を守るためにどんな条件でも呑もうと心に決めた。

　それがどれほど痛みの伴ともなう要求でも。

　他にこの国を守る手段は残されていないのだから。




　その夜、王城の一室で亮真はエレナの訪問を受けていた。

　ソファーに腰こしを下ろし、二人は視線を交わす。

「思ったよりも早い再会だったわね」

　エレナは母親の様な優やさしい笑みを浮うかべて亮真の顔を見つめる。

「えぇ。俺も驚いていますよ」

　卓たく上じように置かれたランプの光が、エレナの顔を照らし出す。

（少しやつれたかな）

　エレナの言葉に頷きながら、亮真の視線はエレナの顔に刻まれた小こ皺じわに向けられた。

　謁見の間で見たときには遠目だったため気がつかなかったが、相当苦労しているらしい。

「あの忠告はもう無駄になってしまったかしら？」

　エレナと別れる際に亮真が送った忠告の事だ。

「えぇ。正直に言ってこれ程ほど悪くなるとは思いませんでしたよ……エレナさんにはなんて言ったらいいか……」

　亮真は隠すことなく自分の考えを告げた。

　自分の家族を殺したアーレベルク将軍への復ふく讐しゆうを認めると言う代価と引ひき換かえに、引退していたエレナを現職に復帰させたのは亮真自身だ。

　泥どろ船ぶねに近いローゼリア王国という船に乗せた責任は免まぬがれない。

　その思いが、亮真の背中を押した。

「やはり……あの時、ゲルハルト子爵を処しよ刑けいしておくべきだったわね」

　ため息混じりに呟つぶやくエレナの言葉に亮真は首を振ふった。

「今の状況を見ると、仮にあの時、ミハイルさんを見捨ててゲルハルト子爵を処刑したとしても結果は大差ないでしょうね」

「王の資格がないと？」

　亮真の顔に向けられたエレナの目が鋭さを増す。

　それは国王を誹ひ謗ぼうしたに等しい言葉だ。

　だが、そんなエレナの視線を受けても、亮真は悪びれる様子を見せない。

「失格とは言いませんが、あまり適性がないのは事実でしょうね。まぁ、誰か信頼出来る人間が実権を握り、彼女が象しよう徴ちよう的てきな存在で治めるならかなり結果は変わったでしょう」

　肩かたをすくめて答える亮真にエレナの目は鋭さを失い、悲しそうな表情を浮かべた。

　悔かい恨こん。

　それがエレナの心に突つき刺ささる。

「そうね……確かにその方がこの国にもルピス陛下にとっても良かったでしょうね。もし、貴方の様な人が彼女の支えになってくれていれば……」

　それはエレナの本心であると同時に、仮定するだけ無駄な意味の無い空想だった。

　内乱時の戦功が有るとはいえ、ローゼリア王国の国民ですらなかった亮真に対して、血統や門もん閥ばつで固められたこの国の貴族や上級騎士達の反発は強い。

　彼らは自らの家いえ柄がらや血けつ縁えんを誇りにする一方で、平民に対してはかなり強きよう硬こうで高圧的な考え方を持っている。

　中には、自分達を神に選ばれた特権階級だと本気で考えている人間すらいる始末だ。

　そんな彼等が、平民上がりの貴族を自分達の仲間であると受け入れてくれるはずもない。

　それでも、同じローゼリアの民ならば納なつ得とく出来る部分もあるのだ。

　たとえ、不承不承ではあったとしても。

　しかし、御子柴亮真は違う。

　彼はどこの馬の骨とも分からないただの傭よう兵へいでしかない。

　確かに亮真は男だん爵しやく位に叙されローゼリアの貴族の一員にはなったが、それは飼い殺し的な意味合いが強い為、声こわ高だかに問題視する人間がいないというだけの話でしかない。

　ウォルテニア半島という特とく殊しゆな地形が貴族達の拒絶を抑おさえ込んだだけで、通常ならばありえない措そ置ちだ。

　そんな国で、御子柴亮真がローゼリア王国の運営に携たずさわれるはずが無いのだ。

　無論、エレナ自身も平民出身ではあるが、彼女の場合は長い年月をかけて実績を積み重ね自分の味方を作ってきた。

　周辺諸国にまで広まった異名も大きいだろう。

　亮真とはあまりに立場が違いすぎた。

　全ての条件がエレナの言葉が有りえない事を示していた。

　それでも、エレナは悔くやしいのだ。

　もしかしたら。

　その言葉がエレナを縛しばり付つける。

「まぁ、その話は良いわ……」

　深くため息をつくとエレナは表情を引き締め、亮真に向かい合う。

　結局、全ては仮定に過ぎない。

　悔んだところで現実は変わらないのだ。

（今出来ることをするしかないのね）

　そう、今のローゼリア王国には大国の牙きばが迫せまっているのだから。

「それで？　何故あんな条件を出したの？」

　昼間の謁見の時に亮真が出した条件の事だ。

　亮真から出された条件の全てをルピスは承しよう諾だくした。

　ルピスにとってもさほど痛つう痒ようを感じない程度に抑えられていたのだから当然だろう。

　大臣達を含ふくめた会議に掛かけられる事なく、ルピスがその場で即そつ決けつした事からもそれは窺うかがう事が出来る。

　まぁ、亮真が即決出来るようわざと条件を抑えたと言うのが本当のところなのだが、彼らにしてみればそんなことは分からない。

「何か不ふ審しんな点でもありましたか？　エレナさん」

　エレナの問いに亮真は笑えみを浮かべて答えた。

　その表情からはとても裏があるようには見えない。

　だが、エレナには確信があった。

「不審？　そんなものはないわ。いいえ、なさ過ぎるのよ」

　断言するように語気を強めたエレナに、亮真は苦笑いを浮かべる。

「いや、ないのに責められるってどういう事ですか？」

　それは当然の反論だろう。

　不審な点があって問いただされるならまだ理解出来る。

　だが、不審な点がないのに問いただされるのは納得がいかなくて当然だ。

　しかし、エレナの表情は変わらなかった。

「亮真君……何を考えているの？」

　その目は真しん剣けんで、揺ゆらぎがない。

　納得のいく回答が得られない限り、エレナが引く事はないだろう。

（やれやれ……まぁ、確かにエレナさんから見れば不自然に見えるか）

　思わず亮真の顔に苦笑いが浮かんだ。

　別に大した裏がある訳ではないのだ。

　限りなく低い勝算を少しでも上げようと提案しただけの事。

　戦場に赴おもむく以上、最善を尽つくさなければ死ぬのは自分だ。

　そして、亮真の率いる事の出来る軍勢では、とても戦局を左右するほどの力はない。

　国同士のぶつかり合う戦場で、僅か数百の軍勢がどれほどの働きを出来るか。

　出来るとすれば隙すきを衝いての一いち撃げき必殺。そんな所だろうか。

　戦場での主役はエレナの率いる騎士団やミスト王国の援軍だろう。

　少しでもエレナの負担を下げようと言うのが本当の所だ。

　ただ、ほんの少し自分達に有利になるようにしただけ。

　迷めい惑わく料りようとしても破格の安さだ。

（仕方がない。エレナさんに不審をもたれちゃこっちが不味まずくなるからな……）

　亮真はため息を一つつくと、静かに問いかける。

「軍資金のことですか？」

　亮真がルピス女王に求めたのは、王都やその周辺に暮らす流民や鍛冶かじなどの特殊な技術を持つ平民達のウォルテニア半島への移住許可と、援軍に参加する為の一ヶか月げつほどの準備期間だけだ。

　技術者の移住が多少は問題視されたようだが、それでも声を大にして言うほどのことではない。

　流民の移住は悪化する王都の治安回復になるし、援軍に参加する為の準備期間として一ヶ月ならばむしろ短いとすら言える。

　となれば、エレナが気にしているのはルピスから援えん助じよの名目で得た金貨に換かん算さんして一万枚にもなる軍資金の件しかない。

「武具や兵ひよう糧ろうはこちらで準備すると伝えていた筈よ？」

　エレナは探るような視線を亮真へ向けた。

　正直に言って、軍資金の名目も不自然だし、額も少ない。

　ウォルテニア半島の開発に資金が必要なのはエレナも理解しているが、それなら正直に言えば良いだけのことだ。

　亮真に対して無理を強しいているのは誰もが知っている。

　ウォルテニア半島開発の為の資金援助を援軍参加の条件に付けても誰も文句は言わないだろう。

　何もこんな状況で軍資金などと名目をつける必要はないし、自分でそろえなくても武具も食料も王国側に準備して貰う方が遥はるかに楽な筈なのだ。

　だが、そんなエレナの当然の疑問に亮真は苦笑いを浮かべる。

「確かに、準備して貰った方がこっちも楽なのは確かですがね……でも、王都の今の状況を見たら怖こわくてとても任せられませんよ」

「どういう意味？」

　亮真の言葉に今度はエレナが首を傾かしげた。

「そのままの意味ですよ。陛下は今の王都を完全に掌しよう握あくしきれていない。自分の膝ひざ元もとですらそんな状況で、国内から物資を集めて管理出来ると思いますか？」

　亮真の言葉にエレナの顔が強張る。

「まぁ、陛下が直接集めるわけじゃ訳じゃないですけれど……ね」

　肩を竦すくめて含ふくみ笑わらいを浮かべる亮真に、エレナは背筋が冷たくなるのを感じた。

（この子……王都の状況からそこまで読み切ったというの？）

　確かにルピスの改革は決して上手うまく行っていない。

　いや、殆ど頓とん挫ざしたと言っても良いだろう。

　元々、ルピスは近衛騎士団の団長を務めていた所為せいで、あまり官僚や貴族達との接点がない。

　その結果、ルピスの目指す国王への権力の集権化は既き存そんの官僚や貴族達の権限を大きく制限するとして大きな反発を招いていた。

　彼らにしてみれば、右も左も分からない政治のど素人しろうとが王の権力を盾にして自分の領分を侵おかしている。

　そんなイメージしか持っていないのだ。

　これでゲルハルト子爵が死んでいたならば、彼らも諦あきらめたかもしれない。

　だが、ラディーネと言う王族を擁よう立りつしたゲルハルト子爵は爵しやく位いこそ公爵から子爵へと大きく下げたものの、実権という点では逆に強くなっていた。

　具体的にいえば頭である大臣クラスは確かに入いれ替かわった。

　ゼレーフ、ベルグストン伯はく爵しやくらを筆頭に、今まで中立派として不ふ遇ぐうな毎日を送ってきた貴族達が就任している。

　だが、実際に彼らの命令を実行するのは、ゲルハルトが実権を握っていた時代から仕える中級下級の官かん僚りよう達たちだ。

　その彼らにそっぽを向かれて国が上手く動くはずがない。

　実際、ザルーダへの援軍が決定してから今まで、王都を中心に武具や兵糧など物資の調達を命じていたが、必要な三分の二程度が集まったにすぎないのだ。

　無論、ザルーダ王国からも物資の補給は貰う事が出来るだろうが、全てを援軍に赴く国へ任せる訳にはいかない。

　それに援軍に赴く以上、何らかの理由で食料が足りなくなっても現地で略りやく奪だつする訳にはいかないのだ。

　自分達である程度の準備をしていくのは当然の事と言える。

　実際、ミスト王国も威い風ふう堂どう々どうとした騎士団を先頭にした軍の後ろには、多くの物資を満まん載さいした荷車が続いていた。

　食しよく糧りようはもとより、予備の武具や馬の飼い葉。負傷した兵の為の医い療りよう品ひん。

　恐おそらくミストとしてはザルーダ側への援助も含まれているのだろう。

　西方大陸有数の交易都市であるフルザードを有するミスト王国の経済力を見せつけられた形だ。

「亮真君……貴方」

　エレナは言葉を失った。

　目の前の青年はこの若さで軍とは何かを知っているのだ。

　軍とは巨きよ大だいな生き物に等しい。

　それも膨ぼう大だいな物資を食い散らすだけで、自らは何も生み出さない巨きよ獣じゆう。

　その癖くせ、餌えさが不足すればたちまち軍と言う生き物は暴走を始める。

　だが、それを理解する人間は少ない。

　軍人でも上級幹部と呼ばれる一部の人間以外、この感覚は身に付いていないだろう。

　だが、驚く一方でエレナの心にある疑問が浮かぶ。

（この子……一体どこから調達してくるつもりなのかしら？）

　確かに、物資は必要だ。

　そして、ローゼリア王国の政府にそれらの物資を調達する能力がない事も理解出来る。

　だから、軍資金の話は分かるのだ。

　だが、幾いくら金が有っても物資を売って貰えなければ意味がない。

　軍が消費する物資の量はけた外れだ。

　エレナの率いる一個騎士団と、亮真の率いる数百人の兵士。

　両者を合わせても三千にも満たない数ではあるが、それでも街中の商店で買かい揃そろえる事の出来る量ではない。

　それなりの規模を誇ほこる商会に依い頼らいするより他に選せん択たく肢しはないのだが、一見の客ではそんな注文を受ける商会などないだろう。

　それなりに実績がなければ、商会とて請うけ負おうことは出来ない。

　仕入れにはリスクが付きまとうからだ。

　だが、そんなエレナの疑問を亮真は笑い飛ばした。

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶですよ。正直なところ、先方とは既に話は出来ているんで。後は金を支し払はらうだけですから」

「え？」

　何でもないことのように軽く言い放った亮真の言葉に、エレナは思わず問い返した。

「イピロスの商会に既に話を通しているんですよ。まぁ、幸運でした。だから、向こう半年の物資はこちらでも確保しているんです」

「そう……それで一ヶ月なのね」

　エレナの口から深いため息が零こぼれる。

（心配するだけ無駄だったわね……）

　何のことはない。

　目の前で悠ゆう然ぜんと穏やかな笑みを浮かべるこの老け顔の男は、全ての準備を整えた上でこの王都へとやってきたのだ。

　エレナの手紙が来る前から、呼び出される可能性を考えていたとしか思えない様な手て際ぎわの良さ。

　亮真は自ら進んでこの国の為に働こうとしている。

　それは本来喜ぶべきことだ。

　だが、過去の仕打ちを考えればそんな事はありえないのだ。

（一体何時から……いえ、そうじゃない。一体何のために？）

　エレナは自らの心にわき起こった疑問を亮真へ問いかけはしなかった。

　言葉に出したら全てが崩れる……そんな気がして。







第四章　西へ







　イピロス郊こう外がいの平野に兵士の一団が野営していた。

　兵士の数は三百名前後と言ったところか。

　それに、みすぼらしい服を着た男達が百名程地べたに腰を下ろしていた。

　黒く染められた革の鎧を身につけた兵士達が、幼さの残した顔に似合わぬ鋭するどい眼めを周囲へ配る。

　突然、風に吹ふかれて野営地に掲かかげられた黒染めの旗が翻ひるがえった。

　旗に縫ぬいとられた意い匠しようは剣けんに絡からみついた金と銀の鱗うろこを持つ双そう頭とう蛇じや。

　その蛇へびの赤い眼は爛らん々らんと輝かがやき、周囲に妖あやしい光を放つ。

　周囲を威い圧あつするかのような風格漂ただよう旗。

　もっとも、この野営地にいる誰もがこの旗を誇りに思い、敬意を持って見上げる。

　剣は力を表し、それを守るようにからみつく双頭の蛇は政略と謀ぼう略りやくの証あかし。

　それはまさに、自分達の主人を体現するかのような意匠であり、自分達の手で育はぐくんで行く新たな国の証なのだから。

　野営地の南側に止められた十台もの荷馬車の上から兵士達の声が次々と響ひびいた。

「魚の塩しお漬づけ四十樽たる」

「干したデーツ五十樽」

「豚ぶたの干し肉五十樽」

　次々に降ろされる積荷。

　樽に詰つめられたそれらの中身を一つ一つ確かめていくのは地味につらい作業だ。

「大変でしょうけど、もう少しで終わります。頑がん張ばってくださいね」

　ローラの言葉に兵士達は無言で頷くと、再び確かく認にん作業に戻もどる。

　その傍らで、恰かつ幅ぷくの良い商人らしき男が兵士達の声に合わせて、手にした羊皮紙の束をせわしなくめくる。

「これで全部ですか……いやはや、ザルツベルグ伯爵様のお声こえ掛がかりとはいえ、この量を短時間に揃えるのは苦労しましたよ」

　ようやく全ての荷台を確認し終え、商人は大きくため息をついた。

　この商人が野営地に運び込んだ荷車だけで十台。

　その荷台に山積みされた荷を一つ一つ台帳と照らし合わせて確認をするのだ。

　商人自身は帳面をめくるだけで肉体労働はしていないものの、ローラの立ち合いの下で行われている以上、実に気を遣つかう作業と言えるだろう。

　商人の顔に疲ひ労ろうの色が浮かぶのも当然の事だ。

　それでも二時間近くかかった作業が終わり、その丸々とした顔に笑みが浮かんでいた。

　実際、この取引が無事に成功すれば、商人の懐ふところにはかなりの金額が支払われる予定になっている。

　それも、このやり手の商人でもめったにお目にかかることの出来ない金額が。

　だが、商人の顔色は次の瞬間、見事なまでに青ざめる。

「確かに無理な願いである事は分かっています。でも、その分を上乗せしているでしょう。それも、ずいぶんと割高の様ね？」

　手に持った羊皮紙の束に視線を落としながらぼやく商人へ、ローラは冷たい目を向けた。

　検品の結果、品数にも品質にも問題はないが、ローラへ差し出された請せい求きゆう書しよの金額はあまりにも高い。

　実際のところ、ここにいる商人は皆、商売熱心であり油断のならない相手だった。

　それこそ、下手な貴族より商談や交こう渉しよう事に手慣れておりかなり強したたかな存在だ。

　彼らは抜ぬけ目めなく、自らの利益を少しでも増やすために虎こ視し眈たん眈たんと機会を狙ねらっているのだから。

　ローラの前で、満面に笑みを浮かべながらせわしなく羊皮紙をめくっていた商人も同じ。

　この人の良さそうな笑みを浮かべた恰幅の良い商人もまた、見かけほど善人でもなければ甘くもないのだ。

「御ご冗じよう談だんを。ザルツベルグ伯爵様にお納めしているのと同じ値段ですよ」

　商人はさも心外だと口をとがらせ抗こう弁べんする。
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　さりげなくザルツベルグ伯爵の名前を出すところがこの商人の狡こう猾かつなところだろうか。

　確かに、ザルツベルグ伯爵の名を出されれば、爵位の下の貴族は何か不審な物を感じたとしても口を閉じるしかなくなる。

　下手に騒さわぎを起こし、ザルツベルグ伯爵の耳にでも入ればどんな事になるか分かりはしないのだ。

　そんな恐きよう怖ふが彼らの心を縛るのだ。

（全く……どいつもこいつも……）

　ここ数日の間、幾いく度どとなく繰くり返かえされてきた茶番。

　初めは面白おもしろくとも、同じ演目が繰り返されれば興も覚めてしまう。

　ローラは小さくため息をついた。

　この商人の運んできた品は干し肉や干し魚といった保存の利く食糧。

　一いつ般ぱん家庭でも日常的に消費される品であるため、確かに量をそろえるのは大変だっただろうが、商人がローラへと差し出した羊皮紙に書かれた金額は頂けない。

　亮りよう真まからは無理を言った手前、一割程度の上乗せならば黙だまって支払うようにと言われていた。

　だが、幾ら何でも五割増しの請せい求きゆうは阿あ漕こぎに過ぎるだろう。

　市場の価格調査は事前に行っているし、正直なところ目の前の商人以外からも同じ量を購こう入にゆうしているのだ。

　それらを見比べれば適正な値段というものは簡単に割り出す事が出来る。

　相手の言い分を鵜う呑のみにして、商人達の口車に言いくるめられるほど亮真達は甘くないのだ。

　だから、ローラは何の躊躇ためらいもなく目の前の狡ずる賢がしこい商人へ告げた。

「そう？　なら持って帰って頂ちよう戴だい。他の商会にお願いするから」

　確かに物資は必要だが、何事にも限度と言うものがある。

　ここは引くことが出来ない場面だ。

「な！　それはあんまりでしょう。ザルツベルグ伯爵のお声掛かりとあって我らもかなり無理を押して品物をそろえたのです。それを今いま更さら持って帰れとは……今後、ザルツベルグ伯爵様と我々のお付き合いにも差しさわりが出ますぞ？」

　ローラを女子供と甘く見たのだろう。

　商人はザルツベルグ伯爵が後うしろ盾だてにいると匂におわせながら脅おどしに掛かった。

（馬ば鹿かな男ね……）

　確かに、普ふ段だんならば効果があっただろう。

　だが、この直後に彼は自分の言葉を呪のろうことになる。

　ローラが商人を怒ど鳴なりつけようとしたその瞬しゆん間かん、二人に思いがけない人間が声を掛けて来た。

「一体どうしたのかね？」

　その声に聞き覚えのあった両人は後ろを振り返る。

　次の瞬間、彼の口から驚きの声が漏もれた。

「な！」

　商人の後にいつの間にか騎士達に守られたザルツベルグ伯爵の姿があった。

　少し前からそこにいたのだろう。

　笑いをこらえているのか、ザルツベルグ伯爵の口元が僅かに震ふるえていた。

「これはザルツベルグ伯爵様。ようこそおいで下さりました」

　貴族の作法に従いローラが完璧な動作で伯爵へ敬意を表す。

「うむ。御み子こ柴しば殿どのの遠えん征せいに伴い、別れの挨拶をしようと思ってな。事前に使いを出しておらんのだが、お時間はおありだろうか？」

　さも愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべるザルツベルグ伯爵は、鷹おう揚ような声でローラに尋たずねる。

「確かに出しゆつ陣じんの準備で忙いそがしいのですが、色々とご配はい慮りよを頂いております伯爵様の御越しとなれば、否と申すはずがございません」

「そうか……うむ、では案内を頼もう」

　ここでザルツベルグ伯爵は言葉を切ると、顔を青白く染めた商人へ視線を向けた。

「貴様はラフィール商会の者だな」

　ザルツベルグ伯爵は別段語気を強めた訳ではない。

　だが、商人はまるで死し刑けい宣告を受けたかのように身を強張らせる。

　イピロスの経済を握にぎる商会連合。

　その代表であるミストール商会の一人ひとり娘むすめを娶めとった領主の言葉だ。

　顔を恐怖で引きつらせたこの商人にとって、ザルツベルグ伯爵の言葉は冥府の裁判官から下される判決にも等しかった。

「御子柴男だん爵しやく殿どのはローゼリア王国の為ために身を粉にして働かれるのだ。お前達に色々と無理を頼んでいるのは分かっているが、その辺をもう少し考えてやってはくれないか？」

　それは命令ではなかった。

　ただ、御子柴亮真に配慮してやってくれという頼みでしかない。

　だが、その言葉の裏に隠かくされたザルツベルグ伯爵の真意が見み抜ぬけないほど、この商人は愚おろか者ものではなかった。

「た、大変失礼いたしました。何か手て違ちがいがあったようで……」

　商人はその場であからさまに値引くと言うような事をしなかった。

　ザルツベルグ伯爵もそれ以上何かを言う事はない。

　だが、彼は自らの意思が正確に伝わったと理解している。

「うむ、商会連合の皆には無理を強いているが、それも全すべてこの国の為だ。今後ともよろしく頼むぞ」

「はい。大変失礼いたしました。直ちに荷を改め直します」

　そう言うと、商人は脱だつ兎とのごとくこの場から走り去った。

　恐らく再度荷を改め直した結果、数か品物の等級が間違っていたと言う事にでもして値を下げてくるだろう。

（運が悪かったわね）

　ローラは目の前で顔に脂あぶら汗あせを浮かべながら再び荷の確認を始めた商人の顔を見つめ、心の中で笑った。

　この商人は、より多くの利益を求めた為に、普ふ通つうよりも値を下げる必要に迫られた。

　まぁ、こんな場所でザルツベルグ伯爵が声を掛けてくるなど予想出来る筈はずもないから、この商人は自分の欲の深さを反省するより、己おのれの運のなさを嘆なげくという方が適切だろうか。

「さて、それでは行くとしよう」

　何事も無かったかのようにザルツベルグ伯爵がローラへ案内を命じた。実際、彼かれにとっては取るに足らない出来事だ。

　欲深い商人をちょっとばかり窘たしなめてやっただけなのだから。




「まったく、貴公も人が良いな。いくら泣きつかれたとは言え、ザルーダへ援軍に赴くとは。命が幾つ有っても足りんだろうに」

　ローラに案内された天幕の中に入ると、ザルツベルグ伯爵は亮真の顔を見た途と端たんに唇くちびるを歪ゆがめて言い放った。

　もっとも、その表情には笑みが浮かんだままだし、ザルツベルグ伯爵の口調を聞いた限り、別に嫌いやみを言っている訳でもないらしい。

　どちらかと言えば、友人に対しての憎にくまれ口ぐちに近い感じだろう。

「お久ひさし振ぶりです。ザルツベルグ伯爵閣下。この度はいろいろとご助力頂きありがとうございました」

　素す早ばやく横に移動したローラから耳打ちをされた亮真は、驚おどろきの表情を浮かべることなく伯爵を出で迎むかえる。

「あぁ、つまらん挨あい拶さつは良い。貴公には今回の件で大分儲もうけさせて貰もらったからな」

　頭を下げようとする亮真を手で押しとどめ、ザルツベルグ伯爵は上じよう機き嫌げんで近くにあった椅い子すに腰を下ろす。

「とんでもございません。閣下にお口くち添ぞえを頂いた御お蔭かげで、順調に物資も集まっております」

「うむ。今後も、お互たがい持ちつ持たれつといこう」

　再び丁てい寧ねいに頭を下げた亮真を見て、ザルツベルグ伯爵は満足げな笑みを浮かべる。

　まぁ、それも当然のことだろう。

　今回、ザルツベルグ伯爵が行ったのは単にミストール商会の商会長である義父へ連れん絡らくし、商会連合に所属する全ての商会へ物資の確保を命じただけだ。

　伯爵自身が何か汗あせをかいたと言う訳ではない。

　たったそれだけの行動だが、ザルツベルグ伯爵の懐には多額の金が流れ込んで来たのだ。

　大量受注を仲ちゆう介かいしたとして、亮真から贈おくられたかなりの額の仲介料。

　それにプラスして商会連合側からも、相当な見返りを得ている筈だ。

　ザルツベルグ伯爵がどれくらい今回の物資購入で儲けたのかは不明だが、恐らく金貨一千枚を下る事はないだろう。

　そして、それだけの利益を伯爵にもたらしながら、亮真は決してそれを恩に着せようとはしなかったのもザルツベルグ伯爵にかなり好印象を与えている。

（まぁ、予想通りだったな）

　上機嫌なザルツベルグ伯爵の態度に、亮真は自分の予想が正しかったことを悟さとった。

　事実、ザルツベルグ伯爵の様な人間の考えなど、亮真には手に取るように分かる。

　彼の様な人間には幾つか共通するパターンがある。

　特に顕けん著ちよなのは、人に恩着せがましい態度を取られるのを嫌きらう点だろう。

　その反面、義理がたい一面もあるので、相手が下手に出ればそれなりの見返りをきちんと確保してくれる。

　ある意味では非常に付き合いやすいタイプの人間と言えるだろう。

　注意点は、相手のプライドを刺し激げきしないように気を付けることくらいだろうか。

「ところでエレナ・シュタイナーは既すでにザルーダへ赴いているのだったな？」

　ひとしきり場が和なごんだところで、ザルツベルグ伯爵が戦いくさの話題を口にした。

　元々武人肌はだな人間だけあって、今回のザルーダ王国へ向かう援えん軍ぐんについてもかなり強い関心があるらしい。

「えぇ、流石にこれ以上の遅ち延えんはザルーダにもミストにも良い印象を与えませんからね」

　正確には良い印象を与えないどころの話ではない。

　これ以上、時間を引き延ばしたらミスト王国はローゼリアに対して宣戦布告をした可能性すらあるのだ。

「まぁ、当然だろうな。ミスト王国にすればザルーダは最も大切な盾たてだ。良く一年以上も我が慢まんしたと言うべきだろう」

「ローゼリアの状じよう況きようを分かっていたのでしょう。それに、ルピス陛下が貴族達たちをまとめきれていない状況でローゼリア国内を通るのはミスト側も避さけたいでしょうからね」

「それでなくとも遠征は難しいのに、情勢が不安定な国を通るのは確かにな……」

　実際、ザルツベルグ伯爵の見立てはかなり正しい。

　軍を遠征させるのは実に難しい作業だ。

　故郷から切り離はなされた兵の士気を保つ事だけでも一苦労というのに、さらに物資の調達に始まり、留守中における国内の防衛など考えるべき項こう目もくは幾らでもある。

　まさに、頭痛の種が山盛りの状況なのだ。

　これに加えて通過する国が情勢不安となれば、幾らザルーダ王国へ援軍に出向きたくとも、ミスト王国が遠征を決断するのは困難だろう。

「貴公はこれからどうするのだ？」

「後数日で物資の購入が終わります。その後はイピロスを西に進んで、ザルーダ国内に入ります。後は街かい道どうを南に進んでザルーダの首都ペリフェリアに向かい、現地で先発したエレナさんと合流というながれですね」

「まぁ、当然の選せん択たくだろうな……後は貴公の運うん次し第だいか」

　何処どこかからかう様な視線を向けるザルツベルグ伯爵の言葉に亮真は無言で頷うなずいた。

　今更改めて言われるまでも無い事だ。

　運のある人間は生き残り、運のない人間は死ぬ。

　それは、大地世界アースでも裏大地世界リアースである地球でも変わりはないのだから。




　会談を終え、護衛兵士を引き連れて野営地を離れようとしたザルツベルグ伯爵は、ふと風に翻ひるがえる黒染めの旗へ視線を向けた。

（ふむ……蛇に剣か……全くあの男に似合いの意匠だな）

　少なくとも蛇は確実にあの男を的確に表している。

（あの男の思おも惑わくに乗っては見たが、さて、どうなるか見物だな）

　別に信しん頼らいも信用もしていない。

　ただ、あの男が利を齎もたらしたから、その代価として少しばかり自分の持つコネクションの力を貸してやっただけの事。

　会談で浮かべた友好さなど、所しよ詮せん上辺だけの見せかけに過ぎない。

　そして、それを共に理解している。

（あの男がザルーダを救えれば良し。ダメでも別にその時は北部の貴族共を纏まとめてオルトメアと交渉すれば良いだけの事だ）

　ローゼリア王国の存続にさえ固こ執しつしなければ、貴族が生き残る手段は幾らでもあるのだ。

　ただ、だからと言ってオルトメアに侵しん攻こうして欲ほしい訳ではない。

　戦には金がかかるのだ。

　たとえ直接矛ほこを交えなかったとしても。

　そして、その金はザルツベルグ伯爵の使える遊興費を確実に圧あつ迫ぱくしてくるだろう。

（あの男はあの意匠の通り蛇の知略を持っている……後は剣が司つかさどる武力か。意匠がただの虚こ仮け脅おどしかどうか見物だな）

　ザルツベルグ伯爵の顔に冷たい笑みが浮うかんだ。

　まるで、弱者が足あ掻がく姿を高みから悠然と見下ろすかのように……




　亮真とザルツベルグ伯爵との会談が終わって十日ほどが過ぎた。

　黒染めの鎧よろい兜かぶとに身を包つつんだ兵士達が、長い隊列を組みザルーダ王国の首都であるペリフェリアへ続く街道を南進して行く。

　その後ろに続くのは、荷台から溢あふれんばかりの物資を山積みした荷馬車の一団だ。

　遠く山脈の合間から差し込む真っ赤な夕ゆう陽ひを背景にして進む彼らは、まるで血に塗まみれた悪あつ鬼きの群れを見る者に想像させた。

「おい！　ありゃ、一体どこの貴族様の兵士達だ？」

　街道沿いの畑で畝うね作りをしていた中年の男が犂からすきから手を離すと、前に居る妻へと声をかけた。

　馬に引かせた犂を固定するのはかなりの重労働なので、一息入れたかったのも妻へ話しかけた理由だろう。

　男はしびれ始めた掌てのひらをこすり合わせながら、再び視線を街道へと向けた。

　その目には言い知れぬ嫌けん悪おの炎ほのおが渦うず巻まいている。

（明けても暮れても、戦……戦……戦の毎日か。全く、貴族様が何処で何をやろうと俺おれ達たちには関係ねぇのになぁ）

　日々苦しくなる生活に、男の心はそんな思いを浮かべた。

　ごく普通の農民にとって、税を納める人間が誰だれだろうと構いはしない。

　結局のところ、自分達の安全で安定した生活を保証してくれれば良いのだ。

　今このザルーダ王国はオルトメア帝てい国こくに攻せめ込まれ亡国の危機に瀕ひんしている。

　幸いな事にザルーダ王国の北東部は未いまだ戦せん禍かから逃のがれられていたが、何いずれこの地にも戦の火の粉は飛び火してくる。

　しかも、北東部は直接的な戦禍からは逃れられているとはいえ、影えい響きようがない訳ではない。

　この一年で国内の物価は急激な上じよう昇しようを続け、戦時下の名目の下、領主よりかなりの額の臨時徴ちよう税ぜいを課せられていた。

　生活は厳しくなるばかりだ。

（まぁ、それでも俺はまだマシか……）

　男の家は土地を自分で持っている。

　支払う税は領主だけでいい。

　それに比べて土地を地主から借りて農業を行う連中は、領主への税とは別に土地の使用料を地主へ払はらわなければならない。

　男の脳のう裏りに、先日税を払う為に泣く泣く一人娘を奴ど隷れい商人に売り払った近所に住む男の顔が浮かんだ。

（あの子はまだ八つやそこいらなはずだ……クソッ）

　澄すんだ青い目が魅み力りよく的てきな、なかなか可愛かわいらしい栗くり毛げの女の子だ。

　親も目に入れても痛くない程ほどの可愛がり様だった。

　例年通りならあの子は奴隷商人へ売られる事はなかった筈。

　それがこんな残念な結果になった理由。

　それは、天候不順で作物の育成が良くないところに、オルトメア帝国との戦で戦費を集める為に領主が税を上げた事が原因だ。

（全く、早く終われって言うんだ。どうせ俺達には何の関係も無いんだからよぉ）

　さっさと滅ほろぶなら滅びればいいのだ。

　何時いつまでも抵てい抗こうするから戦費は膨ふくれ上あがり、そのしわ寄せが彼らに押おしつけられるのだから。

　勿もち論ろん、彼の論理には大きな落とし穴がある。

　国が滅んだ時に、彼らが占せん領りよう国こくから自国の国民として公平に扱あつかってもらえるかどうかは誰にも分からない事なのだから。

　それこそ、今以上の重税が課せられる可能性も十二分にある。

　そもそも、国連も無ければ人権意識もないこの大地世界において、敵国が占せん領りよう地ちに対して手加減をする理由は殆ほとんど無い。

　仮に男の望んだように、ザルーダの貴族達がオルトメア帝国との戦いを放ほう棄きした先にあるのは搾さく取しゆに次ぐ搾取で餓が死し寸前の様な生活だろう。

　もっとも、男にそこまで論理的に物事を考える様な知性はない。

　自分の名前を書くことも出来なければ、旅の行商から物を買っても村長に確認しなければ受け取るお釣つりの枚数すらも計算出来ない様な男ではそれも致いたし方かたない事だろう。

　彼はただ単純に日々の暮らしを圧迫していく目先の税が嫌いなだけなのだ。

「あぁ？　何をサボっているんだい。良いからサッサと終わらせるよ！」

　夫の手が犂プラウから離れた所為で、畝が蛇だ行こうし始めた事に気がついた妻が、二頭の馬へ鞭むちを振ふるうのを止めて声を荒あららげた。

　かなり気の強い感じの女性だ。

　夫を尻しりに敷しくタイプなのだろう。

「良いから！　あれを見てみろって」

「何なんだい？　今日中に終わらせなくちゃならないっていうのにさ！」

　だが、そう言いながらも夫の視線が気になったのか、彼かの女じよも顔を街道へ向けた。

「いったいどこの軍だい……ずいぶんと気持ちの悪い兵だね……」

　黒黒黒。

　遠目から見ると頭の天てつ辺ぺんからつま先まで真っ黒のように見える。

「あぁ、お前何処の兵士だか分かるか？」

「あんな連中見た事ないよ」

「俺もだ……この近辺の貴族様じゃねぇな」

　身み震ぶるいをしながら答える妻に無言で頷くと、男は視線を街道に戻しながら呟つぶやいた。

　あれほど特とく徴ちよう的てきで印象に残る軍隊も珍めずらしい。

　数は決して多くはないようだが、それでも金を掛かけて全員が同じ色に染められた鎧兜を身に着けさせる貴族は少ない。

　それこそ、王国の騎き士し団だんでも忠誠と実力が飛びぬけた近衛騎士団や親衛騎士団などか大貴族に限られるはずだ。

「それに、あの旗……」

「あれは蛇かい？　紅あかい目をして気持ちが悪いねぇ」

　風に翻る黒染めの旗。

　そこに縫いとられたのは剣に絡みつく金と銀の鱗を持った双頭蛇。

　かなり独特の意匠だ。

　一度見たら決して忘れることがないくらいに。

「あんたぁ……村長に話をしてご領主様に連絡した方が良いんじゃないかい？」

　夫を見つめる妻の目が不安げに揺ゆれ動うごく。

「村長か……」

　確かに妻の言葉には一理あった。

　未だ男が暮らす北部は直接的な戦禍を免まぬがれているとはいえ、今、このザルーダ王国はオルトメア帝国との間で起きた戦の真っ最中だ。

　領内に所属不明の軍隊が行軍しているのを放っておくのは余りに危険すぎる。

「それこそ、うちの村が略奪にでもあったら……」

　おびえた表情を浮かべる妻の言葉に、男は思わず息を呑のんだ。

　それは、男が目の前の軍勢を見た瞬間から、なるべく考えない様にしていた言葉。

　放たれた火。

　黒こく煙えんの充じゆう満まんする村。

　地面に倒たおれ伏ふす村人達から流れる紅い血の河。

　そして、奴隷として首輪に繋つながれた女子供。

　男の脳裏に最悪の光景が広がる。

（クソッ！　戦場はもっと西の国境付近だっただろうが！　こんなところにいる筈が……いや、だが、まさか本当に？）

　村には戦禍を逃れた流民が数家族、親族を頼たよって流れ込んで来ている。

　彼らから聞いた話では、戦場はもっと南西のオルトメアの国境近くだった筈だ。

　最近は劣れつ勢せいに立たされているともっぱらの噂うわさだが、いきなりこんな北東部の街道に現れるはずがない。

　だが、目の前の光景は夢でも幻まぼろしでもないのだ。

「おい、村へ知らせに帰るぞ」

　震える妻の手を握ると、男は農具や馬を放ほうり出だすと南へ向かって歩き出した。

　なるべく街道を進む兵士達から身を隠すかのように身を屈かがめると、畑を突つっ切きる。

　せっかく午前中から作った畝うねを踏ふみ壊こわしたが、そんな事を気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　最も助かる確率が高いのはこのまま二人だけで何処かに隠れる事だが、二人が暮らすのは街道から少し外れた小さな村だ。

　村人は全員、家族と言っていい。

　男は追いすがる妻の手を引きながら、村に向かって必死で足を速める。家族を見捨てることが出来なかったから……




「亮真様……農民が」

　ローラが馬を寄せ街道の両側に広がる農地の一角を指差した。

　確かに指差す先には、黒い人ひと影かげが身を屈めるように農地を踏み荒あらしていく。

（あぁあぁ、あんなに畑を荒らしちまって。全く、こっちは善意の味方だって言うのに……）

　城じよう塞さい都市イピロスを出立して以来、幾度となく繰り広げられた光景を見ながら亮真は深いため息をついた。

「下手に構うな……それこそ、敵だと誤解されて襲おそいかかられちゃ堪たまらないからな」

　大地世界における農民は武法術を会え得とくした騎士に比べれば確かに弱者だ。

　だが、如何いかに農民といえども、犂すきや鍬くわを手に襲いかかってくれば立派な脅きよう威いとなり得る。

　下手に奇き襲しゆうでもされれば、負けることはないにせよ、少なからず損害は出るだろう。

　それに、幾ら襲われたとはいえ、援軍に赴おもむいた国の民を傷つけてはわざわざ此処ここまで来た意味がなくなってしまう。

　長時間、馬に揺られている為、尻が擦こすれて時折痛みが走るのだが、それが気にならなくなるほど頭が痛い問題だ。

　別に村を挙げて自分達を歓かん迎げいしろとは言わないが、もう少し対応を考えて欲しいと言うのが正直な気持ちだった。

　せめて、先行部隊でもつくって事前に知らせを走らせれば良いのだろうが、農民達は兵士が自分達へ近づくと我先にと逃にげ出してしまい話をするどころの話ではない。

　それに、あまり部隊を分けると各個撃げき破はされてしまう可能性もある。

　確かにザルーダ北東部は比ひ較かく的てき安全なはずだが、戦場では何が起こるか分からないのだ。

　数日前など、危あやうく領主の集めた混成軍と戦せん端たんを開きかけた。

　彼らは亮真達を敵国の略奪部隊と勘かん違ちがいしたらしい。

　幸いな事に、矛を交かわす前に誤解が解けたので事なきを得たのだが、正直に言って気が気ではないと言うのが本音だ。

「後何日だ？」

「距きよ離り的てきには残り七日と言ったところです……ですが少し問題が」

　ザルーダ王国の王都であるペリフェリアまでの日数の事だ。

　エレナより借り受けた地図は軍事用なのでそれなりに精度が高い。

　無論、人工衛星などはないので、あくまでもこの世界のレベルでの話と言うことにはなるのだが、民間で使われる物と比べれば格段の差があるのだ。

　この地図のおかげもあり、行軍はかなりスムーズに進んでいると言っていいだろう。

　しかし、馬に揺られながら器用に地図を広げたローラの顔が曇くもる。

「ここから王都に進むと弱小貴族の小領地が複雑に入り組んできます」

「連絡が漏れている所もあるって事か……」

　ローラの答えに亮真は顔を顰める。

　先日の一件で、自分達がローゼリア王国からの援軍であるとの伝令を各地に送る様に頼たのんではいるのだが、戦時中と言うこともあってか人手不足の様で、情報が伝わっていない貴族も多いのだ。

　そして、その傾けい向こうは小貴族程強い。

　街道から外れた農村などを領地にしている貴族も居る。

　城じよう砦さい都市イピロスを出発して五日。

　かなりの強行軍を強しいて、一日四十キロ以上を進んでいるのだ。

　時速にして四キロメートル強。

　多少は整備されているとはいえ、舗ほ装そうすらもされていない街道を既に二百キロ近くを進んできた計算になる。

　その上、亮真が率いる軍勢は隊列を組んだ歩兵部隊に、食しよく糧りよう物資を運ぶ輜し重ちよう部隊が殆ど。

　大地世界における行軍速度としてはかなり速い。

　それほど無理をしてザルーダ王国へ援軍に赴いたと言うのに、連絡ミスから敵と誤ご認にんされ貴重な兵士を失っては元も子もなかった。

「仕方ない……騎き馬ばであいつ等らを追わせろ。いいか、絶対に傷つけるなよ？」

　此処まで来て変ないざこざを起こす訳にはいかないのだ。

　亮真の命を受け、周りを警護していた騎馬騎士の中から数人が遠ざかる人影を追った。

（多少時間がかかっても、エレナさんと一いつ緒しよにペリフェリアへ向かった方が良かったかな……）

　既に先発しているエレナの方は、ザルーダ王国からピレウスに派は遣けんされた先せん遣けん部隊が村や町へ先乗りして混乱が起きない様にしている。

　本来であれば、これと一緒に軍を動かすのが一番良かったのは確かだ。

　だが、物資の調達を行った上にイピロスから王都ピレウスまで軍勢を動かすとなると、ただでさえ遅おそい援軍の到とう着ちやくがさらに遅おくれる事になってしまう。

（ザルーダ王国の国旗でも一本借り受けておけばよかったか……）

　これで、亮真が諸国に名を馳せていればまた対応も違ちがったのだろう。

　だが、ローゼリア王国内でも限られた人間しか知れない家紋を掲げる黒染めの一団が領内を行軍していれば、知らせを受けていないザルーダの貴族が亮真達を敵と誤認するのも致し方ない事なのかもしれない。

　だが、身分証明の為にルピスから与あたえられた書状は一枚だけ。

　打つ手は限られている。

（全く、先が思いやられるぜ……）

　亮真は再び大きくため息をついた。




「男だん爵しやく様、見えてまいりました。あれがペリフェリアの都です」

　その声に従い亮真が傍かたわらを歩く村むら娘むすめの指し示す方向へ目を凝らすと、平野の彼方に何か灰色の点のような物が見えた。

　その小さな点は、一団が街道を進むにつれ徐じよ々じよにその輪郭を鮮明にしていく。

　高い城じよう壁へきに囲まれた堅固な城砦都市。

　ただ、流石さすがに一国の首都だけあり、同じ城砦都市であるイピロスとは比べ物にならないほど巨きよ大だいで堅牢な造りのようだ。

「あ！　父さん」

　ペリフェリアの方から亮真達へ向かって来る一団の先頭に父親の姿を見つけた村の娘は、嬉しそうに手を振った。

　仕事とはいえ、数日の間家族が引き離されたのだから、惑ある意味当然なのだが、亮真は思わず苦笑いを浮かべた。

　外見上は、既に成人を迎えたはずの村の娘の姿がやけに幼く見えたのだ。

（結構、気を遣ったんだけれどもな。まぁ、仕方がないか……）

　それは、亮真の後に控えるマルフィスト姉妹も同じように感じたようだ。

　恐おそらく村の娘の行動は、不安と恐れの表れなのだろう。

　食料と幾ばくかの金を代金に、ペリフェリアまでの道案内と先触れ役を引き受けた彼らにとって、この数日間はまさに緊きん張ちようの連続だったはずだ。

　戦時中と言う名のもとに課せられた臨時の徴税が彼らの生活を抜ぬき差さしならない所まで、追いつめていたとはいえ、他国の軍勢に雇われると言う事はかなりの博打ばくちである。

　ローゼリア王国から派遣された援軍と言う話は良いとしても、証しよう拠ことして差し出されたのは最初に村長へ手渡された紙切れだけ。

　それこそ、敵国であるオルトメア帝国の兵が味方と偽っている可能性だって考えられるのだ。

　そして、もし仮に亮真達がオルトメア帝国の兵であった場合、騙された村人達は問答無用で処しよ刑けいされるだろう。

　祖国の裏切り者として。

　騙されたと彼らが主張しても、恐らく無視される。

　見せしめとして処刑を行う方が、国の統治には楽なのだ。

　そういった事は、農民の方が良く認にん識しきしていた。

　何しろ、自分達の命がかかっているのだ。

　知ち恵えや知識を持ち合わせてはいなくとも、本能的な部分で彼らは理解している。

　それでも、亮真の提案に乗ったのは、それだけ村が危機に瀕していたと言う事に他ならない。

　両者の間の距きよ離りが縮まり、ハッキリと一団の姿が目に入ってくると、亮真は惑る事に気が付き眉をひそめた。

（なんだ？　敵に追われているって訳でもなさそうだけれどもな）

　一団の先頭を歩く男の顔に刻まれているのは怯おびえだ。

　父親の表情に気がついたのだろう。娘の顔にも憂うれいの色が浮かぶ。

　もし、敵兵に追われているのならば、あれほどゆっくりとは歩かないだろう。

　それに、彼の後ろには武装した騎き士し達たちがつき従っている。

（あいつらはザルーダの騎士だろう……なんで怯えてるんだ？）

「亮真様……」

　心配そうな視線を向けるサーラの頭に軽く手を置き、亮真は笑えみを浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。二人は此処に居ろ……それと、分かっているだろうが、警けい戒かいは怠るなよ？」

　その言葉にマルフィスト姉妹が小さく頷く。

「お気をつけて……」

　ローラの言葉に無言のまま頷くと、亮真は行軍を停止させ、一団の前へと進み出た。

　何にせよ、状況が分からなくては手の打ちようがないのだから……




　亮真の眼めの前で騎馬の一団はその歩みを止めた。

（随ずい分ぶんと物々しいこった……）

　そんな思いが亮真の脳裏に浮かぶ。

　ざっと見たところ百名程と言ったところだろうか。

　そんなことを考えていると、一団が左右に分かれた。

　そして、奥から馬に乗った騎士が屈強な警護を引き連れながら亮真の前に姿を現した。

　男の身に着けた鎧兜を見たところ、かなりの上級騎士らしい。

　それに、警護に就けている騎士達も、かなり質の良さそうな装備で身を包んでいる。

（騎士団の団長か、将軍ってところか……）

　亮真は目を細める。

（なんでわざわざそんな高位の人間を出してきたんだ？　それだけザルーダ王国が追いつめられていると言う事か？）

　普通に考えれば、遠路はるばる援軍に来た亮真の出迎えと考えるのが妥だ当とうだろう。

　だが、それにしては周囲の騎士達から向けられる視線には棘とげが含ふくまれている。

「貴公がローゼリアの援軍か？」

　亮真の前まで馬を進めた男が鋭するどい眼を向けながら口を開く。

　それは、初対面の人間が取る態度としては、かなり礼を逸いつした態度だろう。

　少なくとも、遠路を援軍に駆け付けた人間へ向ける態度ではない。

　だが、そんな男の無礼な態度にも、亮真は怒いかりを表に出す事なく静かに頭を下げる。

「私はローゼリア王国の男爵にして、御子柴亮真と申します。この度は、貴国の危機に際し、ローゼリア王国ルピス・ローゼリアヌス陛下の勅命を受け援軍にはせ参じた次し第だいです。ザルーダ王国国王ユリアヌス一世陛下への謁えつ見けんを求めたいのですが、ご許可いただけますでしょうか？」

　完かん璧ぺきと言える礼。

　にわか貴族であるとは思えない程に堂に入った態度だ。

　だが、亮真の示した礼れい儀ぎを、目の前の男は無造作に踏みにじる。

　男は、兜かぶとを脱ぎ後ろに控えた従者へ渡す。

　金きん髪ぱつを短く刈り込んだ、壮年の男だ。

　四十代前半から半ば程と言ったところだろうか。

　馬に跨ったままの状態な為に確かな事は言えないが、かなり大おお柄がらな体格をしている。

　まさに分厚い肉の壁と言ったところか。

　人と言うより、ゴリラなどの類人猿に近いと言えるかもしれない。

「ふん……ザッと見たところ五百に満たない様だな……援軍と言うが、貴公はそんな兵数でいったい何が出来るのかね？」

　男は鼻を一つ鳴らすと、ジロリと鋭い視線を亮真の背後へと向けた。

　唇を吊り上げて笑う男の口から放たれたのは、鋭い嘲りを含んだ言葉だ。

　一瞥しただけで兵の数を把は握あくしたのは見事と言えるが、どれほど素す晴ばらしい能力を持っていようと、男のそれは全てを台無しにする高圧的な態度と言えるだろう。

　正直に言えば、あまり付き合いたいと思う様な人間ではないらしい。

　だが、黙ったまま笑みを浮かべる亮真の態度を見て、男は何を思ったのかさらに言葉の刃を振り上げる。

「貴国のルピス・ローゼリアヌス陛下は、我がザルーダ王国をお見捨てになるおつもりかな？　度重なる援えん軍ぐん要よう請せいをことごとく無視し、ようやく軍を派遣してきたかと思えば、はるか昔に現役を退いた老いぼれと、何処の馬の骨とも分からない若造を寄こすとは……とても我わが国くにの置かれた状況を理解されているとは思えないのだがね？」

　もはや男の言葉は、体裁を取り繕うことすら止やめていた。

　メルティナやミハイル辺りが今の言葉を耳にしていたら、ザルーダとローゼリアの間で戦が起こっていた事だろう。

　それほどまでに、男の言葉はルピスを侮辱していた。

　だが、ローゼリア王国に愛着もなければ、ルピス女王に対して全く敬意を持たない亮真にとって、男の挑発は意味のない言葉だ。

「成なる程ほど、閣下のおっしゃる通りです。兵数は三百程。それに物資を運ぶ為の人間が百五十程のはずですから、御見事なご慧けい眼がんかと……さぞ、ご高名な御お方かたとお見受け致しますが、宜しければお名前をお教え頂けないでしょうか？」

　実に丁寧で礼節を弁えた物言い。

　言い方次第では逆に挑発しているともとられるが、別に今の亮真に含む意図はない。

　だが、そんな亮真の態度に男は眉を顰ひそめる。

「貴公は矜きよう持じと言うものをお持ちではないのかな？」

　全く表情を変えない亮真の態度に、男の顔に呆あきれたような表情が浮かんだ。

　確かに、武人としてこれほどの侮辱を黙だまって受け流すというのは弱よわ腰ごしともとられかねない態度ではある。

　もし仮に、メルティナやミハイルの様な人間がこんな対応を受ければ、後先も考えずに激げき昂こうし剣けんを抜きかねない。

　だが、正直に言って自分の心中を他人に曝さらけ出すのは愚かな事だ。

（馬鹿が、人前で簡単に感情を露あらわにするか！）

　あまりにも明け透けな男の挑発に、亮真は心の中で嘲あざ笑わらった。

　大切なのは、自分の本当の気持ちを相手に見せない事。

　怒りや殺意を感じた時ほど、礼儀正しく相手を尊重して見せるべきなのだ。

　御子柴亮真が幼い頃ころに体験した或る事件から悟った真理の一つだ。

　そして、その真理はこういう戦乱の世界でこそ真価を発揮する。

　それに、亮真にとってザルーダ王国への援軍は自分と仲間が生き残るための手段に過ぎない。

　他に方法がないから来ただけの話で、極きよく端たんな事を言えば、ザルーダ王国がオルトメア帝国に滅ぼされようと、自分にさえ影響が出なければそれでよいというのが本心なのだ。

　もっとも、それを相手に伝える程ほど亮真は愚おろかではない。

「我がローゼリア王国が貴国からの要よう請せいに一年余りもの間、お答え出来なかった事はお詫びの申しようもありません。それに、未だ国内の情勢は収まりきっておらず、先発されたエレナ様率いる一個騎士団と我らを合わせて三千にも満たない事も事実です。貴国の懸け念ねんは当然の事かと……我らに出来ますのは戦場にて証あかしを立てるのみでございます」

「ほぉ、それが本心ならば殊勝な事だな……」

　亮真の言葉に、男は値ね踏ぶみでもするような視線を向けた。

　確かに言葉だけ聞けば、なかなか洒落しやれた言い回しのようにも聞こえる。

「良かろう……エレナ殿どのは既にペリフェリアにて軍議に参加されておる。貴公もこれから陛下に謁見した後にそのまま軍議に参加して頂く」

　亮真の言葉を鵜う呑のみにしたのかどうかは分からないが、男の表情が緩ゆるんだのは確かだ。

（既にお膳立てはされているって訳か。という事は……コイツの態度は芝居か……まぁ、向こうにしてみればこっちが気になって当然だしな）

　恐らく、いきなり侮辱する事で、亮真の態度からこちらを推し量ったのだろう。

　国王との謁見が既に予定されていると言う事実だけを見ても、それは明らかだ。

（それに、周囲のガス抜きも兼ねてってところか……食えないねぇ）

　亮真は自分に向けられていたザルーダ騎士達の視線がほんの少し和らいだように感じた。

　国家の中枢に位置していればローゼリア王国の苦しい立場にも理解を示してくれるだろうが、末まつ端たんの騎士にまでそういった政治的背景を理解しろというのは難しい。

　そういった意味から言っても、亮真の態度は彼かれ等らの頑かたくなになった心をほんの少しだが揺り動かした様だ。

「そう言えば、自己紹介がまだだったな。私はザルーダ王国近衛騎士団の団長でグラハルト・ヘンシェルと言う。まぁ、宜しくな」

　そう言うと、グラハルトはついて来いとばかりに馬をペリフェリアへと向けた。

（さてさて、これからどうなりますかねぇ）

　グラハルトの後ろ姿を見つめながら、亮真は懐ふところから準備していた金貨を取りだした。

　道みち端ばたで状況がつかめず目を白黒させている男へ、報酬を支払ってやる為に……

　王都ペリフェリアの城の一室で、二人の男女が顔を合わせていた。

　一人は、穏おだやかな笑みを浮かべた初老の女性。

　戦人として無類の実績と実力を誇ほこりながら、彼女の放つ雰ふん囲い気きは穏やかで温かだ。

（この方は何時までもお変わりない……あの時のままだ……）

　口元へ上品に手にしたティーカップを運ぶエレナの姿を見て、グラハルトは心の中で呟いた。【ローゼリアの白き軍神】の姿をグラハルトが初めて見たのは彼がまだ騎士団に入団して直すぐの頃だった。

　当時も気さくな人ひと柄がらに多くのザルーダ騎士達が魅了されたものだが、エレナの魅力は老年に差し掛かっても衰えを見せてはいない。

　容姿の美しさは歳としとともに衰えるが、人間的な魅力は歳を重ねるごとに磨みがかれていくものらしい。

「それで、どう思われましたか……実際に彼をご自分の目で見られた感想は？」

　一回り以上も歳の離れたグラハルトへ、エレナは丁寧な口調で話しかける。

　両者の間にある実績や経験の差を考えれば、グラハルト自身はこそばゆい感じがして落ち着かないのだが、エレナに幾いくら頼んでも彼女は言葉遣いを変えようとしない。

　そんなエレナの態度に苦笑いを浮かべながら、グラハルトは自分の感じたままの印象を隠かくすことなく口にする。

「エレナ様のご提案を受けてあの男と顔を合わせては見ましたが……正直に言って私には判断がつきませんでした」

　絞しぼり出す様な声。

　実際、グラハルトにとって御子柴亮真と言う男は良い意味でも悪い意味でも理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

「確かに、彼かれ個人は強固な自制心を備えているようです。こちらの挑発にピクリとも反応をしませんでしたし、あのしゃれた言い回しを見るに弁も立つようです。そういう意味では実に有能な男の様に見えます……ですが、やはりあの男が率いている兵数は余りに少なすぎます。とても戦せん況きようを左右するとは思えません……それに……」

　そこまで言って、グラハルトは一いつ旦たん言葉を切り上げるとエレナへ探さぐる様な視線を向ける。

「それに、率いている兵の歳が若い上に女性も多い……でしょう？」

　その言葉にグラハルトは返す言葉を失った。

　それは文字通りグラハルトが言うべきか迷った言葉だったのだから。

「私の事など気にせずに言えばいいのに」

　そう言うとエレナは、まるで悪戯が成功した時の子供のように無邪気な笑みを浮かべた。

「既にご存じだったのですね？」

　グラハルトはばつが悪そうに自分の髪を掻かいた。

「いいえ、さっき遠目から見て気が付いただけよ。何しろ、あの子が率いているのは、ウォルテニア半島を与えられてから自分で一から作り上げた軍ですからね」

「さっきですか？」

　恐らく、グラハルトが亮真達を野営地へ案内する姿を、どこからか見ていたのだろう。

　そんな考えが脳裏に浮かんだが、グラハルトはすぐさまそれを否定する。

（いや……そんなことはありえない筈はずだが？）

　グラハルトの知る限り、エレナはこの王宮の部屋から一歩たりとも外へ出ていない。

　だが、グラハルトの疑問にエレナは答えず話題を変える。

「謁見前にあの子と話をしたかったのだけれども……ね」

　ため息と共に咎とがめる様な視線を向けるエレナ。

　実際、エレナとしては御子柴亮真を自分の片かた腕うでとして認識している。

　場合によってはローゼリア軍の指揮権を委譲する可能性すらあるのだ。

　事前に情報は集めていたが、実際にザルーダ王国に赴かなければ分からない事も多いのだ。

　そして、そういう細かい情報が戦略や戦術では大きな要因になりやすい事をエレナは今までの経験から理解していた。

（先に相談しておきたい事も有ったというのに……）

　だが、こればかりはグラハルトとしてもどうしようもなかった。

　エレナにはエレナの都合がある様に、ザルーダにはザルーダの都合という物があるのだから。

「致し方ありません。陛下としてもローゼリアからの援軍には期待する所が大きかったので……」

　ザルーダ王国の置かれている状況は決して楽観視出来るものではない。

　一年近くも単独でオルトメア帝国の侵攻に抗戦して来た為ため、国土は疲弊し将兵にも厭えん戦せん気分が広がっている。

　前線に近い農村の田畑は焼き払われ、働き盛りの男達は兵として徴ちよう兵へいされており、残された女子供は近きん隣りんの都市部に身を寄せるしかない。
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　そして、領主から十分な保護を受けることが出来ず、生活苦から奴隷として身売りする者が増えている状況だ。

　ザルーダ王国の国力は目に見える形で低下し始めている。

　だからこそ、今がザルーダ王国に残された最後の機会なのだ。

　今ならば、ローゼリア、ミスト両国の支援を受けながら、国内戦力を一気に叩きつける決戦が可能だ。

　勿論、それは国の存亡を掛けた博打だが、やる価値の有る博打。

　少なくとも、国王を筆頭にグラハルト以下、ザルーダ王国の存続を望む人間はそう考えている。

　だが、これには一つ大きな問題がある。

　ローゼリア、ミストの両王国が、ザルーダ王国の為に血を流してくれるのかという点だ。

　普ふ通つうならば、ザルーダの滅めつ亡ぼうは東部参加国の滅亡と同じ意味を指す。

　しかし、度重なる援軍要請を無視し続けたローゼリアに対してザルーダに暮らす多くの国民は懐疑的な目を向けている。

　だからこそエレナに勧められた事も有って、グラハルトは御子柴亮真を出迎えに出た際に、一芝居打ったという訳だ。

　ローゼリア王国の本心を探る為に。

「それに、御子柴殿どのとエレナ様を先に会わせてしまえば、講和派がどんな言いがかりを付けてくるか分かりませんから」

　グラハルトはそう吐き捨てた。

　嫌悪に満ちた言葉。

　実際、グラハルトにとって講和を求める彼らは祖国の裏切り者でしかないのだ。

「グラハルト……貴方あなたの気持ちは分かるけれど、講和派の主張を頭から否定してはダメよ？」

　グラハルトが講和派と言う単語を口にした時に見せた微かな感情の揺らぎを敏びん感かんに感じ取り、エレナは子供を窘める母親の様な口調で語りかけた。

「しかし！」

「いい？　講和派は裏切り者じゃないの。彼らは彼らなりに考え、この国とユリアヌス一世陛下にとって最善の選せん択たくをしようとしている。たとえそれが貴方達たち騎き士し団だんとは違う方法だとしても、求めているものは同じ……でしょう？」

　そう言いつつも、エレナは自分の言葉に心の中で苦笑を浮かべる。

（まぁ、その悪意のない彼らなりの考えと言うのが最大の問題なのだけれどもね……）

　善意が常に最善の結果を生むとは限らない。

　悪意が常に最悪の結果を生むとは限らない。

　悲しいがそれが政治の現実だった。

　それでも、この場でグラハルトを窘めて置かなくては、彼は自らの正義を実力で達成しようとするだろう。

　武力による意思の統一。

　確かに講和派を武力で族滅させてしまえば、国内の意見は統一できるだろう。

　それは、確実で正しい選択かもしれない。

　だが、それは全すべての可能性が潰された後に、最後に取るべき手段のはずだ。

「無論……ザルーダ王国の存続が全てです……」

　そんなエレナの心を知らないグラハルトは絞り出すような声で答える。

「オルトメア帝国の属国となっても、ザルーダ王家が生き残れれば、それはそれで選せん択たく肢しの一つではあると思うの……無論、代償は大きいけど、全てを失うよりはマシ。そう考える人間がいるのは当然じゃない？」

「エレナ様はそれでよろしいのですか？」

　内心、崇拝に近い感情を持っているエレナの口から、聞きたくない言葉を聞かされ、グラハルトは苦悶の表情で歪ゆがんでいた。

　だが、その問いは【ローゼリアの白き軍神】とまで呼ばれた女を侮辱していた。

「私が何の為にわざわざ軍を率いて、この国まで来たと思っているのかしら？」

　その言葉がエレナの口から放たれた瞬しゆん間かん、室内の空気が凍りついた。

　眼光も、表情も、何も変わってはいない。

　ただ穏やかに笑みを浮かべているだけだ。

　それなのに、グラハルトは恐きよう怖ふでその体を震わせる。

「愚おろかな事を申しました……申し訳ございません」

　ザルーダ王国がオルトメア帝国に吸収される事をローゼリア王国が黙認する筈がない。

　黙認できるのなら、最初からエレナ・シュタイナーを援えん軍ぐんの将に任じはしないだろう。

　それでも、エレナは顔色を変えることなく、更さらにグラハルトを打ちのめす言葉を発する。

「まぁ、私は所しよ詮せん、一度引退した老いぼれですから、貴方が不安を覚えるのも致し方ない事なのかもしれませんけれどもね」

　その言葉を聞いた瞬間、グラハルトの背中に冷たい物が滑り落ちていく。

「お、お聞きになっていたのですか……」

　亮真と初めて顔を合わせた時に、態度を見ようと言い放った暴言だが、まさかそれがエレナの耳に入っていたとはグラハルトは想像すらしていなかった。

　上司の陰口をトイレで同どう僚りようと話していたら、本人がドアの外で聞いていたのと同じくらいに気まずい空気が室内を覆おおう。

「えぇ、老いぼれはしても、まだまだ目と耳は良いのよ」

　ここで言う目と耳は、恐らくエレナの身体機能を指しているのではないはずだ。

　あの場所にエレナが居たと言うことは絶対にあり得ない。

　とすれば、エレナはザルーダ王国の中に情報源を持っているのだ。

（怖こわい方だ……）

　多くの人間が、エレナ・シュタイナーを【ローゼリアの白き軍神】と呼ぶが、彼女の本当の恐ろしさは戦場における武略や知略ではない。

　一体どういう手段で手に入れてくるのか誰だれも知らないが、彼女には大陸の様々な情報を自分の下に集める力がある。

　そうやって集められた多種雑多な情報から、自分の求める物を抜き出し仮説を組み立てる。

　戦場での彼女は確かに軍神と言える威風を放つが、それは彼女の一面に過ぎない。

　グラハルトはエレナから視線を外し俯いた。

「ご冗じよう談だんを……」

　絞り出すような言葉だ。

　それだけ言うとグラハルトは顔を伏せエレナの視線から逃のがれようとする。

　長い沈ちん黙もくが部屋を支配した。

「えぇ、冗談よ……勿論ね」

　その言葉に、呆あつ気けにとられたように口を開けて固まったグラハルトを、可笑おかしそうに口元を隠しながら笑うエレナ。

「お人の悪い……」

　大きく息をはき出しながら肩かたを落とすグラハルトを見てエレナはもう声を上げて笑った。

「このくらいで驚おどろいていたら、あの子の手綱を制せい御ぎよするのは無理よ？」

　エレナの言葉にグラハルトは目を細めて尋たずねた。

　ここで言うあの子が誰を示しているのかが分からないほど、彼は察しの悪い人間ではない。

「それ程ほど……ですか？」

「えぇ、私が見て来た中でも最高に凶きよう暴ぼうな荒馬って所かしら」

「荒馬……ですか」

「もっとも、頭の方は蛇へびか蠍さそりかって所だけれども」

　人物批評としては大きく矛む盾じゆんしている様にグラハルトは感じた。

　荒馬。

　確かにこの批評は理解出来なくもない。

　御子柴亮真の体格は確かに目を見張るものがある。

　顔つきは穏やかで人当たりが良い感じがするが、エレナの様に戦場では人が変わるのかもしれないと想像する事が出来た。

　だが、蛇や蠍となると、あの時の亮真の顔からは想像がつかない。

「グラハルト、あの子を甘あまく見てはダメよ。喰い尽されたくなければね」

「とても味方に対しての批評とは思えませんな」

　エレナの口ぶりは、まるで敵国の将軍か、国内の政敵で論ずるかのような口調だ。

　だが、グラハルトの言葉にエレナは静かに首を振った。

「勘違いしないで。私はあの子を信しん頼らいしているし、あの子も私を信じてくれている。でも、グラハルト……貴方達はまだあの子にとって敵でも味方でもない。だから、あの子に礼を尽くし、素す直なおに助力を求めなさい……敵と認識され、己おのれの全てを奪いつくされる前に」

　それはエレナが友人に対して贈る本心からの忠告だった。

「本当に……あの者がエレナ様の言葉の通りの力を持っていれば……その時は……必ずや」

　沈黙が室内を支配する。

「良いわ、直ぐに嫌いやでも理解する事になるでしょうから……この国の誰もが……ね」

　エレナは静かに微笑む。

　若き毒蛇が牙きばを向くその姿を思い浮うかべて……







第五章　力の証明







　ピンと張り詰めた空気が、謁見の間を支配する。

　扉とびらから真っ直ぐに玉座まで敷き詰つめられた真紅の絨じゆう毯たんを挟はさむように、衛兵達が微動だにせずに立ち並ぶ。

　その後ろには絨毯を挟んで左右に文官と武官がわかれて整列している。

　この場に参列した文官、武官の多くが爵しやく位いを持った貴族階級なのだろう。

　文官たちが身に着けている金糸銀糸をふんだんに使用した絹製の服には、彼らの権力を象徴するかのように、大粒の宝石が鏤ちりばめられ燦さん然ぜんと光り輝いていた。

　それでも、装いが下品にならないのは、彼らの体に流れる高貴な血のおかげなのだろうか……

　祖国存亡の危機に直面していても、彼らは自分の面子メンツを保つ為に、精一杯の虚きよ勢せいを張っているのだ。

　もっともそれは武官である騎士達にも同じ事が言える。

　確かに彼らは鎧よろいを着け腰に剣を帯びてはいた。

　しかし、熟練した職人の手によって施された凝こった意い匠しようが、それらの武具を実戦で使う武器と言うよりも鑑賞用の美術品の様に感じさせる。

（まぁ、あんまりみすぼらしい格好じゃ、兵の士気に関わるだろうけど……また、この手の奴やつらとやりあうのか……）

　亮りよう真まは彼らの装いをある程度は認めつつも、心の中でため息をつく。

　この世界に召しよう喚かんされて以来の経験に基づくと、有能無能は別にして、豪華な服に身を包み身分の高い貴族ほど亮真にとって危険でろくでもない奴らばかりだったのだから……

「どうぞ、御前へお進みください」

　傍らに侍る侍従に耳打ちされ、亮真はゆっくりと玉座へ向かって進み始めた。

（コイツはまた……）

　謁見の間には、ズラリと騎士や貴族達が立ち並んでいた。

　彼らの顔に浮かぶのは実に様々な感情だ。

　歓かん喜き、期待、失望、呆れ、嘲笑。

　大まかに分けてこの五つの感情が、この広い謁見の間に渦うず巻まいている。

　割合とすれば、歓喜や期待が三分に対して、失望や呆れ、嘲笑が七分といったところだろうか。

（援軍に期待していたのに、来たのが俺おれみたいな無名の若造じゃ、落らく胆たんして当然か）

　思わず自虐的な思いが亮真の心に浮かんだ。

　だが、その一方で、亮真の冷徹な部分が周囲の状じよう況きようから様々な情報を読み取っていく。

（数は……思った以上に多いな。これが、王位を継いだばかりのルピスと、凡ぼん庸ようと言われようと王位を三十年近く守り続けてきた人間の経験の差って奴かねぇ）

　いろんな思おも惑わくが交差する宮きゆう廷ていとはいえ、人がこの場にいるという事はユリアヌス一世には、まだ影えい響きよう力りよくがあるという事。

　もし、これがルピスのように未熟な君主だったのなら、自己保身に走る貴族が続出して今いま頃ごろこの王宮は閑散としている事だろう。

　実際、内乱初期の段階で、ルピスの下に集った貴族は居ない。

　騎士の多くは領地を持たず、雇用主から給金をもらい生活しているのに対し、貴族は豊かであるかどうかは別として、領地を保有するある意味独立勢力の意味合いが強い集団だ。

　その為、平時は国王を頂点とした中央集権を維い持じしていても、ひとたび王の統治能力に疑問が生じれば彼らは迷う事なく自己保身へと走る。

　それを考えれば、今のザルーダ王国はまだ見込みがあった。

　勿もち論ろん、裏切り者はいるだろうし、様子見をしている人間が殆ほとんどであろう。

　だが、その一方で様子見をするという事は、彼らは未いまだにザルーダ王国が勝ち残る可能性があると考えていると言う事だ。

　可能性にすればほんの数パーセントもあるかどうかと言ったところか。

　しかし、ひょっとしたらという気持ちが、彼ら貴族の心を縛り付け王宮から離はなれることを拒むのだろう。

　彼ら貴族が祖国の負けを意識し、周囲の目を気にせずなりふり構わずに保身へと走り始めた時こそ、この国の本当の最後。

（正に、今が最後の機会だった訳か……いい読みだ。ルピスかメルティナか？　いや、ベルグストン伯はく爵しやくの可能性もあるが……どちらにしても皮肉だな）

　ミスト王国からの圧力を受けた事も有るだろうが、最終的に無理をしてでもザルーダ王国への援軍を決断したのはローゼリア王国の首しゆ脳のう陣じん。

　自国は掌しよう握あくしきれなくとも、隣りん国ごくの状況を掴む事は出来た訳だ。

　亮真はこみ上げてくる嗤わらいを必死で押おし殺す。

　その時だ。

　玉座へ進む亮真は自分へ注がれる視線の中に、冷たく激しい感情が含まれている事に気がついた。

（嘲笑や値踏みと言うよりも、怒りや殺意に近い……な）

　亮真はその元を探るため、視線を感じた方向へと顔を向けた。

（あいつ等らか……俺も随分と嫌きらわれたもんだな）

　玉座に程近い一角に、視線の持ち主達は固まっていた。

　誰もが初対面の人間。

　それで居ながら、彼らの視線に含まれているのは、侮ぶ蔑べつや嘲笑ではなく、もっと暗く明確なもの。

　言葉で表すなら敵意と言う事になるだろう。

　周囲と比べても一際豪華な衣装。

　彼らの身なりからすると、かなり身分が高いことが窺うかがえる。

　そして、彼らの立ち位置を考えれば、かなりの権力者である事も……

　実際のところ、身分と実権は必ずしもイコールではありえない。

　実権のないお飾りのような公こう爵しやくが居る一方で、王の信任が篤く側近として重用される男爵も居る。

　だが、亮真へ敵意を向ける一団は、身分と実力の両方を兼ね備えているようだ。

（チッ……面倒なこった。どうして何時も何時も、すんなりといかないのかねぇ）

　ローゼリア王国の内乱時と言い、今目の前に居る一団と言い、御み子こ柴しば亮真と言う人間は常に有力な貴族や権力者と敵対する運命の様だ。

（しかし、あのゴリラが居ないな……確か、グラハルトとか言っていたが……）

　自らの運の悪さにため息を吐きたくなるのを我が慢まんしながら、亮真はグラハルトの姿を探した。

　今、一番気になるのは彼の立場。

　この謁見の間におけるグラハルトの立ち位置は、彼の立場を明確に示すはずだ。

　騎士達が立ち並ぶ中にグラハルトの顔は見当たらない。

　亮真が視線を空の玉座の方向へ向けると、玉座の左手にグラハルトの姿が見えた。

　彼は、王の傍らに立つにもかかわらず、他の騎士達と同様に鎧を着込み腰に剣を帯びている。

（へぇ……あのおっさん、随分と国王の信頼があるんだな）

　大柄な体格を誇示するかのように立つグラハルトの姿は、玉座を守る国王の盾たてを思わせる。

（あのおっさんが王の側近と言う事は……昼間の態度はやっぱり誰かの入れ知恵って可能性のほうが高いな……まぁ本人の考えって可能性も捨てきれないが、一番怪あやしいのはエレナさん……かな？）

　玉座に近ければ近いほど、その人間の発言力は強く身分は高くなる。

　だが、玉座の横に立つとなれば話は別。

　単純に身分や実力だけではダメだ。

　身分や実力と同じくらいに、王から信頼される必要が有る。

　近衛騎き士し団だんや親衛騎士団は王の盾であり矛ほこだ。

　それでも、国王が自分の傍らに侍らせるとなれば、篤あつい信頼を寄せているとしか思えない。

　立ち位置的にはルピス女王にとってのメルティナやミハイルと同じ様なものだろうか。

　そんな人間をわざわざ王都の郊こう外がいまで亮真を迎え入れる為に出した。

　御子柴亮真という人間をユリアヌス一世が詳細に知り尽くしているとは考えられない。

　それほど緻密な情報網があるのであれば、これほどまでにザルーダ王国が劣れつ勢せいに立たされているはずがない。

　誰かが国王へ進言したのだ。

　当然、そこには何らかの狙ねらいがある。

（だが、たとえエレナさんの発案でも、それを受け入れるだけの度量がなければ意味はない……ユリアヌス一世か……変に舐なめて掛からない方がいいな）

　亮真は空の玉座の前で跪ひざまずきながら、気を引き締しめ待ち続けた。

　凡庸と噂うわさされる国王が姿を現すのをただじっと……




「良くこられたな。遠路ご苦労であった」

　玉座の前に跪いた亮真の頭の上から、穏やかな声が掛けられた。

「は！」

「そう、かしこまる必要はない。ローゼリアの誇る若き英えい雄ゆうの顔を余にみせてくれ。貴公はザルーダの貴族ではないのだ。もっと楽にしてくれて良いぞ？」

　その言葉に従って顔を上げた亮真の目に、真っ白な髭ひげを豊かに生やした老人の姿が映る。

　赤い絹製のマントを羽織り、その頭上に燦然と輝かがやく大粒のダイヤをあしらった金の王冠が老人の身分を証明している。

　深い皺しわが刻まれた穏やかな顔。

　青い瞳ひとみには理知的な光が宿っていた。

　決して大柄な体格ではない。

　玉座に座っているため正確な数字は分からないが、中肉中背の体つきはなんとなく見て取れる。

　しかし、老人が纏まとう雰囲気は紛れもなく支配者の威い厳げん。

「遠路はるばるご苦労であった。予がザルーダ王国国王、ヨハン・ユリアヌス一世である」

　連綿と受け継がれてきた高貴な血と、数十年に及およぶ王国の支配者として生き抜いた確かな実績。

　それらが渾こん然ぜんと混ざり合い、亮真の体を威い圧あつする。

（参ったな……これが凡庸と噂されたユリアヌス一世か……人の噂ってのはあてにならねぇな）

　確かに、ユリアヌス一世の治世には目立った功績が見られない。

　彼自身の評価は可もなく不可もなくといった所だろう。

　だが、終わりの見えない戦乱の時代に、受うけ継ついだ領土を維持してきたということ自体が凡庸ではない証しよう拠こなのかもしれない。

「うむ、エレナ殿から事前に話は聞いていたが……なるほど」

　ユリアヌス一世が穏やかな笑みを浮かべる。

（やっぱりエレナさんの差し金か……）

　国王の言葉に、亮真は一つの事実を掴つかみ取とった。

　やはり、ザルーダ王国の国王とエレナとの間に親密な関係が築かれていたのだ。

「今、我が国はオルトメア帝てい国こくの脅きよう威いにさらされ、抜ぬき差さしならぬところまで追い込まれておる」

　その言葉に、亮真は無言のまま頷うなずいた。

「だが、ミスト、ローゼリアの二ヶ国より援軍が届いた今こそ国土奪還の好機を考えるが、貴公の考えはいかがかな？」

　まるで試ためすかの様なユリアヌス一世の言葉に、亮真は静かに首を振ふった。

「恐おそれ入いりますが、しばしの猶予を頂ければと」

　その言葉に、周囲からざわめきが起こった。

　確かに、ミスト、ローゼリアより派は遣けんされた援軍が到とう着ちやくした今こそ、興亡を賭かける好機のように見える。

　事実、この謁見の間に立ち並ぶ多くの人間が、援軍の到着を待って決戦を望んでいたのだ。

　しかし、亮真としては無責任に決戦を進める様な進言は出来なかった。

　亮真がザルーダ王国へやってきたのは、オルトメア帝国との戦に勝つ為であって、ザルーダの人々の不安を和らげる事も、彼等の戦意を鼓舞する事も二の次なのだから。

「ほぉ……貴公は好機ではないと考えるのか？」

「好機ではないとは申しませんが、好機であるとも申せません。まずは今まで集めた情報を精査し、状況を把握した上でご返答申し上げたいと思います」

　貴族達の間からどよめきが起こり、亮真へ向けられていた敵意がより一段と鋭さを増した。

　それは、単純な反感なのか、それとも何か理由があっての事なのか……

「成る程な……ずいぶんと慎重な事よ」

「勇敢さと無む謀ぼうは別物かと」

　国王の問いかけに対して、堂々と己の意見を口にした亮真の態度に、この広間に立ち並ぶすべての人間が呑のみ込こまれる。

　玉座に座すわるユリアヌス一世の強い視線が亮真の目を射貫く。

　心の奥おく底そこまで見抜こうとするかのような鋭い目だ。

　いつの間にかどよめきは消え、謁えつ見けんの間を沈黙が支配した。

（揺ゆらぎのない目だ……）

　ユリアヌス一世は亮真の瞳の中に強固な意志を感じた。

　そこにあるのは、人の形をした鋼。

（どのような生き方をすれば、この若さでこのような目が出来るのだろう）

　ユリアヌス一世は自らの視線を真正面から受け止め、堂々と見返すこの若者と同じ目を宿している人間を二人知っていた。

　一人は、ザルーダ王国の守護神であった、今は亡きベルハレス将軍。

　そして、もう一人は【ローゼリアの白き軍神】と謳うたわれたエレナ・シュタイナー。

　自らの中に絶対を持ち、それを確信している者だけが宿す光。

「良かろう……エレナ殿と共に貴公の力をわが国に貸してほしい」

　探るような鋭さがいつの間にか消え、ユリアヌス一世の目に穏やかな光が戻もどる。

「微力ではございますが最善を尽し、必ずやザルーダ王国へ勝利を」
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　亮真は静かに頭を垂れると、勝利を国王の前で誓ちかう。

「うむ、期待しているぞ……」

　ユリアヌス一世の言葉に謁見の間の空気が緩んだ。

　ローゼリア王国から送られてきた援軍をザルーダ王国が認めたと。

　だが、それを認めたくない人間が声を上げる。

　亮真の返答に満足げにユリアヌス一世が頷いたその時、一人の男が衛兵の制止を振り払はらい玉座の前へと進み出た。

「お待ちください！」

　玉座の前に無理やり出てきた男へユリアヌス一世はチラリと視線を向けると、彼を拘束しようとする衛兵達を手で下がらせる。

「何かな？　シュバルツハイム伯爵」

　ユリアヌス一世はどこか愉ゆ快かいそうに視線を玉座の前に跪く男へ向けると、頬ほお杖づえをついて発言を促がした。

　シュバルツハイム伯爵と呼ばれた男は金糸をふんだんに使った絹製の服を着込み、ちりばめられた宝石の数や凝った意匠を見たところ、宮廷でもかなりの有力者らしい。

　何より、衛兵を押しのけて国王の前へ進み出ていながら、そのまま発言を許された事自体が彼の権力の大きさを物語っている。

　金きん髪ぱつを後ろへ撫なでつけた四十歳前後の男で、まるで布袋ほてい様のように腹が前へとせり出していた。

　しかし、百七十センチあまりの背丈に似合わぬ肩幅と丸太を思わせる二の腕が、彼がただの権力者ではない事を示している。

「恐れながら、陛下のご不興を被こうむる事を覚かく悟ごの上で申し上げたき事がございます」

　顔を伏せたまま言い放つと、貴族は隣にいる亮真へ向かって鋭するどい視線を向けた。

　憎にくしみ、怒いかり、嫉しつ妬と、侮蔑。

　初対面の人間に向けるにはあまりにも生生しい陰の感情がそこに宿っている。

（おいおい、なんだコイツ……）

　誰でも、顔も知らない人間からいきなり憎しみの視線を向けられて平静を保てるはずがなかった。

　亮真は沸わき上あがる動どう揺ようを必死で押し殺す。

　敵と味方が入り乱れるこの謁見の間で弱みを見せる訳にはいかない。

　もちろん、わざと相手を油断させるために舐められるというのも策の一つではあるが、今、亮真が必要としているのはザルーダ貴族達に絶対的な畏怖を植え付ける事。

　その為にも、自らの表情には細心の注意が必要になる。

「何か存念があるのなら申してみよ」

「臣しんが思いますにこの御子柴なる者、とても陛下のご期待に添そう力を持つとは考えられませぬ。直ちに兵を国元に引き揚げさせるべきかと存じます」

　他国の派遣した援軍に対して、あまりにも挑発的かつ礼れい儀ぎを弁えない態度に、謁見の間をどよめきが包つつんだ。

「ほぅ、遠路はるばる援軍に赴おもむいた御子柴殿をこのまま国元へ返せと申すか？」

「御意」

　ユリアヌス一世の問いに、シュバルツハイム伯爵は悪びれた様子もなく頷く。

　そんなシュバルツハイム伯爵の態度にユリアヌス一世は愉快そうに声を弾ませて尋ねる。

「シュバルツハイム伯爵……お前は自分が何を主張しているのか分かっているのだろうな？　ローゼリア王国と我わが国くにとの間に亀き裂れつを生じさせるつもりかな？」

　事実、此処ここで御子柴亮真の軍を送り返すというのは、外交的に考えてもかなり不味まずい。

　だが、そんなことは今いま更さら言われるまでもない事だ。

「確かにその懸念はございますが、陛下はこの者が率いてきた援軍と称する一団を直接ご覧にはなっていらっしゃらないので、そのようなことをおっしゃるのです」

　シュバルツハイム伯爵の言葉に謁見の間を包んでいたどよめきが消えた。

「エレナ殿よりは、選えりすぐりの精鋭とお聞きしているが？」

「もし、本当に陛下へエレナ・シュタイナー将軍がそのように伝えられたのでしたら、それは大きな誤りだと申すしかございません。臣が確かく認にんしましたところ、兵数はわずかに三百。その上、兵の大多数が年とし端はも行かない平民の女子供では、戦場に出したところで物の役には立ちません。下手に戦場へ連れて行き敵の餌え食じきにでもなれば、我が軍の士気は低下し、無用の動揺を全軍に齎もたらしかねないと考えます。また、一年近くの防衛戦で我が軍には物資に余よ裕ゆうがございません。戦力として使い物にならない以上、速やかにローゼリア王国へ引き返させる事が上策かと存じます」

　謁見の間にシュバルツハイム伯爵の声だけが響ひびき渡わたった。

　ローゼリア王国の援軍はエレナの率いる二千五百と亮真の率いる三百の合計二千八百。

　名高きエレナを主将にしているとは言え、ミスト王国が派遣した精鋭一万の援軍に対してあまりにも少ないのは周知の事実だ。

　隣国より遠路はるばる援軍に来た人間に対して、あまりにも無礼な態度ではあるが、シュバルツハイム伯爵の意見自体が間ま違ちがっているとは言えない。

　弱い味方は強い敵よりもはるかに厄やつ介かいな存在なのだ。

　戦は人の心を如何いかにして圧へし折おるかということに懸かっている。

　確かに、軍を指揮する将を討ち取っても戦は終わるし、最後の一兵まで皆みな殺ごろしにするまで勝敗がもつれる事もある。

　しかし突き詰めていくと、将軍が討ち取られて戦の勝敗がつく理由も、結局は兵の心が将軍の死という現実の前に圧し折られてしまう事によるのだ。

　戦の勝敗の多くは兵の心とそれを率いる将の心が、死に怯おびえ負けを意識して圧し折れた時に付く。

（へぇ……戦と兵の心理を分かってやがる。こいつ馬ば鹿かじゃねぇな）

　理路整然とした明確な理由。

　亮真は隣のシュバルツハイム伯爵を正直に言って見直した。

　見かけは傲ごう慢まんで愚ぐ鈍どんな貴族という印象を受けるのだが、人の真価は容姿とは無関係なのだという事に改めて気付かされる。

　そして、偏へん見けんが消えれば、亮真にはシュバルツハイム伯爵の真意が見えて来る。

（可能性は二つ。本気か誘さそいか……本気ならこいつは信頼出来る人間だ。逆に、もし誘いなら大した悪党だな）

　亮真は静かに、声こわ高だかに叫さけぶシュバルツハイム伯爵の横顔を見つめた。

　伯爵の心を見透かそうとするかの様に……

　シュバルツハイム伯爵の指し摘てきと懸け念ねんは、ある意味当然の物と言っていい。

　表面だけを見れば、亮真の率いてきた三百の兵などゴミ以下の価値しかない。

　その上、軍を構成する兵の多くは平民の女子供。

　これがもし、壮健な男性のみで構成されていれば、シュバルツハイム伯爵もここまで言葉を荒らげはしなかっただろう。

　通常、こういった援軍に徴兵した兵を差し向ける事はないのだが、ローゼリア王国の内情はある程度伝え聞いているから、腹立たしさを感じても我慢は出来るのだ。

　内乱からの復興に力を尽くしている今、隣国に出せる兵が少ないのはある意味いたしかたないのだから……

　だから、シュバルツハイム伯爵はローゼリア王国が最善を尽くした結果とし、二千五百の騎き士しを経験豊富なエレナに率いさせて来た事に関しては素直に感謝しているし、評価も出来た。

　しかし、御子柴亮真が率いてきた兵は違ちがう。

　実績のない新興貴族に率いられた、戦力とはとても思えないような兵士達。

（このような兵を援軍に差し向けるなど、我が国を愚弄するか！）

　その怒りが心を苛いら立だたせる。

　シュバルツハイム伯爵から見れば、軍の体裁を整えるために平民を兵士に仕立て上げたようにしか見えなくて当然だった。

「遠路、援軍に来ていただいた事は感謝するが、我われ等らには余裕がないのだ。貴公が何を目的にこのような軍を寄こしたかは存ぜぬが、はっきり言って甚はなはだ迷めい惑わく！　僅わずか三百とはいえ、戦力と数えられぬ者に回す食しよく糧りよう物資など我等には残されていないのだ！」

　怒号が謁見の間に響き渡った。

　確かに、使い物にならない兵へ貴重な物資を分け与あたえる事は決してプラスにはならない。

「シュバルツハイム伯爵、少し言葉が過ぎませんか？」

　余りに激しい舌ぜつ鋒ぽうにグラハルトが窘たしなめた。

　確かに、似たようなことをグラハルト自身が御子柴亮真にぶつけはしたが、あれはあくまで非公式的な場での事。

　だが、この謁見の間で皆を前にして今の言葉は余りにも不味い。

　だが、そんな当然の配はい慮りよも今のシュバルツハイム伯爵には通じない。

「何を言う、ヘンシェル団長。そもそも貴き殿でんは一体何を考えているのだ？　王都郊外まで迎えに行ったと聞いたが、事前に知っていたのなら何故なぜ陛下へお知らせしていない。本来なら謁見などする前に貴殿が追い返して当然ではないか！」

　それは抗こう弁べんの余地を残さない正論。

　ザルーダ王国が欲しているのは援軍であってお荷物ではない。

　その意思がグラハルトの援護を無情に切り捨てる。

　他の貴族達はいざ知らず、シュバルツハイム伯爵は心の底からザルーダ王国と王家の存続に全てを賭けようと考えている。

　周辺諸国からは凡庸と侮あなどられてきたユリアヌス一世だが、シュバルツハイム伯爵の目から見れば、十分に仕える価値のある主君だったのだ。

（陛下は凡庸ではない。この戦乱の世において、陛下は幾いく度どとなく訪おとずれる危機を切り抜け、立派に国を保ってきたではないか！）

　その思いが、シュバルツハイム伯爵を突き動かした。

　だが、ユリアヌス一世はその進言を受け入れるつもりはない。

「ふむ、シュバルツハイム伯爵の懸念は分かった……だが、余は御子柴殿を帰国させるつもりはない」

　ユリアヌス一世は穏やかにほほ笑むと、白しろ鬚ひげを撫でつける。

　そして、そのブレのない言葉が謁見の間に響き渡ると、再びどよめきが起こった。

「何故！　何故でございますか！」

　予想外の言葉に、シュバルツハイム伯爵は血相を変えて玉座へ詰め寄る。

「いい加減にされよ。陛下に対して無礼ですぞ！」

　グラハルトの巨体が、シュバルツハイム伯爵の体を押さえ込んだ。

「クソ！　放せ！　陛下、何故なのです！」

　顔を赤く染め、シュバルツハイム伯爵はグラハルトの手を払いのけようともがき続ける。

「ヘンシェル。良いから放してやれ」

　その落ち着いたユリアヌス一世の声に、シュバルツハイム伯爵は自らの行動の意味を悟る。

　感情のままに玉座に詰め寄るなど、謀反と取られても仕方がない行動だ。

「失礼いたしました……陛下、私は……」

　身を縮めるようにその場にひれ伏ふすシュバルツハイム伯爵に、ユリアヌス一世は手で立つように促す。

「良い。シュバルツハイム伯爵の懸念はもっともだ……」

　そう言うと、さも愉快そうに黙だまり込んだまま跪いていた亮真へと視線を向けた。

「どうかな？　今、この場にいる皆もシュバルツハイム伯爵と同じ懸念を持っているかも知れぬ。貴公には煩わしい事だと思うが、一度貴公と貴公の兵の力を皆に見せてやってはくれんかな？」

　その言葉に、成り行きを黙って見守っていた亮真が口を開く。

「どなたかと戦えと言う事でしょうか？」

　亮真の問いに、ユリアヌス一世は人の悪い笑えみを受かべて挑発する。

（なるほど……な。良いように話を進められるのはムカつくが、まぁ良い。どうせどこかでやらなきゃいけないことだからな。予定が繰り上がっただけと思えば良いか……）

　元々、ザルーダ王国の防衛だけが目的で援軍に来たのではない。

　ウォルテニア半島の主権を掌握した今、次なる飛ひ躍やくをするために必要なのは名声。

　その名声を得る事こそが、最大の目的といっても過言ではない。

　そして、その名声を得るために必要なのは生いけ贄にえ。

　流れる血が多ければ多いほど御子柴亮真の名は西方大陸の大地に広まる。

「その通りじゃ。それとも、シュバルツハイム伯爵の懸念は事実なのかな？」

「いいえ、我が軍の兵士の力を陛下と皆様の前で証明して見せましょう」

「では決まりじゃ。今日の夜にでも早速執り行う事にしよう」

　その言葉と共に、亮真の顔が歪む。

　それは、愚かな獲え物ものを目の前にして舌舐めずりをする肉にく食しよく獣じゆうの笑み。

　しかし玉座の前に跪き、伏せられたままの亮真の顔を見る事が出来た者は誰一人としていなかった。




　演習場に煌こう々こうとかがり火が焚たかれ、普ふ段だんは兵士以外誰も訪れることのないこの場所に、多くの貴族や王族の姿が見える。

「随ずい分ぶんと暇人ばかりのようだな」

「仕方がないわよ、何せ、戦時中でこれ程注目されるような見世物はないのだから。それに、彼かれ等らだけじゃないわ。私ですらどんな結果になるか今から楽しみだもの」

　周囲の野次馬を見まわし鼻先で笑う亮真を、傍かたわらにたたずむエレナが窘めた。

　ローゼリア王国内乱終結から今まで、顔を直接合わせるのは久しぶりな二人だが、両者の関係には微み塵じんの気まずさも存在しない。

　やさしい祖母と孫。

　傍はた目めから見る分には、両者はまさにそんな関係のように見えた。

「やれやれ、エレナさんまで他人ひと事ごとみたいな顔をして……」

　亮真は苦笑いを浮かべ肩を竦すくめて見せる。

　そんな亮真の態度にエレナは穏おだやかな笑みを浮かべた。

「それは当然でしょう。貴方あなたと貴方の率いる兵士達たちの実力を見る機会なのだから私にとっては他人事よ？」

「まぁ、それは良いとして、ザルーダ側は結構本気の様ですね……」

　亮真は反対側に陣取る一団へと視線を向ける。

　これから行われるのは、ザルーダ王国親衛騎士団と御子柴男だん爵しやく家との御前試合。

　通常ならば、お互たがい遺恨を残さない様に使用する武具には制限が課せられるのだが、今回は相手側からの強い希望によって、より実戦に即した試合と言う事で、使用する武具に対して一切の制限が取り払はらわれている。

　鋼鉄の板鎧に身を固めた彼かれらの手に握られているのは抜き身の槍。

　刀身が放つ鈍い煌きらめきがこれから行われる戦いが試合ではない事を示していた。

「まぁ、貴方の事だから勝算はあるのでしょうけれど、油断はしない事ね。彼等はザルーダ王家が誇ほこる盾と矛の片方なのだから……連中、貴方と貴方の兵士達を殺す気よ？」

　何時の間にかエレナの顔から笑みが消えていた。

　その代りに浮かぶのは鋼の意志。

　まるでこれから戦場へと赴こうとしているかの様な、そんな顔だ。

「エレナさんは随分と心配症ですね。俺が負ける勝負をすると思いますか？」

　からかう様な視線を向ける亮真にエレナはため息と共に首を横に振った。

「冗談ではないのよ？　勿論、私は貴方を知っているわ。貴方がローゼリア王国でも屈くつ指しの剣けん士しであったケイル・イルーニアをたった一人で打ち取った事もね。でも、貴方は良いとしてあの子達はどうなの。今からでも遅おそくないわ、貴方の率いてきた兵士の中には熟練の傭よう兵へいも何人か交じっていたはず。彼らと入れ替えるべきだわ……もし、引っ込みがつかなくなっているのならば私に任せなさい、何とかしてあげるから」

　エレナの問いに、亮真は穏やかな笑みを浮かべたまま沈黙を守る。

　無論、援軍の将でしかないエレナにここまで話の進んでしまった事態を収める事は出来ない。

　ユリアヌス一世に個人的なつながりを持つエレナであっても、ザルーダ王国の貴族や騎士階級にそこまで大きな力を発揮出来る訳ではないのだから。

　下手な事をすれば、ただでさえ苦しいローゼリア王国を更さらなる苦境へ追いやることになりかねないのだ。

　それでも、エレナは無む駄だと知りつつも亮真に確かめずにはいられなかった。

　エレナの視線が二人の後方で待機している一団へと向けられる。

　その目に映る兵士達は皆若い。

　若輩というよりも幼いという表現がぴったりくるような容姿の兵士もいる。

　少年だけでなく、少女の姿も見られた。

　無論、手にした武具の手入れを見た限りは、熟練した傭兵にも劣らない見事な手並みだが、実際に戦うとなれば話が変わる。

　エレナは多くの戦場で幾度となく年若き子供の死体を目にしてきた。

　徴ちよう兵へいされた平民達の兵。

　年若く家を継いだ騎士の若者。

　本人が望む望まないに拘わらず、戦場では誰の下にでも等しく死神の祝福が舞い降りる。

　そこには身分など何の意味も持たない。

　それは避さけようのない現実。

　だからこそ、エレナは戦場以外の場所で子供の死体を目にしたくはないのだ。

（所しよ詮せん、自己満足に過ぎないのだけれども……ね）

　エレナの心にそんな自虐的な思いが浮かんだ、

　それは、過去に権力闘争に巻き込まれた愛まな娘むすめの死と無関係ではないのだろう。

「では、これより御前試合を執り行う。ローゼリア王国御子柴男だん爵しやく殿どの、ザルーダ王国親衛騎士団長オーサン・グリード殿。お二人とも中央へ」

　その声が演習場に響き渡った時、周囲の喧けん騒そうがピタリと止やんだ。

「おっと、呼んでいますね……では、ちょいと行ってきます」

　審判役の老貴族の呼び声に、亮真はニヤリと唇くちびるを吊つり上あげて笑った。

　試合は五人対五人の集団戦。

　戦士としての個人的な技量より、戦場における兵士としての集団戦に対応出来るかどうかを見たいと言うシュバルツハイム伯爵の強い希望によるものだ。

　そのシュバルツハイム伯爵だが、彼は余よ程ほど御子柴亮真と言う人間が気に入らないらしい。

　事前にグラハルトがユリアヌス一世へ亮真の率いてきた兵士達の真実を報告しなかったと言う理由で、当初対戦相手として名前を挙げられていた近衛騎士団ではなく、全く初対面である親衛騎士団を強く推おした。

　シュバルツハイム伯爵にしてみれば、グラハルトに試合の相手をさせれば意図的に手を抜きかねないとでも考えたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あぁ、折角なので連中の賭けに交ざってくるといい。一儲け出来ますよ。実は俺は既すでに賭けさせているんで……おっと、今のは内密に」

　そう小さくエレナへ耳打ちすると、亮真は無言のまま背後の兵士達へ手で合図した後、演習場の真ん中へと進んだ。

（賭博ですって？　全くあの子は……）

　どうやら亮真はザルーダ貴族の間で行われている闇やみの賭博に一枚噛かんでいるらしい。

　ザルーダ王国存亡の危機だと言うのに悠長な事だとは思うが、何処どこにでも頭の悪い人間は居る。

　まぁ、人間の緊きん張ちようというものは適度に休息を挟まなければ持続出来ないので、ある意味いたしかたないのだろう。

（私の言葉に揺れるような子じゃない……か。けれども……あの余裕はいったい……）

　自らの勝利を確信したかの様な亮真の笑え顔がおを目にし、そんな思いがエレナの心に浮かんだ。

　傍観者の立場ならば不ふ謹きん慎しんだと思う一方で、賭けもいたしかたないと思う。

　だが、今の状態で自分に賭ける事が出来る御子柴亮真と言う人間は、ただ単に神経が図太いと言うだけではない。

（何か勝算があると言う事ね……）

　御子柴亮真と言う青年が持つ、氷の刃の様な切れ味を誇る智謀。

　その鋭さをエレナは十分に見知っている。

　エレナ自身、その助力を得る事で長年待ちわびた復ふく讐しゆうを遂げる事が出来たのだから……

　今、エレナの中には二つの相反した気持ちがせめぎ合っていた。

　一つは、御子柴亮真と言う男が育て上げた兵士達の実力を見てみたいという戦人としての気持ち。

　もう一つは、若い子供の死など見たくはないと言う、子を持つ母親としての気持ち。

　先ほど、亮真へとかけた言葉はどちらもエレナの本心だった。

（貴方を信じているわよ……亮真君）

　エレナは期待と憂うれいに満ちた視線で亮真の背中を見つめた……




「さて、双方共に準備はよろしいかな？」

　審判役を任命された白髪の老貴族が、亮真とグリードへ確認する。

　若い頃ころの武勇伝が自慢のこの老貴族は、自らこの場へ審判として名乗り出た。

　しかし、実際のところは審判と言うよりも、司会進行役兼勝負の見届け人と言った方が正しいだろう。

　一度、試合が始まれば彼の様な老人に力で完全装備の騎き士し達たちを押し留めるなど無理だ。

　まぁ、形だけでも審判がいれば、これから行われる試合とも呼べない殺さつ戮りく劇げきの凄せい惨さんさを多少なりとも薄める事が出来るだろうというザルーダ貴族達の願いの表われなのかもしれない。

「無論だ」

　口数少なく頷くと、グリードは冷たい蔑さげすみの視線を亮真へ向けた。

　彼の顔に僅かに浮うかぶのはこの試合への不満。

「何故、王家の矛である親衛騎士団があんな子供の相手などしなければならないのか」、とでも思っているのだろう。

　この演習場に居る殆ど全すべての人間は、勝ち負けに興味はない。

　屈強な体格を誇る完全装備の騎士と、若い少年少女達の勝負だ。

　装備は頑強な革の鎧よろいとそれなりの武器を身に着けているように見えるが、元々の体格が違いすぎる。

　近代格闘技の多くが体重別階級制を採用しているのも、体格が大きく体重の重いものほど強いという現実を考こう慮りよしているからだ。

　柔よく剛を制すの思想は柔道の思想として非常に有名な言葉だが、現実的には剛よく柔を断つ場合が殆どなのだ。

　無論、グリードがそんな言葉を知っていると言う訳ではないのだろうが、世界が違えど人間の考える事など似通ってくる。

　勝って当たり前の勝負。

　グリードの心には、やるだけ無駄だという思いが渦巻いているのだろう。

　ただし、それを表に堂々と表さない程度の分別は残っているらしい。

　ザルーダ王国の国王であるユリアヌス一世の前で行われる試合。

　たとえ不満があるにせよ、やる気のない態度を国王に見せる訳にはいかなかったのだ。

「えぇ、こちらは何時いつでもかまいませんよ」

　穏やかな笑みを浮かべて答えた亮真の言葉に、グリードの形の良い眉がピクリと跳ね上がる。

「結構。では、双方前へ……勝敗の結果には決して遺恨を残されぬように！　よろしいな？」

　審判役の貴族が亮真とグリードへ前に進めと促した。

　どうやら試合前に握手でもしろという意味らしい。

「どうぞよろしくお願いします」

　亮真はそう言うと、グリードへ右手を差し出す。

　しかし、グリードはまるで亮真を馬鹿にでもするかの様に鼻を鳴らすと、そのまま背を向け歩き出した。

「お、おい。グリード団長、一体どういうつもりだ」

　グリードの態度に老貴族が驚おどろきと戸と惑まどいの声を上げた。

　どの様な理由があろうとも、あまりに礼節を弁わきまえない非礼な態度である。

「失礼、試合前に敵となれ合うつもりはありませんので……お叱しかりは後で承うけたまわりましょう」

　グリードは背を向けたまま吐はき捨すてるかの様に答えると、そのまま部下達の方へと歩み去った。

「困ったな。こいつはまた、酷ひどく嫌われたもんですね」

　亮真はグリードに無視された右手で自分の頬を掻かいた。

　だが、その表情は言葉ほど困ってはいない。

「グリードの奴やつめ……試合を前にして気が立っておるようだ。御子柴殿どの、どうか悪く思わんでくだされ」

「えぇ、グリードさんの立場なら仕方ないでしょう。それに、いきなり我々の対戦相手を命じられて面白おもしろくもないでしょうしね。ご老人もあまりお気になさらないでください」

　亮真は老貴族を慰めるかの様に穏やかな笑みを浮かべると、踵きびすを返す。

　グリードがどんな態度をとろうが心の底から興味はなかった。

　彼は所詮、御子柴亮真の前に並べられた餌でしかないのだから……

「さぁ、宴うたげの始まりだ……精々派手に踊おどってくれよ」

　亮真の唇から小さなつぶやきが漏もれた。




　沈ちん黙もくが演習場を支配していた。

　周囲のかすかな息遣いだけがケビンの耳へと聞こえてくる。

　百メートルほどの空間。その周りをぐるりと貴族や上級騎士達が取り囲む。

　古代ローマの闘技場の様な観客席など何もない。有るのはむき出しの地面と小石のみだ。

（でかいな……まともにやり合ったらこっちが不利か……）

　五十メートルほど離はなれた場所で開始の合図を待つ騎士達の姿に視線を向けたケビンの心に、そんな思いが浮かんだ。

　勝負は彼我の戦力を冷静に見み極きわめるところから始まる。

　孫子の兵へい法ほうにある最も有名な『彼を知り己おのれを知れば百戦殆あやうからず』の一文は決して誇張でも嘘うそでもない。

　戦いに赴く者にとって当然の準備に過ぎない。

　それは集められた奴ど隷れいの子供達が訓練を始めた一番初めに教わった心構え。

　ケビンは普段と同じ様に、目の前に立ち並ぶ五人の騎士達を観察する。

　未いまだ成長期である十代半ばのケビンと比べれば、百七十センチ前半を誇る身長はさておき、体の厚みと言う点に関しては明確な差が存在している。

　単純な筋力という視点から見れば勝敗は目に見えていた。

　身につけている武器にしてもそうだ。

　騎士達が身につけているのは重厚な鋼の板鎧に顔をすっぽりと覆おおった兜かぶと。

　手にしているのは三メートルほどの槍だった。

　それに比べ、ケビン達の体を守るのは亮真から支給された革の鎧に金属で補強した木製の盾。

　無論、幾重にも重ねられた怪かい物ぶつの皮を丁てい寧ねいに処理したこの鎧は、鋼の鎧と比べて大きく劣おとると言う訳ではない。

　だが、機動性を重視した結果、関節部分まで金属で覆われた板鎧と比べれば防御力においてはどうしても見み劣おとりしてしまうのは確かだ。

　無論、山岳国家であるザルーダ王国なので、機動性を重視した軽装備は決して間違った選せん択たくという訳ではない。

　しかし、真正面からの力勝負と言う視点でみれば明らかに不利。

　緊張で唇が乾いていくのが自覚出来た。

　鼓動は早鐘の様にケビンの耳に大きく響き渡り、腰こし骨ぼねのあたりがムズムズとむず痒がゆくなってくる。

　それは恐きよう怖ふという名の虫が這はいずる感触。

　戦いが始まる前に必ず忍しのび寄ってくる、最も慣れ親しんだ感情。

　乾いた唇を舌で湿らせると、ケビンは愛用の鉄剣を握にぎりしめながら、傍らで同じように顔を強こわ張ばらせている仲間達の姿へチラリと視線を向けた。

（皆同じ……か。無理もない。まだ二度目だからな）

　命を賭けた実戦への恐怖。

　自分の命を奪うばわれるかもしれないと言う恐怖と、敵の命を奪ってしまうかもしれないと言う恐怖がケビンの心を侵おかしていく。

　復讐と言う強固な目的があった海かい賊ぞく討とう伐ばつの時でさえも感じた恐怖だ。

　しかし、ケビンはその沸き上がってくる恐怖を否定する事なく、自分の力へと変えていく。

　恐怖は決して弱さではないという事、そして、恐怖は力であるという事を理解しているのだ。

　あれから数すうヶか月げつ。

　ウォルテニア半島に生息する怪かい物ぶつ達たちとの戦いをケビン達は生き抜いてきた。

　荒海の中、ミスポスの街への航海にも参加した。

　恐怖こそが最も身近な友であり、生き延びる為ための武器なのだ。

（考えるな。こっちの方が弱いんだ……下手に躊ちゆう躇ちよなんかすれば容よう赦しやなく殺されるぞ）

　形式上は試合であっても、これから行われるのは命を賭けた真しん剣けん勝負。

　勝敗は死亡するか、意識を失うか、戦意を喪失したと判断された時のみだ。

　ラウンド制もポイント制もない。

　有るのは倒すか倒されるかの二択たくだけだ。

　戦力を数値で表すならば騎士達を百と仮定した場合、ケビン達は精々六十から良くて七十と言ったところだろう。

　強弱で言うのならば、ケビン達は間違いなく弱者だ。

　しかし、勝敗は力の強弱だけでは決まらない。

（いつもと同じだ。ただ、教官達から教わった通りに戦えば良い……俺おれと仲間が生き残る為に）

　過か酷こくなウォルテニア半島での生活は、既にケビンの体を人の姿をした獣へと変貌させている。

　後は、その体を己の意志で操るだけだ。

　そして、恐怖がケビンの心から理性と倫理を塗りつぶしていった。

「やるぞ。いつも通りだ……」

　ケビンの唇から洩もれた小さな呟つぶやきに、傍らの仲間達が無言のまま頷いた。

　恐怖は殺意へと昇しよう華かされ、ケビン達の体を駆かけ巡めぐる。

　ウォルテニア半島を徘はい徊かいする怪物共を屠ほふる事によって培われた生気プラーナが、激流の様に会陰のチャクラ、ムーラダーラへと流れ込み、彼らの体に人ならぬ力を齎す。

　戦意が弓の様に静かに引き絞られていく……

「始め！」

　審判役の老貴族の声が沈黙を破った。

「レオンとリナは右から。アネットは俺と左へ。メリッサ！　タイミングを合わせろ！」

　正式に兵士として認められた後に編成された五人一組の小隊。

　あれから多くの試練を潜くぐり抜ぬけてきた仲間。

　既に幾度となく繰くり返かえし、彼ら五人の体に染みついた戦法だ。

　ケビンの合図と同時に、引き絞られた矢が射られたかの様に四人が一いつ斉せいに飛び出した。

　もっとも、その速度は人の持つ能力の範はん疇ちゆうでしかない。

　左右に大きく弧を描くかのように回り込んでいく四人。

　騎士達の真正面に立ち尽くしているのはメリッサ唯ただ一人だ。

「なんだ？　所詮、餓鬼どもがやる事か……馬鹿め、わざわざ分散するとは勝負を捨てたな」

　騎士の一人が馬鹿にした様に鼻を鳴らして呟いた。

　開始直後に飛び出して来た事は驚きを感じたが、法術の使えない子供達など何人束になろうと所詮敵ではないのだ。

　その上、彼らが身に着けているのは革製の鎧。

　真正面からぶつかり合えば、勝敗は初めから見えている。

　少なくともそれが、騎士達が持つ共通の認にん識しき。

　子供達に残された数少ない勝機は、五人一固まりに密集して防御に徹して隙すきをつくくらいしかない筈はずだった。

「おい……団長から手加減はするなと言われているからな……あまり気は進まんがサッサと始末するぞ」

　小隊長の言葉に無言のまま頷うなずくと、騎士達は手にした槍を握る手に力をこめる。

　命令ならば、人殺しを厭いとう事などない。

　それでも、人殺しを楽しいと思う事はなかった。

（せめて苦しまずに……）

　他人から見ればつまらない偽善だが、それが彼らの本音だ。

　騎士達は自分達へ向かって駆けよってくる子供達の姿を見つめながら槍を構える。

　彼らに武法術を使うつもりなどさらさらなかった。

　しかし、その代償は高くつく……

「やれ、メリッサ！」

「猛たけ々だけしき風、精霊の息吹よ。今こそ我が祈りに応こたえて大地を覆え」

　ケビンの叫びが演習場に響いた瞬しゆん間かん、彼らの走る速度が爆発的に速まり、両者の間に残されていた二十メートル程ほどの間合いが一いつ瞬しゆんのうちに詰つめられる。

　続いて後方で待機していたメリッサの口から詠唱が響いた。

「なっ！　文法術だと！」

「まずい、防御だ！」

　メリッサの動作を見て、騎士達は慌てて生気をチャクラへと流し込むが間に合わない。彼等は一斉に手にした槍の柄を盾たての様にかざして身構える。

　通常ならば、盾に付ふ与よされた防御術式を起動させるのだが、相手をなめきっていた彼らはその準備をしていなかった。

　それでも、武法術による身体強化で十分に防御可能なはずだった。

　普ふ通つうならば……

　詠唱を終えたメリッサは体を弓のように引き絞る。

「疾風衝波陣ウエーブウインド」

　次の瞬間、メリッサの手がまるでアンダースローの様に地面ぎりぎりを通り、天高く振ふり上げられた。

　それは、数ある文法術の中でも下位に属する術。

　決して殺傷能力に優すぐれているとは言えない、ただ風の波を広こう範はん囲いに放つだけの術だ。

　風を圧縮するという工程を省いて放つ為、習得難易度が低く扱あつかいやすい反面、戦いに使用出来るような威力はない。

　体感的には精々「今日は風が強いな」と顔を伏せる程度の風。

　騎士達もメリッサの放った術がなんであるか知り、侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべる。

　しかし、彼らは知らなかった。

　メリッサの狙ねらいが他にあると言う事に。

　疾風が地面すれすれを這うように騎士達の方へ向って突き進む。

　地面の土を大気へと巻き上げながら。

　土砂で作られたカーテンを引連れて……

「クソ！　目が！」

　騎士達の視界が風に巻き上げられた大量の土砂と土煙によって奪われる。

　元々視界の悪いフルフェイスと呼ばれる顔面まで覆う形の兜を身に着けていた彼等に抗あらがう術すべはない。

　そして、視界を奪われ動揺する彼らにケビン達の剣が襲いかかる。

　先ほどまでの擬態を捨て、彼等は武法術による身体強化を露あらわにした。

「馬鹿な！　この餓鬼共も、法術を！」

「こいつら一体！」

　驚きの声とともに繰り出される槍。

　しかし、意表を衝つかれた騎士の槍には普段の練習時に見られる鋭さなど欠片かけらもない。

　殺意の抜ぬけた攻こう撃げきなど、怪物達との戦いを経験してきたケビンにしてみれば静止しているのと同じ。
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　ケビンは突き出された槍の穂先を体を反らして避よけると、槍を握る騎士の指を目がけて剣を振るった。

　いくら防御力の高い鉄製の鎧とはいえ、人体の構造上、関節の可動部分は比ひ較かく的てき装甲が薄い。

　分厚い鉄の板で指を覆ってしまえば、物を握る事も出来なくなってしまうからだ。

「ギャァァァ！　クソっ！　指が、俺の指がぁ！」

　槍の柄に沿う様に襲いかかるケビンの剣が騎士の指を切り飛ばす。

　普段ならこれほど無様な悲鳴を上げる事などないのだが、なんの覚悟もない今の状態では仕方ないだろう。

「どうなっている？　こいつらただの餓鬼じゃないのか!?」

　苦痛に喘あえぎその場で蹲うずくまった仲間の姿を見下ろしながら、騎士の一人が茫然と呟く。

　それは戦せん闘とう中でありながらあまりにも無防備な姿だ。

　そして、その隙を見み逃のがすほど騎士達の前に居る敵は愚かではなかった。

　ケビンはそのまま棒立ちの騎士の足へ渾こん身しんの一いち撃げきを加える。

　狙うのは膝の関節部分。

　枯れ木をへし折ったような感触がケビンの手に響く。

　しかし、それで終わりではない。

　苦痛を押おし殺しながらその場に蹲る騎士の無防備な頭部を、背後から追走してきたアネットの剣が襲い掛かかった。

　兜の上から加えられた横殴りの一いつ閃せん。

　亮真から事前になるべく殺さずに済ますようにと命じられていなければ、このアネットの一撃は確実に騎士の頭部を切り飛ばしていただろう。

　それでも、武法術によって身体強化を行ったアネットの一撃は、屈強な騎士の意識を途切れさせるのに十分な威力を誇る。

　事実、アネットの一撃を受けた騎士はその場に糸の切れた操あやつり人にん形ぎようの様に崩れ落ちた。

「そう、そういう事なのね。あの子が何であれほど自信に充ち溢あふれていたのか分かったわ……」

　ユリアヌス一世やグラハルトと共に試合を見ていたエレナの口から感かん嘆たんのため息が漏れる。

　目の前で繰り広げられた攻防を見れば、御子柴亮真の育てた兵士達の質は一目瞭然だった。

「まさか……あんな子供が法術を？　ありえぬ、平民の子供が、そんな」

「グラハルト、事実は事実として認めなさい。近衛騎き士し団だん団長としての器が問われるわよ」

　エレナの鋭するどい指摘に、茫然とした表情を浮かべていたグラハルトの顔が羞恥で赤く染まる。

　目の前の事実が認められない人間に指揮官の資格などないのだ。

「し、失礼しました。お見苦しいところを……申し訳ありません」

　グラハルトは慌てて頭を下げた。

「なるほど、あの者が率いて来た兵士全てが目の前の兵士と同等だとすると……大した戦力だな」

　ユリアヌス一世は白い顎あご鬚ひげを撫でながら小さく呟く。

「陛下……まさか、三百人全てがですか？」

　到底信じられないと首を振るグラハルト。

　そして、その認識は正しい。

　大地世界アースの常識からいって亮真の持つ程度の所領から維い持じできる戦力は限られている。

　グラハルト自身、シュバルツハイム伯はく爵しやくの発言は正しいと思っていた。

　ウォルテニア半島の噂うわさは隣りん国ごくまで鳴り響いている。

　あんな未開の地を領地としても収益など上がるはずもない。

　そして、税収がなければ軍は維持出来ないのだ。

「だが、あの者達だけがごく限られた一ひと握にぎりの者であると仮定する根こん拠きよもあるまい。平民に法術をどのように会え得とくさせたか方法はさておき、五人に会得させる事が出来たのならば、他の者に会得させていない筈はあるまい。自然に考えれば御子柴殿が率いてきた三百の兵全てが法術を使うと見るべきではないかな？　無論、我々にそう思い込ませる為のハッタリと言う可能性もあるがな」

　そう言って愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべるユリアヌス一世の目は、今までの好こう々こう爺やといった雰ふん囲い気きが消え獲物を見つけた鷹たかの様な鋭さを纏まとっていた。

「馬鹿な……まさか、こんな事が……」

　オーサン・グリードは目の前で繰り広げられる光景に己の目を疑った。

　若き日より幾多の戦場をくぐり抜けてきた歴戦の勇士であるグリードの唇の間から、小さな呟きが漏れる。

　いつの間にか、堅かたく握りしめられたグリードの拳こぶしの中がじっとりと汗あせばんでいた。

　隣国オルトメア帝てい国こくとの侵しん攻こうを長年防ぎ続け、尚しよう武ぶの国と謳うたわれるザルーダ王国の中でも屈指の精鋭で構成される親衛騎士団。

　今回選抜されたのは、その中でも折り紙つきの実力を持った者達だ。

　無論、対戦相手が隣国の援えん軍ぐんの上に格下と目される相手だった為、親衛騎士団の中で最高の実力者を選抜したという訳ではないが、彼らは皆みな豊かな天性の資質と数多くの実戦経験を積んだ実力者達だ。

　西方大陸に割拠する何処の国の騎士団と矛ほこを交えても、五分以上の戦いが出来ると自信を持って断言出来る。

　その強者達が今、幼く年若き獣けもの達たちの猛攻を前に膝を屈しようとしていた。

「信じられません……平民の子供があの若さで法術を会得しているなど……」

　側近の一人が発した言葉に周囲が無言の賛同を示す。

　なるほど、確かにその言葉は正しい。

　法術自体は修練を積めば誰だれでも会得する事が出来る技術だが、通常、一いつ般ぱん的な平民が法術を会得する機会などまず存在しない。

　法術を会得する方法は二つ。

　多くの生命を奪い、己の保有する生気が自然にチャクラを回すのを待つか、法術を会得した師に教えを受けて会得するかのどちらかしかない。

　しかし、師などそう簡単には見つからないのが現実だ。

　その最大の理由は取得に費やされる経費の問題。

　法術は非常に強力な武具であり防具であり医術であり身分の象徴でもある。

　法術を会得している全ての人間が貴族という訳ではないが、貴族の身分を持つ者は全て法術を会得している事が必須の条件だ。

　その根幹に流れるのは、法術を会得した者は神々によって認められた存在であるという選民思想が強く影えい響きようしているのだが、そう言った特別視される技術を容易たやすく教えてなど貰もらえない。

　実際に神に祝福された存在になるかどうかは別にして、現実的に法術を会得した人間はまず一生涯日々の生活に困る事がなくなる。

　平民が騎き士しとして貴族や王家へ仕官する事も可能になるし、戦功に恵めぐまれれば貴族の地位すらも夢ではない。

　仮に仕官の道を選ばずとも傭兵や冒ぼう険けん者しやとして十分に豊かな生活を送る事が出来るだろう。

　便利で稼げる技術。

　それほどまでに法術とは一人の人間の人生を左右する技術なのだ。

　それをそう簡単に会得する事など出来るはずがなかった。

　もし、平民が縁えん故こ関係のない法術の師を探すとなれば、余よ程ほどの幸運に恵まれなければ出会う事が出来ないだろうし、仮に探し当てられたとしても膨ぼう大だいな金額を謝礼として求められる。

　才能を見込んでなどという場合もない事はないが、そんな幸運に恵まれるのは極ごく々ごく少数の一握りでしかない。

　必然的に、平民が法術を会得するには冒険者や傭兵としてひたすら戦い続け、自然にチャクラが回り始める日を待つしかないのが現状なのだ。

　しかし、ただ平民が法術を使用したという点にだけ驚きを露あらわにする部下達を尻しり目めに、親衛騎士団の団長であるグリードの目はケビン達五人に共通するもう一つの脅きよう威いを敏びん感かんに見抜いていた。

（何と言う事だ……あの年であいつらは完全に法術を使いこなしている……しかも、あの五人の流れるような連係……相当な修練と実戦が必要だ）

　法術は強力な技術だからこそ、その扱いは困難を極める。

　騎士が武法術で強化された身体能力を過信するあまり単独で突出し、複数の兵士に囲まれ討ち取られると言う光景はさほど珍めずらしい事ではない。

　人が持つ生気の保有量には個人差はあっても必ず限界がある。

　車がガソリンを消費して動くのと同じように、法術は生気を消費して人以上の力を術者に与あたえるが、生気そのものがなければ法術は使えない。

　そして、法術が使えなければ騎士の戦闘力は平民より少し上という程度でしかないのだから、いかに一騎当千と謳われた騎士でも、本当にたった一人で敵陣へ突っ込めば生きて帰れる筈がなかった。

　それでも騎士達の間で突とつ出しゆつする人間が減らないのは、それだけ法術という技術が強力で習得した人間を魅了するという事に他ならない。

　しかし、ケビン達は法術を会得し巧みに使用していながら、小隊として互いに庇かばいあいながら確実にザルーダの親衛騎士達の体力を削り、止とどめの一撃を加える機会を虎こ視し眈たん々たんと狙っている。

（不味い……このままでは人数の差で押し切られてしまう……ここは止めるべきだが……）

　目に見える形で戦せん況きようが不利となっていく部下の姿にグリードの手が小刻みに震えた。

　個人の技量や実力的にはザルーダの騎士達の方が優れている。

　しかし、油断していたところに先制攻撃を受け、一人は指を切断されて武器を握る事が出来ず、一人は頭部を強打して昏こん倒とうしている今、勝敗は既に確定していた。

　ケビン達の完かん璧ぺきな連係と五人対三人の人数の差が個人の実力差を覆したのだ。

（だが……それでは、我われ等らはあんな子供に屈した事になる……）

　アネットの一撃が首を切り落とさず騎士を昏倒させただけで止やめたところから、ケビン達に騎士達を殺す意思がない事は見て取れた。

　しかし、その一方で指を切断する程度の怪我けがを負わせる事に躊躇ためらいは感じられない。

（殺しさえしなければ良い……そんな所か……クソッ。ふざけた真似を）

　勝敗の見えた今、部下達の体を優先させるなら止めるべきなのは理解している。

　しかし、この試合に負けるという事の意味を理解しているグリードには、どうしても部下の体を優先させ試合の停止を申し出る事が出来なかった。

「陛下……」

　グリードの視線はこの状じよう況きようを打開する事の出来る唯一人の男へと向けられた。

「メリッサ！　大技は必要ないからな。良いか、いつもと同じ様に相手を牽けん制せいして体力を削るんだ。アネットは俺の援護に回れ。止めは相手の戦闘力を削ぎ落としてからだぞ！」

　矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばし、ケビンは油断なく目の前の親衛騎士達へ剣を構える。

　最初の奇き襲しゆうでザルーダ側の騎士二名を無力化し、一いつ旦たん距きよ離りを取った両者は睨にらみ合あいを続けていた。

　アネットの一撃を受け意識を失い昏倒した同どう僚りようを足元に横たえたまま陣形を組み、守りを固めるザルーダの親衛騎士達。

　彼らの中からケビン達を平民と侮あなどる気持ちはすでに消え去っている。

　全身を守る板金鎧の防御力を利用しながら活路を見み出いだそうとするザルーダの騎士達と、軽快な一撃離脱を繰り返しながら徐じよ々じよにそして確実に彼らを追い詰めていくケビン達五人。

「小隊長。このままじゃジリ貧だ。ここは一か八か相討ち覚かく悟ごで突っ込むしかねぇ」

　ケビン達の猛攻を必死で防ぎながら叫さけぶ部下の言葉に、小隊長は押し黙だまった。

　彼自身、同じ事を考えていたのだ。

（こいつの言う通り勝負を仕掛けるとすれば今しかない……）

　一撃一撃の威力は軽いが、その手数の多さと速さに翻弄され体力を削られてきている今、このまま守備を固めてもいつか限界が来る事は目に見えていた。

　となれば、残された道はただ二つ。

　潔く負けを認めて降参するか、騎士の誇りを胸に玉砕するか……

　戦場ではないので負けを認めれば自分達の命が保証されている事は、彼ら自身も十分に理解している。

　しかし、自分達の意志ではないとは言え、対戦相手を殺す気で臨んだ試合だ。

　劣れつ勢せいになったからと言って、自分達の事を棚に上げて試合という形式に頼たより生き残ろうとは誰も考えてはいなかった。

　それでは余りにも自分達が惨みじめになる。

　余人は知らなくとも、彼ら自身の心は彼ら自身が一番良く分かっている。

　そして、もしそんな選択をすれば、尚武の国として培ってきたザルーダ騎士としての誇りは地に落ち、諸国からは嘲ちよう笑しようと侮蔑の的となる。

「やるぞ！」

　小隊長の言葉にレオンの剣を防いでいた騎士が頷く。

　兜に覆われ顔の表情は分からないが、彼はきっと死を覚悟した人間のみが見せる清らかな笑えみを浮かべている事だろう。

（すまんな皆みんな……貧びん乏ぼうくじを引かせたようだ……だが、勝利は得る事が出来ずとも、我等に負けはない）

　勝利を得ても得られる誉ほまれなどなく、命を失わせる事になった試合。

　これほど無駄で意味のない戦いに部下を巻き込んだという自責の念が小隊長の心に浮かんだ。

　それでも、ザルーダ王国の国名を汚けがす訳にはいかない。

　命を捨ててでも騎士の誇りを守らなければ、オルトメアの侵攻に抗する術すべを失ってしまうのだ。

　悲壮な決意を固め、騎士達が特攻を仕掛けようとしたその時、両者の間に突とつ然ぜんグラハルトが抜き身の剣を翳かざして割って入った。

　そして、それとほぼ同時にユリアヌス一世の言葉が広場に響ひびき渡る。

「もう良い！　それまで！」

　周囲の声援や罵声がぴたりと止み、沈黙が場を支配する。

　ケビンと騎士達の間で仁王立ちしたまま微動だにしないグラハルト。

　そして、玉座から立ち上がり周囲を見下ろすユリアヌス一世。

　人々の視線が両者の間をせわしなく行き来する。

「へ、陛下。何をおっしゃるのですか！　勝負はまだ決しておりませぬぞ！」

　静寂を破り、審判役の老貴族が顔を紅潮させて叫んだ。

「いや、これ以上は無用だ。これ以上戦えば死傷者が出る事になるだろう。それでは双方に大きなしこりが残りかねん。御子柴殿が率いてきた兵は我わが国くにの騎士と互角に戦われた。それだけで十分ではないか？」

　事の発ほつ端たんを考えればユリアヌス一世の判断は正しい。

　援軍に来た兵士と生死を賭かけた勝負をする必要など本来はないのだから。

　しかし、周囲の貴族や騎士達の反応は実に様々だ。

　その通りと頷く者もいれば、あんな子供を相手に情けないと嘆なげく者もいる。

　そんな中、最も不満を露にしたのは中立であるべき審判役の老貴族だった。

「陛下！　このままではザルーダ騎士としての誇ほこりに関わります。そうだな？　グリード団長」

　老貴族の矛先がグリードへと向けられる。

　審判役でありながら中立とはとても言えない老貴族の発言に亮真は眉まゆを顰ひそめた。

「いいえ、申し訳ありませんが私もこれ以上の勝負は無用と考えます」

「なんだと！　貴様、それでも栄はえある親衛騎士団の団長か！　恥を知れ！」

　老貴族の言葉にグリードの肩かたが震ふるえる。

　彼かれ自身納なつ得とくはしていないのだろうが、国の興亡を賭けた決戦ならばいざ知らず、部下にこんな試合で死ねとは命じられないのだろう。

「もう良い、止めよ。これは国王としての命である。この試合は引き分け。勝者も敗者もない。皆もそのように心得ろ……御子柴殿もそれで宜しいかな？」

　ユリアヌス一世の言葉に、周囲の視線が人垣をかき分けるようにして現れた亮真へと向けられる。

「無論です。ザルーダ騎士の皆様に胸を貸していただけこれほどの栄誉はございません。私共の力が陛下と皆様の一助となれる事を望むだけです」

　ユリアヌス一世の言葉に亮真は恭うやうやしく片膝をついて答える。

「うむ。この試合を見て貴き殿でんの兵を邪魔者と蔑む者はおらん。この国の為に今後もよしなに頼たのむぞ……皆も良いな」

　ユリアヌス一世は高らかに宣言すると周囲へ鋭い視線を向けた。

　国王にそこまで断言されてしまえば、それに抗こう弁べんなど出来るはずもない。

　内心の不平不満を押し隠かくし、周囲の人間達たちは押し黙る。

（さて、大筋こちらの思い通りの展開でケリがつきそうだな……まぁ、本当に俺おれ達の勝利に賭けたのならエレナさんには悪い事をしたが、そこは勘かん弁べんしてもらうか）

　真剣勝負である事を周囲へアピールする為に亮真自ら自分達の勝利に賭けた上でエレナを巻き込んだ訳だが、実際のところ試合の勝敗は初めから引き分けの勝負なしを目的としている。

　少なくとも、亮真にはこの試合で相手の騎士達を殺し勝利を得ようとは考えていない。

（しかし、こいつは大した親父だ……これで周辺諸国じゃ凡ぼん庸ような国王だって言われ続けているんだから、人の噂ってのはあてにならねぇ）

　最初の計画では亮真の方からユリアヌス一世へ提案するという形をとるつもりだったのだが、その提案をする前にユリアヌス一世は決断をした。

　と言う事は、ユリアヌス一世は少なくとも亮真達にザルーダの騎士が負けると言う事が何を意味するか理解している。

　それをおくびにも出さずに勝負なしの引き分けを宣言したのだ。

　実に大した狸と言えた。

　人を見る目が周辺諸国の人間にないのか、ユリアヌス一世が自身の牙きばを長年隠し続けてきたのか……

（まぁ、ルピスあたりじゃ太刀打ち出来ねぇな……それに、この親父は気がついていやがる）

　己の国に撃ち込まれた毒針の存在を。

　亮真は片膝をついて顔を伏せたまま、後を盗み見た。

　その視線の先に居るのは試合の審判役を務めた老貴族。

　御前試合で審判役を仰せつかった事による責任から出た言葉なのか不明だが、国王の言葉に真正面から抗弁するというのは並の器量では出来ない。

　だが、この老貴族の発した言葉には二つの可能性が考えられる。

（こいつは……さてさて、どっちの意味で国王に抗弁したんだかな）

　己の国を愛するが故の無邪気な言葉か悪意を持っての事か……

　亮真の唇くちびるが吊り上がり酷薄な笑みが浮かんだ。







エピローグ







　御前試合が終わり、演習場から人々が離れていく。

　彼らは皆口々に今夜行われた試合の余韻を味わっていた。

　だから、彼らは気が付かなかった。

　演習場から少し離れた場所に立つ木の陰から、フードを目深にかぶった人ひと影かげが足早に立ち去る姿を。




（あれがあの男の兵士……）

　ディルフィーナは目の前で起きた試合の内容を思い返す。

　己よりも圧あつ倒とう的てきな力を誇る強者に恐おそれることなく立ち向かった勇気。

　実力差を埋うめるために用いた文法術の使い方。

　そして、五人が互いを信しん頼らいしカバーし合う連係力。

　そのどれをとっても実に見ごたえのある勝負だったと言えるだろう。

　一人の戦士として、ディルフィーナは感嘆せずにはいられなかった。

　だが、戦士としては素す晴ばらしいと手放しに誉めるだけで済むが、族長の娘むすめとしての立場からはとてもそんな悠長な事など言ってはいられない。

（父上から頼まれ、あの男に仕えてはみたが……）

　父親であるネルシオスから頼まれたのは、御み子こ柴しば亮りよう真まの傍そばに付き従い、彼の本心を確かめるのと同時に、もし万一の場合はディルフィーナの手で彼を殺す事だ。

　仮に自分の命を犠ぎ牲せいにしようとも、必ず殺す様にと命じた時のネルシオスの顔をディルフィーナは一生忘れないだろう。

　親が我が子に命を捨てて人殺しをしろと命じるのだ。

　どれほど悲しく悔しかった事か。

　それが分かっているからこそ、ディルフィーナは決して父親の期待を裏切れなかった。

（もし仮に暗殺を決行するとなると、あれ以上の戦士達が守る防衛網を突破しなければならない訳か……）

　幸いな事に、今のところネルシオスに暗殺を命令しなければならない理由は見つからないが、もしもという可能性はゼロではない。

　セイリオスの街に滞たい在ざいし、様々な事を見聞きしてきたが、御子柴亮真が育て上げた兵士達の実戦を目にしたのはこれが初めての事だ。

　噂には聞いていたが、実際に目で見ると、話で聞いていたのとはだいぶ違ちがっている。

　勿もち論ろん、ディルフィーナは【狂鬼】とまで呼ばれたネルシオスの娘にして部族の中でも最強を誇る戦士だ。
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　二百五十年という時間、彼かの女じよはウォルテニア半島に巣食う怪物達と戦い続けて来た。

　そういう意味から言えば、たかが数すうヶか月げつ程度の訓練しかしていない亮真の兵など相手にもならないだろう。

　だが、彼かれ等らには揺ゆるがない意志があり、信念がある。

　彼らは文字通り己の命を投げ捨ててでも御子柴亮真と言う男を守ろうとするに違いない。

　この世で最も強い兵は死を覚悟した兵という。

　折れない心は、時に恐るべき力を与えるのだ。

　そんな兵達を真正面から相手にしては、如何いかにディルフィーナといえど突破は難しい。

（そうなると……）

　正面からの力押しが難しい以上、選せん択たく肢しは一つ。

（幸いな事に、あの男は私を警けい戒かいしてはいない様だしな……）

　一度海かい賊ぞく達たちの手から救い出し送り返したはずのディルフィーナがセイリオスの街を再び訪おとずれた時、御子柴亮真は何とも言えない表情を浮かべはしたが、別段何も言いはしなかった。

　今回の遠えん征せいについていきたいと申し出た際にも、周囲にエルフであることがばれないようにと注意された程度で同行を許された。

　それが一体どんな思おも惑わくなのかディルフィーナにも分からないが、ただ一つはっきりとしているのは、御子柴亮真という男が彼女に対して気を遣っているという事実だろう。

（一度、抱かれてみるか……人は我々の容姿を好むと聞くしな……）

　本心から言えば、薄汚い人間に好みを任せるなど身の毛もよだつ行こう為いだ。

　だが、その一方でディルフィーナは自分の美しさを理解している。

　生きた宝石と呼ばれ、人の間で破格の値段が付くエルフという種族。

　そのエルフ族の中でも、ディルフィーナの美しさは一際群を抜いている。

　そんな彼女が体を差し出して抱こうとしない男など存在しないだろう。

（閨ねやを共にすれば、暗殺も容易いだろうし……な）

　そんな思いを抱いだきながら、ディルフィーナは闇やみ夜よを疾しつ走そうする。

　彼女を追走する影かげの存在を知ることなく……




　こうして、ローゼリア王国より援軍として派は遣けんされた御子柴亮真は、ザルーダ王国の騎き士し達たちと共にオルトメア帝国との戦に身を投じるのであった。







あとがき







　殆どいらっしゃらないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。

　一巻目からご購入いただいている読者の方々、四ヶ月ぶりです。

　作者の保利亮太と申します。

　このあとがきを書いている段階ですでに今年も残り半分。

　私的な事で恐縮ですが、六月でまた一つ歳を重ねてしまいました。

　まぁ、今更誕生日プレゼントを貰う予定もありませんので、自分が年齢を一つ重ねたという悲しい事実しかない日なのですが、それではあまりに自分が可哀そうだと言い訳をして、行きつけの鰻屋で特上ひつまぶしを食べてきました。

　作者は基本的に何でも美味しく食べるのですが、昔からの好物である鰻だけは、きちんと炭火で焼いた店でないと許せないというこだわりを持っています。

　別に、グルメを気取る訳ではないのですが、どうしてもガスで焼いたものは美味しいとは思えず箸をおいてしまう事が多いです。

　串打ち三年、裂き八年、焼きは一生とまで呼ばれる鰻は、職人さんの腕が如実に出る料理ですので、ある程度のえり好みは致し方ない事でしょう。

　炭焼きを使うお店は名店と呼ばれることも多いですから、お値段も高めですし。

　ただ、名店だと聞いて楽しみにしていたら、出来の悪い焼き魚みたいなのが出てきてがっかりさせられた事も有るので油断は出来ませんが……

　なお、読者の皆様のお近くでお勧めの鰻屋をご存知の方がいらっしゃきましたら、是非ともお教えいただければ幸いです。




　さて、そんな作者の年齢や鰻の話題はさておいて、あとがきから読まれる方の為に、恒例化している本作品の概要と見どころを簡単に。

　まず七巻の最大の特徴は、物語の舞台が隣国のザルーダ王国へと移ります。

　まぁ、実際にオルトメア帝国と矛を交えるのは次巻以降で、本作品の中では何故か味方であるザルーダの騎士と戦うという訳の分からない展開なのですが……

　私の作品の特徴として、内部派閥とか権力闘争という視点を多く入れている関係で、どうしても敵とも戦うが味方とも戦うという、四方八方全て敵な感じになっています。

　本当は、もう少し派手な描写も入れたいところなのですが、中々に難しいです。

　本格的な戦術とかの話は次巻以降をお楽しみしていただければと。

　さて、他の見どころというと、亜人との関係に進展があります。

　とは言え、本当にほんの少しだけです。

　何しろ作品の設定上、人間と亜人は不倶戴天の敵という程に仲が悪いという事になっています。

　いきなり改善するのは余りに不自然というか、超展開過ぎますので……

　自らの理想の為、亜人達と交流を持ちたい御子柴亮真。

　一族の存続に命を賭けているネルシオス。

　そして、そんな父親を支える娘、ディルフィーナ。

　入り乱れる三者の思惑。

　七巻から本格的に参戦してきたネルシオスとその娘のディルフィーナの動向にも注目いただければ幸いです。

　そして、忘れてはならないのが、ミスト王国の動向です。

　二巻辺りから頻繁に西方大陸東部三ヶ国と紹介しておきながら、七巻まで書いてようやく上層部が出てきました。

　これも七巻で顔見世、次巻以降で本格的に参戦してくる予定ですので、どうぞ宜しくお願いいたします。




　また、この場をお借りして皆様へウォルテニア戦記のコミック第一巻が発売、および重版された事も、ご報告させていただきます。

　順調な売れ行きの様で、今年中には二巻目の発売も予定されている様です。

　作者としては、自分の小説がコミックとして別の形で目にすることができ、一ファンとして毎月の更新を楽しみにしている次第であります。

　戦闘シーンだとどうしてもコミックの方が、迫力が出ますので……

　まぁ、頑張って八木ゆかり先生に負けない様、作者も頑張りますので、小説、コミック共々完結までお付き合いいただければ幸いです。




　最後に、今回も七巻の出版にあたりご助力いただきました編集の皆様を初めとした関係者各位へ、この場をお借りして御礼申し上げます。

　また、それにもましてこのシリーズを書き続けられるのは、読者の皆様の支援あってこその事と思っております。

　八巻目も今年の十一月の後半には皆様のお手元へお届け出来る予定ですので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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